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セクション 1
イケアのサステナビリティ戦略の取り組みにおける FY19
の主な進捗の概要について示します。

セクション 2
材料から製品の寿命にいたる全体的なバリューチェーンを
見据え、そのすべてのステップで（また、それを超えて）
イケアのビジネスがどのように機能し、サステナビリティ
に関する目標に到達することができるかを示します。この
セクションには、こうした事項の詳細と FY19 の活動内容を
記載しています。

2019 事業年度（FY19）は、2018 年 9 月 1 日から 2019 年
8 月 31 日までです。

このレポートについて
本資料はイケアブランドのレポートであり、イケアのビジ
ネスおよびバリューチェーン全体を対象としています。イ
ケアのサステナビリティ戦略「ピープル・アンド・プラネッ
ト・ポジティブ」の FY19 におけるパフォーマンスの概要、
そしてフランチャイズシステムおよびイケアブランドの元
で運営されているさまざまな企業に関する情報を掲載して
います。イケアのサステナビリティレポート FY19 は、
Inter IKEA グループが発行しています。レポートの構成は
次のとおりです。
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FY19 のイケアのビジネス
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433
のイケアストアを 50 を超える市場で展開

2,000 以上

9

新製品の数 
12 世界中で新しくオープンしたイ

ケアストアの数

43
の IKEA Industry の生産ユニットを 9 カ
国で展開

1,000
50 カ国以上におよぶ約 1,000 のホーム
ファニッシング製品サプライヤーと提携

10 億人以上
イケアストアへの来店者数

の市場でオンラインショッピングを
導入。イケアのほとんどの市場にオン
ラインショッピングを導入済み

43％ オンラインショッピン
グ売上高の増加率

413 億ユーロ
イケアのリテール事業売上高

211,000 人
イケアのコワーカーの数

9,500 以上
イケアの商品展開の数

28 億人
イケアのウェブサイトへの訪問者数
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FY19のサステナビリティのハイライト

社会起業家との連携：イケアの事業とは直接
関連しない初のプログラムを開始。起業家グ
ループ Ashoka との協力による助成プログラ
ムなど、世界各地で社会から取り残された
人々をサポートするための活動です。詳しく
は 106 ページをご覧ください。

責任ある資源調達：現在イケアの製品に使用さ
れている木材の 91％（FY18 は 84％）は、より
サステナブルな供給源（MSS）1 から調達してい
ます。詳しくは 48 ページをご覧ください。

循環型の製品を開発：現在、イケアのホームファ
ニッシング製品の 80％は、イケアの循環型製品
デザインの原則に基づいて評価を実施していま
す。詳しくは 22 ページをご覧ください。

リサイクル素材をより多く使用：テキスタイル
製品におけるリサイクルポリエステルの割合は
59％（FY18 は 24％）に達しました。2020 年末
までに 100％を達成することを目標にしていま
す。詳しくは 52 ページをご覧ください。

変化を促進するための投資：FY19 の終了後、
Inter IKEA グループは、2030 年までにクラ
イメートポジティブなビジネスへの転換を
促進するために 2 億ユーロの投資を決定し
たことを発表しました。詳しくは 28 ページを
ご覧ください。

人と地球に役立つコレクションの開発：材料
のイノベーションやデザインの工夫を通じて、
海 洋 プ ラ ス チ ッ ク 汚 染（52 ペ ー ジ の
MUSSELBLOMMA/ ムッセルブロマシリーズを
参 照 ） お よ び 大 気 汚 染（43 ペ ー ジ の
FÖRÄNDRING/ フォレンドリング シリーズを
参照）に取り組んでいます。

植物性食品をより多く提供：好評のベジドッグ
に続き（イケアのビストロでお客さまが購入さ
れるホットドッグのうち 1 割ほどがベジドッグ）、
2019 年 4 月には植物由来のストロベリーソフト
アイスを発売。2020 年 8 月には、イケア定番の
ミートボールに植物由来バージョンが登場しま
す。詳しくは 102 ページをご覧ください。

働きがいのある仕事の促進：イケアのサプ
ライヤーの行動規範（IWAY）を見直し、サ
プライヤーがイケアの要件を満たし、さら
にそれを上回るために、現状に応じた最新
の内容に更新しています。詳しくは 109 ペー
ジをご覧ください。

1 木材のよりサステナブルな供給源には、FSC® 認証または再生された木材が含まれます。
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イケアのクライメートフットプリントのト
レンドの変化：イケアのバリューチェーンの
クライメートフットプリントは 4.3％減少し、
イケアのビジネスが成長を続けているにも関
わらず、FY16 のベースラインと同等にとどまっ
ています。詳しくは 28 ページをご覧ください。

循環型ビジネスへの転換：スイス、オランダ、ポー
ランド、スウェーデンで、家具を貸与するサー
ビスを試験運用しています。製品を今までにな
い形で使用していただくための新しいモデルで
す。詳しくは 100 ページをご覧ください。

より多くの人々が再生可能エネルギーを利用
できるようにする：イケアが紹介する家庭用
太陽光発電を利用することで、7 つの市場のお
客さまが再生可能エネルギーをご自宅で生成
しています。家庭用太陽光発電により、平均
で年間 400 ユーロの電気代を節約できます。
詳しくは 95 ページをご覧ください。
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サステナビリティへの取り組み

イントロダクション  |  このレポートについて  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる：FY19 の進捗  |  イケアバリューチェーンを通しての影響  |  コラボレーション＆支援活動  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDG）の指標 

持続不可能な消費への対処：より多くの人々が、限
りある地球の資源を大切にしつつ、より快適な暮ら
しを実現できるようにします。

手ごろな価格を保つ：イケアの製品は多くの人々の
ためのものです。そのため、予算が限られた方でも
イケアを引き続きご利用いただけるよう努めていき
ます。

気候変動を 1.5° C にとどめる：クライメートフット
プリントと経済的成長を切り離すには時間が必要で
す。本年のトレンドにはポジティブな変化が見られ
ましたが、今後はイケアのクライメートフットプ
リントの絶対値を削減していく必要があります。こ
れにはさらに数年がかかる見込みです。詳しくは
23 ページをご覧ください。

リサイクル素材の調達：プラスチックや繊維などの
クリーンなリサイクル素材が不足しているため、グ
ローバルな供給力の増加に取り組んでいます。環境
への影響を最小限に抑え、循環型経済へ移行するた
めの重要な要素です。詳しくは 39 ページをご覧く
ださい。

労働条件の改善：健全な事業を行うには適切な労働
条件が不可欠であり、イケアはサプライチェーン全
体の労働条件を改善する取り組みを継続的に強化し
ています。詳しくは 109 ページをご覧ください。

弱い立場の人たちの社会参加を支援：世界中で多様
性の受け入れをもっとも必要としている地域の人々
のために機会を生み出せるように、イケアは社会か
ら取り残された人たちを雇用するパートナーと協力
しています。詳しくは 106 ページをご覧ください。
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このレポートについて

1 イケアの 2019 事業年度（FY19）は、2018 年 9 月 1 日から 2019 年 8 月 31 日までです。
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サステナビリティレポート FY191 は、イケアのサステナビリティ戦略で
ある「ピープル・アンド・プラネット・ポジティブ」を 2018 年に見直し
てから 2 回目のレポートとなります。ピープル・アンド・プラネット・
ポジティブ戦略は、イケアのバリューチェーンおよびフランチャイズシ
ステム全体を対象とした 2030 年までの目標を掲げています。このレポー
トはイケアのサステナビリティ戦略における進捗状況の概要を示すもの
で、FY19 の主な活動内容に加えて、イケアのバリューチェーンの環境負
荷の総量、イケアの与えた影響、および 2030 年に向けて進捗をより適
切に評価するためのベースラインを設定する作業など、現在行っている
作業についての最新情報を記載しています。

イケアは現在、たとえばイケアが気候に対して及ぼす影響の総量につい
て、そして循環を評価するためのパラメーターについて、包括的な把握を
行っています。社会的影響および健康的でサステナブルな暮らしについ
てのよりよい評価方法については、まだ開発段階ですが、こうした分野
での活動を続けながら新しいソリューションを開発していくうえでの妨
げとなるものではありません。

このレポートの目的は、新しいパフォーマンス指標や評価方法がまだ完
全ではないにせよ、イケアの今後の取り組みを透明化することにありま
す。今後 2 年間の目標は、2030 年までの次の 10 年間における報告を可
能とする新たなパフォーマンスの枠組みを導入することです。さまざま
な利害関係者と協力しながら、イケアのこれからの取り組みのより明確
なイメージをご提供できるよう努めていきます。
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重要性：フォーカスエリアの選択 

健康的でサステナブルな暮らし

公平性とインクルージョン

サーキュラー＆クライメートポジティブ

イ
ケ

ア
の

重
点

領
域

主
な

課
題

人権

働きがいのある 
仕事

社会的影響

不平等持続不可能な
消費

気候変動

家および職場での健康的で
サステナブルなソリュー
ション

環境負荷

材料

調達

生産

配送

業務

上の表は特定されたトピックの概要を簡略化して表したものです。
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ピープル・アンド・プラネット・ポジ
ティブ戦略に示されたイケアの戦略
的な優先事項は、重要性に基づくア
プローチによって選定されたもので
す。グローバルなホームファニッシン
グおよび食品分野においてイケアの
ビジネスが影響力を持つという観点
から、重要性の高いトピックこそが
もっとも大切なサステナビリティの
課題であると判断しました。

利害関係者がイケアに期待していること、そしてイ
ケアがポジティブな変化を遂げていることを示しや
すい分野についても調査しました。アプローチにお
いては、サステナビリティのグローバルな課題に対
するイケアのビジネスの影響、そしてイケアのビジ
ネスにおけるこれらの問題の影響を考慮しました。

戦略の策定にあたっては、NGO、従業員、サプラ
イヤー、潜在顧客、戦略的パートナーなどの利害関
係者が参加しました。ワークショップやアンケー
トを実施し、リスク評価レポート、科学レポート、
家庭訪問結果を検討しました。また、2030 年まで
の国連の持続可能な開発目標を戦略開発プロセスに
組み込みました。

その結果、特定された重要性の高いトピックを、イ
ケアのビジネスにおける 3 つの主要な課題（気候変
動、持続不可能な消費、不平等）に分類しました。

イケアのサステナビリティ戦略は、これらの課題に
立ち向かい、ピープル・アンド・プラネット・ポジ
ティブになるための取り組みを体系化したもので
す。中心となる 3 つのフォーカスエリアは次の通り
です。

•	 健康的でサステナブルな暮らし
•	 サーキュラー＆クライメートポジティブ
•	 公平性とインクルージョン

FY19 の間、私たちは上記のフォーカスエリアのうち
イケアのビジネスがもっとも大きな影響を与え、また
影響力を行使することができる分野はどれかを特定
するためのプロセスを続けてきました。イケアの強み
は、バリューチェーン全体で協力し合えることです。
たとえば今日、イケアは、クライメートフットプリン
トの総量に関する優れたベースラインデータを持って
いるため、目標を達成するために優 先すべきアク
ションを明確に把握できます（FY19 のクライメート
フットプリント、29 ページを参照）。ただし、フォー
カスエリアはイケアのビジネスの中でもそれぞれ異な
ります。たとえば、一部では再生可能エネルギーへ
の移行と電気自動車に多額の投資を行っており、別
の一部では新素材や森林管理法、製品開発のイノ
ベーションおよび開発に投資しています。

このレポートは、2019 年の重要性の高いトピック
に関する主な成果についてお知らせすることを目的
としています。
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1つのブランドを支える多くの企業

イントロダクション  |  このレポートについて  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる：FY19 の進捗  |  イケアバリューチェーンを通しての影響  |  コラボレーション＆支援活動  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDG）の指標 

Ingka グループ
375 ストア

Ikano
8 ストア

Sarton
5 ストア

Al-Homaizi
3 ストア

Dairy Farm 
10 ストア

MAPA
7 ストア

Al-Futtaim 
4 ストア

Miklatorg 
3 ストア

House Market
7 ストア

Al-Sulaiman
6 ストア

Northern Birch
4 ストア

Falabella

イケアのフランチャイジー
フランチャイズ契約

アサインメント

Inter IKEA 
Systems B.V.
1 ストア

サプライ契約

カタログ契約

IKEA of Sweden AB IKEA 
Communications 
AB

IKEA Supply AG

イケアのフラン
チャイズ本部

イケアのアサインメント

イケアのフランチャイズシステムの概要
© Inter IKEA Systems B.V. 2020

上のリストは、1 つ以上の市場でイケアのリテール事業を運営し
ている企業および企業グループを簡略化して示したものです。
掲載されている名称は、Inter IKEA Systems B.V. とフランチャ
イズ契約を結んだフランチャイジーの正式名称を表すものでは
ありません。店舗数は 2019 年 8 月 31 日現在のものです。上記
のストアに加えて、イケアのフランチャイジーはいくつかの試
験機関の運営も行っています。

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ レ ポ ー ト FY19 は、Inter IKEA 
Holding B.V. とその関連会社からなる Inter IKEA グ
ループが発行しています。Inter IKEA グループは、
イケアのフランチャイジーを製品開発やサプライ
ヤーと結び付ける企業グループです。より快適な毎
日を、より多くの人々に届けるために、イケアの全
体的な戦略的方向性を調整しています。Inter IKEA
グループは、3 つの主要な事業で構成されています。

•	 Inter IKEA Systems B.V. とその子会社は、イケ
ア の フ ラ ン チ ャ イ ズ 本 部 で す。Inter IKEA 
Systems は、世界中のイケアのフランチャイ
ジーに、イケアのリテールシステムと商標の
使用権を与えています。

•	 Range & Supply は、イケアの商品の開発とサ
プライを担当しています。

•	 Industry はイケアのホームファニッシング製
品を製造しており、製品全体の約 12％を生産
しています。

イケアはフランチャイズビジネスです。つまり、「よ
り快適な毎日を、より多くの方々に」というイケア
のビジョンを実現するために、イケアという 1 つの
ブランドのもと、オーナーが異なるさまざまな企業
で多くの人々が働いているということです。フラン
チャイズは、すべての人が貢献し協力し合うことを

奨励するシステムです。フランチャイズ本部は、イ
ケアコンセプトを継続的に開発し、新規および既存
の市場での展開を続けていく責任を負います。フラン
チャイジーは、消費者と市場を観察し、価値ある情
報を提供します。FY19 末現在、12 のグループに属
する企業が、世界中の 50 を超える市場でイケアの
販売チャネルを所有および運営する権利を有してい
ます。税務およびコンプライアンス関連のレポート
については、Inter IKEA グループおよびイケアのフ
ランチャイジーが発行する個別のレポートをご参照
ください。Inter IKEA グループは、newsroom.IKEA.
com にてレポートを公開しています。

フランチャイジーの Ingka グループは、世界中のイ
ケアストアの約 90％を運営しています。Ingka グ
ループについて、詳しくは Ingka Group Annual & 
Sustainability Report FY19 をご覧ください。

イケアのビジネスについて、詳しくは About.IKEA.
com をご覧ください。

https://www.ingka.com/this-is-ingka-group/annual-report/
https://www.ingka.com/this-is-ingka-group/annual-report/
https://about.ikea.com/
https://about.ikea.com/
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サステナブルな暮らしを手ごろなものに

1 国連のステータスレポート 2019「未来は今」

イントロダクション  |  このレポートについて  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる：FY19 の進捗  |  イケアバリューチェーンを通しての影響  |  コラボレーション＆支援活動  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDG）の指標 

イケアは常に、より快適な毎日を、
より多くの方々に届けるというビ
ジョンに導かれています。イケア
が行うあらゆる物事の中心には、
継続的な改善を続けることへの意
欲があります。

FY19 には、イケアは自らのビジネスをピープル・
アンド・プラネット・ポジティブなものに変え
ていくためのジャーニーを続けました。これは
転機となる変革であり、ビジネスのあらゆる側
面を再考することにつながります。このレポー
トでは、イケアの目標に対する進捗とフォーカ
スエリアについてご報告します。

FY19 は成功を収めた 1 年でした。リテール売上
高は FY18 と比較して 6.5％の伸びを見せ、イケ
アの製品、食品、サービスのお客さまへの売上
高を含むリテールの総売上高は 413 億ユーロに
達しました。世界で 12 の新しいイケアストア
がオープンし、9 つの市場でオンラインショッ
ピングが導入されました。約 28 億人のお客さ
まがイケアのウェブサイトを訪問し、オンラ
インショッピングの売上は 43％増加しました。
FY19 の重要なマイルストーンは、イケアのバ

リューチェーンのクライメートフットプリント
のトレンドに変化が生じたことです。バリュー
チェーンのクライメートフットプリントは
4.3％減少しました。イケアのビジネスが成長を
続けているにも関わらず、FY16 のベースライン
と同等にとどまっています。

グローバルなホームファニッシングおよび食品
ビジネスの担い手としてイケアが重視している
のは、商品を多くの人々にとってより手ごろな
価格で手にとっていただきやすいものにするこ
と、そして同時に人、社会、地球にポジティブ
な影響をもたらすことです。私たちの目標は、
健康的でサステナブルな暮らしを、できるだけ
多くの人々にとって手ごろで望ましい選択肢に
することです。サステナブルな生活は、少数の
人々のための贅沢なものであってはなりません。
世界中の人々が地球の限りある資源の範囲で豊
かに暮らしていくために不可欠なものです。
 
多くの課題と成果を得た FY19 は、成功とさま
ざまなできごとに満ちた年でした。社会が直面
しているサステナビリティの課題についての意
識は高まりを見せており、早急に行動すること
が求められています。このことは消費者調査や
世界中の若者の意見表明、そしてイケアの従業

員の間でも見ることができます。また、シェア
リングエコノミーや植物性食品への関心も高
まっており、将来に向けてのポジティブな兆候
と言えます。

しかし、不平等の増大、気候変動、生物多様性
の減少、人間の活動から生まれる廃棄物の増加
に関しては、依然としてネガティブなトレンド
が見られます。1 FY19 には、人々の日常生活へ
直接的な影響を及ぼすいくつかの報告もありま
した。インドの深刻な大気汚染、プラスチック
による海洋汚染、土地利用の変化と高温による
森林火災などがその例です。世界中の多くの
人々が、紛争、貧困、環境に関する問題が原因
で家を離れることを余儀なくされています。

イケアは、課題を新しいソリューションに変え、
ポジティブな影響を生み出すために積極的な役
割を果たしたいと考えています。このような目
標を達成するには、大きな変革を実行する必要
があります。私たちは、2030 年までにビジネ
スを「サーキュラー＆クライメートポジティブ」
なものに変化させることを約束しています。
2020 年を迎えた今、共通のサステナブルな開
発目標を達成するための活動を実施するのに残
された時間は 10 年となりました。実現に必要

はじめに
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Torbjörn Lööf
Inter IKEA グループ CEO

Lena Pripp-Kovac
Inter IKEAグループ チーフサステナビリティオフィサー

1 木材のよりサステナブルな供給源には、FSC 認証または再生された木材が含まれます。
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とされる大きな活動や高い目標を考慮すると、
短い時間と言わざるを得ません。

昨年の状況を振り返れば、私たちは気候変動に
関して掲げたアジェンダに沿って前進している
と言えます。バリューチェーン全体にその例を
見ることができます。たとえば、現在イケア製
品に使用している木材の 91％は、よりサステナ
ブルな供給源 1 から調達されたものです。イケ
アは、バージンポリエステルを利用したテキス
タイルをすべてリサイクルポリエステルに置き
換えようとしており、また、使い捨てプラスチッ
ク製品の段階的廃止に向けても対策を講じてい
ます。植物由来のソフトアイスなどの植物性食
品をさらに充実させるほか、一部の市場では新
しい修復サービスを試験導入しています。再生
可能エネルギー使用率 100％への転換の達成度
については、現在のところ、再生可能エネルギー
の使用率がリテールでは 57％、イケア製品の
生産では 46％に達しています。FY19 における
ブレークスルーは、コンテナ船の運航に使用す
るサステナブルなバイオ燃料の試験運用です。
多くのパートナーとのコラボレーションによっ
て実現しました。

クライメートポジティブを実現するための一環
としてイケアは、世界自然保護基金（WWF）
や他企業と協力して気候変動対策のグローバル
な定義を確立しました。今日、気候変動対策は

さまざまな方法で行われており、科学と透明性
の両方に基づいたグローバルな定義をつくって
いくことが不可欠なのです。イケアは、スペイン
のマドリッドで開催された気候変動への取り組
みに関する世界最大の会議、COP25（気候変動
枠組条約第 25 回締約国会議）において、WWF
と共同でこのテーマに関するセッションを主催
しました。

行動をスピードアップするため
Inter IKEAグループは、2つのポー
トフォリオに焦点を合わせ、2 億
ユーロを投資することを決定しま
した。その 1 つは、イケアのサプ
ライチェーンにおいて再生可能エ
ネルギーの使用へ移行すること、
もう 1 つは、森林への再植林、荒
れた森林の回復、森林管理の改
善を通じて大気中の CO2 を削減す
ることです。

大きな変化をすべて単独で達成することはでき
ません。協力し合い、模範を示してリードし、
事を成し遂げるためのよりよい方法を見つける
のがイケアの流儀です。そのためイケアは、
NGO、各国政府、他企業、お客さま、コワーカー

など、多くの利害関係者と一致団結して取り
組んでいきます。さらに、ビジネスを通じて貧
困の削減や女性の地位の向上、地域社会の社会
問題や環境問題に取り組む社会起業家とのタイ
アップも行っています。

イケア自身が持つ社会起業家精神のカルチャー
に則り、完璧になるのを待つことなく常に前進
し、ともに協力すれば、ブレークスルーとなる
改善を達成することができます。ぜひともそう
しなければなりません。
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イケアのビジョンは、より快適な毎日を、
より多くの方々に届けることです。より快
適な毎日には、多くの人々にとって手ごろ
な価格の、より健康的で、ムダが少なく、
よりサステナブルな暮らしが含まれます。
より少ない材料からより多くをつくり、限
られた資源に対処する新しいクリエイ
ティブな方法を見つけることは、イケアの
流儀の 1つです。このことは、社会が大
きな課題に直面している今、これまで以
上に重要となっています。

FY19 の進捗

ピープル・アンド・
プラネット・ 
ポジティブになる

イントロダクション  |  このレポートについて  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる：FY19 の進捗  |  イケアバリューチェーンを通しての影響  |  コラボレーション＆支援活動  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDG）の指標 

健康的でサステナブルな暮らし  -  サーキュラー＆クライメートポジティブ  -  公平性とインクルージョン
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ピープル・ 
アンド・ 

プラネット・ 
ポジティブ

健康的で 
サステナブルな

暮らし

サーキュラー＆ 
クライメート 
ポジティブ

平等性と 
インクルージョン

コミットメント
•	 より快適な毎日を生み出すための社

会のムーブメントをつくる
•	 人々がより健康的でサステナブルな

暮らしを送るための力となる 
•	 循環型でサステナブルな消費を促進

する 

コミットメント
•	 循環型ビジネスへの転換を図る
•	 クライメートポジティブを実現する
•	 資源の再生、生態系の保護、生物多

様性の改善に寄与する

コミットメント
•	 イケアのバリューチェーン全体で、

適切で有意義な仕事の提供とサポー
トを行う

•	 インクルーシブなビジネスを目指す
•	 平等の促進に努める

イントロダクション  |  このレポートについて  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる：FY19 の進捗  |  イケアバリューチェーンを通しての影響  |  コラボレーション＆支援活動  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDG）の指標 

健康的でサステナブルな暮らし  -  サーキュラー＆クライメートポジティブ  -  公平性とインクルージョン

イケアのサステナビリティ戦略「ピー
プル・アンド・プラネット・ポジティ
ブ」は、イケアのビジネスが成長を
続けながら、バリューチェーン全体を
通して人や地球にポジティブな影
響を与えるサステナブルなビジネス
へと転換していく方法を示したもの
です。

この戦略は、今日のイケアのビジネスの成功、そし
て国連の持続可能な開発目標（SDGs）の達成に貢
献するという目標を土台に、イケアのフランチャイ
ズシステムとバリューチェーンに属する人々に共通
のサステナビリティアジェンダと目標を設定してい
ます。

以下のセクションでは、イケアの目標、コミットメン
ト、戦略的目標、そしてサステナビリティの各フォー
カスエリアにおける現在および今後の進捗評価方法
について述べます。レポートの後半では、イケアの
バリューチェーンの各パートにおける影響につい
て、より多くのデータと詳細な情報を示します。

イケアのピープル・アンド・プラネット・ポジティ
ブ戦略の全文はこちらでご覧ください。

https://sustainabledevelopment.un.org/
https://newsroom.inter.ikea.com/gallery/publications/people---planet-positive-2018/a/44173898-b1c1-484c-9513-454a85fe25b0
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健康的でサステナブルな暮らし
イケアの目標は、健康的でサステナブルな暮らしを、
多くの人々にとって手の届く、手ごろで魅力的なも
のにすることです。FY19 には、50 以上の国にある
433 のイケアストアに 10 億人が来店し、イケアの
ウェブサイトへの訪問者数は28億人になりました。
さらに、イケアレストラン＆カフェ、スウェーデン
フードマーケットまたはビストロでは 6 億 8,000
万人が IKEA Food を体験しました。イケアには、
ポジティブな変化をもたらす大きなチャンスがあり
ます。イケアは、限りある地球の資源の範囲内でよ
り快適な暮らしができることを信じており、人々が
そのような生活を望んでいることを知っています。

FY19 に行った健康的でサステナブルな生活に関する世界的な消費者調
査 1 によると、多くの人が、人や環境によい方法で生活することを優先
すると回答しています。この調査では、そうした暮らし方はお金がか
かると人々が考えていることが最大の障壁であると報告しています。
詳しくは 91 ページをご覧ください。

2030 年に向けたイケアの目標は、10 億人以上の
人々が限りある地球の資源の範囲内でより快適な
暮らしを実現するためのヒントを提供し、力とな
ることです。

2030

1  GlobeScan 社 が 実 施 – https://globescan.com/wp-content/uploads/2019/09/Healthy_Sustainable_Living_2019_
GlobeScan_Highlights.pdf

健康的でサステナブルな暮らし  -  サーキュラー＆クライメートポジティブ  -  公平性とインクルージョン
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健康的でサステナブルな暮らし

イケアのコミットメント
イケアのビジネスは、健康的でサステナブルな暮ら
しを、多くの人々にとって手ごろで望ましいものに
する道を切り開きます。今日、財政に余裕のない人
がこのような製品やサービスを購入するのは困難で
すが、イケアにはこうした状況を変えられる可能性
があります。

イケアのコミットメントは次の 3 つです。

•	 人々がより健康的でサステナブルな暮らしを
送るための力となる

•	 循環型でサステナブルな消費を促進する

•	 より快適な毎日を生み出すための社会のムー
ブメントをつくる 

イケアは知識とアイデアを共有し、再生可能エネル
ギーの使用と生成、エネルギーと水の利用の効率化、
家庭内の空気の浄化、廃棄物の削減、健康と福祉の
向上など、より多くの人々が気候への影響を減らす
ことができる手ごろなソリューションを提供しま
す。お客さまにとって、イケアの製品を、家に持ち
帰り、メンテナンスをして、最後は人に譲るなど、
サステナブルで循環性を持つ方法で使うことができ
れば便利に違いありません。

イケアの製品はすべて、イケアのデモクラティック
デザインのアプローチおよび循環型製品デザインの
原則に基づいて開発されます。イケアのビジネス全
体を通して製品と材料の寿命を延ばし、それにより
循環型経済に寄与するよう努めます。サーキュラー
＆クライメートポジティブビジネスへの転換は、よ
りサステナブルな材料を使用した製品を提供するこ
とも意味しており、サステナブルな材料およびリサ
イクルされた材料のみを使用することを目標として
います。さらに、植物性の健康的な食品を、よりお
いしく、手ごろな価格で提供します。

デモクラティックデザイン 
イケアの製品はすべて、デモクラティックデザ
インの 5 つの要素に基づいて設計されていま
す。イケアの循環型ビジネスへの移行にあたり、
製品デザインおよび開発チームが従うべき循環
型製品デザインの原則も導入しています。詳し
くは 22 ページをご覧ください。
形：世界をより美しい場所にしながら、お客さ
まに心地よさを提供する製品。
機能性：機能的で、毎日の生活をよりスムース
で有意義なものにする製品。
品質：毎日の使用に耐える、高品質で長持ちす
る製品。
サステナビリティ：より健康的でサステナブル
な暮らしを可能とする、人と地球にやさしい方
法でつくられた製品。
低価格：手ごろな価格で多くの人が購入しやす
い製品。

形

機能性 低価格

品質 サステナビリティ
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健康的でサステナブルな暮らし

進捗の評価
信頼できる方法で進捗状況を評価するには、イケ
アが提供する製品のサステナビリティパフォー
マンスの測定から、人々の考え方や行動の変化の
追跡まで、すべてが含まれます。このことは、売
上高だけではなく、イケアが人々の暮らしと地球
に及ぼす影響を真に理解することを意味します。
イケアは家庭での製品の使用、製品に使用される
原料について考え、人々が健康的サステナブルな
暮らしを実現するためにどのようなヒントを提
供し、力となり得るかを模索しています。これに
より、社会およびイケアのビジネス全体に大きな
変化がもたらされるでしょう。

現在イケアは、進捗状況を新しい方法で追跡する
ための評価の枠組みを開発しています。

2020 2030

新しい行動へのヒントを提供し、力となる
ことが及ぼす影響

製品、サービス、知識、ホームファニッシン
グソリューションへのアクセス

すべての製品の循環型製品への転換

10 億人以上の人々がより快適な
暮らしを実現するためのヒン
トを提供し、力となります

•	 ベースライン、データ
収集、調査、商品評価を
実施しました

•	 目標を設定するための
作業が進行中です

•	 新 し い 製 品 と ソ
リューションを提供
するための継続的な
活動

2019 年のマイルストーン 主なパフォーマンス指標は以下の分野を
カバーします 2030 年の目標

上記は、本年に実施した主な活動の一部を概略化し、簡潔に示したものです。
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FY19 の進捗と主な活動

•	 FY19 末までに、より健康的な食品の販売量は 11％に増加
し、植物性食品の販売量は 16％に増加しました。イケア
は、「イケアのバランスの取れた食事の基準」に従い、
FY22 末までに販売する食品やスナックの 5 食に 1 食はよ
り健康的な食品とすることを目標としています。イケア
のバランスの取れた食事の基準については 102 ページを
ご覧ください。

•	 キッチン商品シリーズ BODARP/ ボーダルプにリサイク
ル素材を使用するなど、製品開発を継続しています。

•	 2020 年までにイケアの商品から使い捨てプラスチック製
品をなくすという目標に向けて取り組みを続けています。
詳しくは 54 ページをご覧ください。

•	 ガスコンロを段階的に減らして、IH コンロの販売を促進
し、電球のエネルギー効率を改善することで、イケアの
コンロおよび電球による気候への影響を大幅に削減しま
した。

•	 健康的でサステナブルな暮らしに関する世界的な消費者
調査から得た洞察を共有することで、人や地球にやさし
い生活の実現を妨げる障壁およびその成功への鍵につい
ての社会的な認識向上に貢献しています。1  

その他の新製品およびソリューション、エンゲージメントア
クティビティについては、91 ページをご覧ください。

BODARP/ ボーダルプ キッチンドアは、再生可能な電気エネルギーを使用した工場で、リサイクルペットボトルからつくら
れたフォイルを利用して製造されています。

1 GlobeScan 社が実施 – https://globescan.com/healthy-sustainable-living-report-2019/
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サーキュラー＆クライメートポジティブ

イケアのコミットメントは次の 3 つです。

循環型ビジネスへの転換：18 ページ

クライメートポジティブの実現：23 ページ

資源の再生、生態系の保護、生物多様性の改善への寄与：30 ページ

このセクションでは、ムダを出さない循環型ビジネ
スへの転換に関するイケアの目標、今世紀末までの
地球の気温上昇を 1.5° C にとどめるためにイケアが
行う貢献、そして資源の再生、生態系の保護、生物
多様性の改善に向けてイケアが行っている活動につ
いて説明します。
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2030 年に向けたイケアの目標は、経済的成長と
材料の使用を切り離し、再生可能エネルギーと再
生資源をベースにした循環型ビジネスを展開する
ことです。イケアは、再生されたものではない化
石原料および燃料への依存を終えることを目指し
ています。循環型ビジネスへの転換は、イケアが
お客さまと出会う方法や場所、開発する製品や
サービス、材料の調達方法やサプライチェーンの
開発など、イケアのビジネスのあらゆる側面に影
響します。再利用、改修、再製造、リサイクルを
行うことにより、製品と材料の寿命を延ばすこと
ができます。

2030

循環型ビジネスへの転換
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より快適な毎日を実現する手ごろな価格の製品とソ
リューションを提供することで多くの人々の役に立
てるよう、イケアは常に大胆なビジネス成長目標を
設定しています。それと同時に、経済的成長と資源
の使用を切り離し、循環型ビジネスへ転換していく
必要があります。
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イケアは循環型ビジネスへの転換に取り組んでいま
す。戦略的な目標に対する進捗状況を追跡すること
で、循環型への転換を確実にします。

•	 お客さまが購入した製品のメンテナンスや譲
渡のためのソリューションを開発する。買った
ものを大切にし、その価値を保ち、修復する機
会とニーズをつくること、そして不要になった
ときは人に譲るなどして製品の寿命を延ばし
ます。循環型社会を可能にするシステムとサー
ビスを確立し、促進します。

•	 再生可能な素材やリサイクル素材のみを使用
することを目指す。イケアの製品を将来再び使
える原材料とみなし、責任を持って調達した再
生可能な素材とリサイクル素材を使用するこ
とで、バリューチェーン全体からムダをなくし
ます。これには、資源をよりスマートに使用す
ること、廃棄物を資源に変えること、および二
次原材料をクリーンで安全な資源に変えるた
めに主導的な役割を果たすことも含みます。

•	 すべての製品を最初期段階から再利用、修理、
再利用、再販売、またはリサイクルできるよう
にデザインする。

イケアのサステナビリティ戦略である「ピープル・
アンド・プラネット・ポジティブ」で示した成功へ
の鍵は、支援活動、コラボレーション、および他者
との連携です。これは循環型ビジネスへの変換への
取り組みにも当てはまります。

循環型ビジネスへの転換を図る

戦略的目標 
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イケアは、進捗を評価する新しい方法を探り続けて
います。循環型ビジネスに関する戦略的目標を達成
するために、次のパフォーマンス指標を設定しまし
た（右の表を参照）。

FY19 の進捗と主な活動

•	 スイス、オランダ、ポーランド、スウェーデン
のイケアのリテールは、「Funiture as a service

（サービスとしての家具）」と称する新しいタイ
プの製品利用モデルをテストしています。その
目的は、繰り返し再利用を行うための製品の
メンテナンスと準備について調査することで
す。詳しくは 100 ページの「家での暮らし＆消
費」をご覧ください。

•	 イケアは、修復サービスのテストも開始しまし
た。初回のテストは、返品や引き取りサービス
によってお客さまの元から戻ってきたソファな
どを対象として FY19 後半に行われたもので、
こうしたソファを修復し、再販売しました。こ
の初めてのテストは限定的な規模で実施しまし
たが、より実践的な知識を手に入れることによ
り、さらにテストを実施し、このモデルを拡大
する方法を学ぶことができます。その目的は、
再生製品の販売を通じて、さらに手ごろな価格
の家具をお客さまに提供することです。

循環型ビジネスへの転換を図る

進捗の評価 

2020 2030

お客さまが購入した製品のメンテナン
スや譲渡のための拡張性のある新しい
ソリューション

すべての製品の循環型製品への転換

再生可能な素材やリサイクル素材の
みを使用することを目指す

循環型ビジネスへの転換

•	 お客さまとの新しい循
環型ビジネスチャンス
の探求

•	 現在実施中の全商品の
評価を FY20 までに完了

•	 新しい循環型製品デザ
インの原則の適用開始

•	 リサイクルポリエステ
ルへの移行に向けた大
きな進展

•	 定められた目標に到達
できない素材の改善

•	 すべての素材のカテゴ
リーに循環型材料開発
ロードマップを適用

2019 年のマイルストーン 主なパフォーマンス指標は以下の分野を
カバーします 2030 年の目標
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上記は、本年に実施した主な活動の一部を概略化し、簡潔に示したものです。
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•	 イケアの商品展開の 60％以上が木材や綿など
の再生可能な素材をベースにしており、10％
以上がリサイクル素材を含んでいます。こう
した数字は FY18 に報告したものと同じですが、
FY19 に は 特 定 の 素 材 に つ い て 多 く の ア ク
ションを取っているので、今後の進展が見込
まれます。いくつかの分野の材料、たとえば
カーボンスチール、砂（陶磁器やガラスに使
用）、フロートガラスといった無機素材などは
再生が困難なため、新しいソリューションを
見つけるために特に力を入れている素材です。

•	 FY19 の主な成果の 1 つはリサイクルポリエス
テル（rPET）です。リサイクルされるテキス
タイル製品に占めるポリエステルの割合は、
FY19 末 ま で に 59 ％ に 達 し ま し た（FY18 は
24％、FY17 は 10％）。イケアはイノベーション
と新しいデザインを用い、2020 年末までにリ
サイクルポリエステルのみを使用することを
目指しています。リサイクルポリエステルは
ラグ、カーテン、ローラーブラインド、寝具、枕、
掛け布団、ソファカバー、収納ボックス、バッ
グなどの製品に使用されます。

•	 FY19 下半期にイケアは製品評価を実施し、各
製品が新しい循環型製品デザインの原則をど
の程度満たしているかを確認した結果、家具
の 80％が原則を満たしていました。現在、循
環型デザインを標準化するための包括的な
テーマ、そして製品を循環型に変えていくタ
イミングについて検討を始めています。この
評価は、2030 年までにすべての製品を循環可
能なものにするという目標に向けての進捗状
況を今後評価していくためのベースラインと
なります。

MÖRBYLÅNGA/ モールビロンガ ダイ
ニングテーブルの循環性評価
材料を適切に組み合わせ、簡単に再組み立
てできるようにつくられたMÖRBYLÅNGA/
モールビロンガ ダイニングテーブルは、
イケア初の循環型製品の 1 つです。循環
型製品の評価を通じて、MÖRBYLÅNGA/
モールビロンガなど、現在すでに販売し
ている家具製品を注意深く調べました。
製品の循環性をさらに高めることは可能
ですが、MÖRBYLÅNGA/ モールビロンガ
のデザインと素材は今のままでも循環型
社会の一員として十分な品質を達成して
います。すべてのダイニングテーブルが
同等の循環型スコアを達成したわけでは
ありません。イケアの製品評価のアプロー
チにより、個々の製品や製品グループの
間での直接の比較が可能となりました。
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FY19 に更新された循環型製品デザインの原則には、以下の
内容が含まれています。

再生可能な素材またはリサイクル素材
最初期段階から適切な材料を選択すること

標準化 
長期間にわたる製品の手入れ、修理、アップグレード、改修、
再製造、そして最終的にはリサイクルを可能にすること

手入れ
メンテナンスや保護措置を行うことで、製品の寿命を延ば
すこと

修理 
不具合が発生したときに簡単に製品の修理ができること

適応性 
製品がお客さまの進化するニーズを満たせること

分解および再組立 
再利用、改修、再製造をより簡単かつ効率的にすること

再製造 
新製品の生産の際には、既存の材料と部品を活用すること

リサイクル可能性 
リサイクルが可能な組み合わせで材料を選択し、設計する
こと 

さらに、製品が 1 回だけ使用されるのか複数回使用される
のかによっても、製品の寿命を検討します。イケアは製品
への愛着も大切にしています。人々が製品を捨てずに大事
にし、修理して使い続ける理由は、製品の機能が優れてい
るからというだけではなく、製品に対する愛着も関係して
います。お客さまが愛着を抱くようになれば、不要になっ
た製品を捨てる代わりに売却、改修、または譲渡する可能
性がはるかに高くなります。
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循環型ビジネスへの 
移行は、イケアの 
製品の設計方法に 
影響を与えます

循環型製品は、再初期段階から再利
用、改修、再製造、リサイクルでき
るように設計され、可能な限りその
寿命を延ばすようにします。また、
こうした製品は将来に素材としても
使えます。つまり、機能しなくなっ
たり不要になったりしたときに分解
して、部品や材料を再利用すること
がきます。
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FY19 のイケアのクライメートフットプリントは
2,490 万トンの CO2 に換算されます。これは世界の
温室効果ガス排出量の 0.1％に相当します。2 これに
は、原材料の生成や加工、製品の製造と輸送、イケ
アのストア、お客さまの来店、お客さまのご自宅で
の製品の使用、製品の寿命の終わりまで、イケアの
バリューチェーンのすべてが含まれています。イケ
アには、バリューチェーンの各段階においてポジティ
ブな影響を及ぼしていく責任と可能性があります。

2030 年に向けてのイケアのコミットメントは、
イケアのビジネスを成長させつつ、バリュー
チェーンが排出するよりも多くの温室効果ガスの
排出量を削減することでクライメートポジティ
ブを実現することです。1 これにより、今世紀末
までの世界の気温上昇を 1.5℃にとどめることに
貢献します。

そして、カーボンオフセット証明書を購入せずに
これを達成することを目標としています。イケア
のビジネスは、その代わりに気候変動に及ぼす影
響の根本原因に対処しています。

2030

クライメートポジティブを実現する

1 イケアの目標は、温室効果ガスの排出を大幅に削減し、土地、植物、製品の中に炭素を蓄えることによって、IPCC（気候
変動に関する政府間パネル）「1.5℃特別報告書」（経路 2）に沿って、バリューチェーン全体における温室効果ガスの削減を
行う（スコープ 1、2、3）ことです。IPCC「1.5℃特別報告書」は、気候変動の脅威、サステナブルな開発に対するグロー
バルな対応および貧困撲滅の努力を強化するという観点から、工業化前の水準から 1.5℃の地球温暖化による影響および関
連する世界的な温室効果ガス排出経路に関する特別報告書です。IPCC「1.5℃特別報告書」と経路 2 について、詳しくはこ
ちらをご覧ください。

2 世界の温室効果ガス排出量（土地利用の変化と林業を含む）– 世界合計、2016 年（利用可能な最新データ） 
https://www.climatewatchdata.org/ghg-emissions 
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イケアのクライメートフットプリントの最大部
分は、原材料の生成や加工（38 ページを参照）、
およびお客さまの家庭での製品の使用（93 ペー
ジを参照）（これには、製品の寿命までに使用
される照明および設備機器のエネルギーが含ま
れます）に由来します。 再利用、修理、再使用、リサイクルが可能な製品デザイン、22 ページ

再生可能な素材およびリサイクル素材の使用、39 ページ
ボード用のバイオ接着剤の開発、41 ページ

イケアを象徴するミートボールの植物由来の代替品を販売、103 ページ
動物のためのよりサステナブルな飼料の調達、60 ページ
よりサステナブルな調達先からの原料の調達、57 ページ

再生可能電力による絶対量の削減の達成、65 ページ
世界最大の太陽光発電所の建設、65 ページ
イケアのサプライヤーにおける天然ガスからバイオガスへの転換、65 ページ

配送のためのサステナブルなバイオ燃料の開発、76 ページ
スウェーデンにおける鉄道またはバイオ燃料のみを使用した輸送、76 ページ

FY25 までに再生可能電力使用率 100％を達成、79 ページ
再生可能エネルギーソリューションを利用した建物の改装、80 ページ

サステナブルな方法での、お客さまのイケアへの来店、88 ページ
上海で電気自動車による配送サービス率 100％を実現、90 ページ

お客さまのご自宅での再生可能エネルギーの利用、95 ページ
照明と設備機器のエネルギー効率の大幅な改善、93 ページ
お客さまのエネルギー節約の支援、95 ページ

42％材料

4％食品原料

11％生産

5％製品輸送

3％リテールおよびそ
の他の事業

11％お客さまの来店＆
配送サービス

20％家庭での 
製品の使用

4％製品寿命
イケアの製品のセカンドライフを可能にする製品やサービスの設計、101 ページ
イケアのビジネス全体のムダの削減、82 ページ

2030 年までにイケアのビジネスがクライメートポジティブを実現するための方策 バリューチェーンの各段階でのクライメートフットプリント（CO2 換算の％）
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イケアはクライメートポジティブを実現することを
目標としています。そのため、次のことを実行します。

•	 イケアのバリューチェーンのすべての部分か
ら、絶対値で温室効果ガスの排出を大幅に削減
する：これを達成するために、イケアが変えて
いくべきことが 3 つあります。1 つ目は、人々
が限りある地球の資源の範囲内でより快適な
生活を送れるようヒントを提供し力となるこ
とで、サステナブルな消費を可能にし、循環型
ビジネスへと転換していくことです。2 つ目は、
再生可能エネルギー使用率 100％と化石燃料使
用の段階的廃止に向けて努力することです。イ
ケアの事業活動、サプライチェーン、およびイ
ケアが提供する製品やサービスを通じてイケ
アのお客さまが使用するエネルギー効率やそ
の他の関連コストを改善します。3 つ目は、よ
りサステナブルな材料と食品原料を使用する
ことです。2030 年までに製品に再生可能また
はリサイクルされた材料のみを使用するこ
とを達成し、森林管理協議会 ®（FSC®）などの
第三者機関によって認定されたよりサステナ
ブルな調達先から、ホームファニッシングや食
品の原料を調達し続けるという目標を掲げて
います。

•	 土地、植物、製品に炭素を蓄える：大気中の
CO2 を除去し、森林、農産物、製品の中に蓄え
る方法を研究し、改善します。循環型経済を通
じて、イケアの製品に炭素がより長くとどまる
ようにします。森林管理と農作業法をさらに改
善することにより、炭素を蓄える方法を研究し、
改善します。

•	 イケアのバリューチェーンを超えて：イケアの
バリューチェーンよりも大きな環境負荷に対応
していきます。たとえば、お客さま、サプライ
ヤー、パートナーと協力して、温室効果ガス総
排出量を削減します。これには主に 2 つの方法
があります。1 つ目は、太陽光パネルやその他の
再生可能エネルギーサービスを通じて、お客さ
まがご自宅で再生可能エネルギーを生成できる
ようにすることです。2 つ目は、直接取引のあ
る約 1,000 の家具サプライヤーに対し、イケア
製品の製造のためだけでなく、工場の総環境負
荷を削減するためにサポートおよび協力をして
いくことです。これにより、イケアの製品の生
産から生じる量の約 4 倍の負荷にともに取り組
むことができます。

クライメートポジティブを実現する

イケアのコミットメント

1 IPCC –1.5℃特別報告書（経路 2）

土地、植物、製品に炭素を蓄える

残存温室効果ガス排出量

従来通りの場合

イケアを超えて

温室効果ガスの大幅な削減
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このグラフは、イケアのビジネスを成長させながらクライメー
トポジティブを実現し、イケアのバリューチェーンが排出する
よりも多くの温室効果ガスを削減するための貢献要素を示して
います。温室効果ガス排出量の削減は絶対値で 15％のみではあ
りますが、イケアのバリューチェーンを超えた関連要素におけ
る改善が最大の効果を生んでおり、イケアのクライメートフッ
トプリントを成長から切り離す主な原動力となっています。ク
ライメートポジティブを実現するためのその他の貢献要因は、
土地、植物、製品に炭素を蓄えることです。

クライメートポジティブを実現するイケアの経路

気候変動を 1.5℃にとどめるイケア
の貢献

「温室効果ガス排出量の大幅な削減」、
「土地、植物、製品への炭素の蓄え」
などの貢献により、2030 年までにイ
ケアのバリューチェーンからの温室
効果ガス排出量は、2016 年と比較し
て半減されるでしょう（スコープ 1、2、
3）。これは、気候変動を 1.5℃にとど
めるために必要な数字です。1
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クライメートポジティブを実現する

戦略的目標 
クライメートポジティブを実現し、人と地球にポジ
ティブなコミットメントを達成するためのイケアの
目標とパフォーマンス指標を以下に示します。イケ
ア の 目 標 は 科 学 に 基 づ く も の で あ り、Science 
Based Targets イニシアチブ（SBTi）1、Exponential 
Road Map2、Cool Food Pledge3 などのイニシアチ
ブを通じて外部から正当性を立証されています。

温室効果ガスの排出を大幅に削減する目標 
 
2030 年までの全体的な目標は、イケアのビジネスを
成長させつつ、バリューチェーンからの温室効果ガ
スの絶対排出量を、2016 年と比較して少なくとも
15％削減することです。同期間の推定成長率を考慮
すると、これは製品当たりの平均クライメートフッ
トプリントを 70％削減することに相当します。4 さら
に、次のようなイケアのバリューチェーンの特定の
部分に対して適応されるサブ目標を設定しています。

リテールおよびその他の事業：2030 年までに、リ
テールおよびその他の事業からの温室効果ガスの絶
対排出量を 2016 年と比較して 80％削減します。5

•	 2025 年までに、リテールおよびその他の事業
で再生可能電力の使用率を 100％にします。5

食品原料：2030 年までに、2016 年と比較して、食
品関連の温室効果ガスの排出量を少なくとも 25％
削減、または食品関連のカロリー当たりの温室効果
ガスの排出量を少なくとも 38％、相対的に削減す
ることを目指します。6

製品輸送：2030 年までに、製品輸送による温室効
果ガスの絶対排出量を 2017 年と比較して 15％削減
します。

生産：2030 年までに、生産による温室効果ガスの
絶対排出量を 2016 年と比較して 80％削減します。

•	 2030 年までに、生産における再生可能エネル
ギー（電気、加熱、冷却、その他の燃料）の
使用率 100％を目指します。

•	 遅くとも 2025 年までに、生産現場でのすべて
の石炭および石油ベースの燃料の使用を段階的
に廃止し、可能であればクライメートフットプ
リントを大幅に削減し、大気の質を改善します。

お客さまの来店＆配送サービス：2030 年までに、
お客さまの来店およびコワーカーの通勤、そしてお
客さまへの配送サービスによる温室効果ガス排出
量を、2016 年と比較して、一人当たり 50％、相対
的に削減します。7

•	 2025 年までに、お客さまへの配送サービスで
の電気自動車またはその他の排出ガスゼロの
ソリューションの使用率 100％を目指します。

•	 2025 年までに、保有、リース、共有している
車両はすべて、電気自動車またはその他の排
出ガスゼロのソリューションへと切り替えま
す。

•	 2020 年までに、すべてのイケアのタッチポイン
トで電気自動車充電ステーションの利用を可
能にします。

1 Science-based Target イニシアチブ、https://sciencebasedtargets.org/ 
2 Exponential Road Map、https://exponentialroadmap.org/ 
3 世 界 資 源 研 究 所：Cool Food Pledge、https://www.wri.org/our-work/project/
cool-food-pledge 
4 FY16 に作成された FY30 までの成長予測に基づきます

5 範囲：Inter IKEA グループおよび Ingka グループのイケアのリテール事業（範囲 1 および 2）
6 Cool Food Pledge へのイケアのコミットメント、https://www.wri.org/news/2019/09/release-companies-serving-800-million-meals-give-menus-climate-friendly-makeover
7 範囲：Inter IKEA グループおよび Ingka グループのイケアのリテール事業
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土地、植物、製品に炭素を蓄える目標

現在、炭素の除去と貯留による気候への影響を評価
するための世界的な計算基準はありません。Inter 
IKEA グループは、世界資源研究所（WRI）および持
続可能な開発のための世界経済人会議（WBCSD）
が率いる、温室効果ガス議定書を拡張し、炭素除去、
土地利用、バイオエネルギーに関する計算および報
告基準ならびにガイダンスを提供するためのグロー
バルプロジェクトに共同出資することで、この作業
に貢献しています。これは、排出と除去の世界的な
バランスを取るというパリ協定の目標達成を助ける
ものとなります。プロジェクトの完了予定は 2021
年です。完了後、イケアは戦略的目標を設定し、年
間の進捗を開示していきます。

イケアを超えて

2020 年春にはこの数値を測定する方法論を確立し、
次回のイケアのサステナビリティレポートに記載す
る予定です。
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FY19 の進捗と主な活動 

•	 トレンドの変化：FY19 は重要な年であり、ト
レンドが変化した年でもあります。ベースラ
イ ン と な る FY16 か ら、 イ ケ ア の バ リ ュ ー
チェーンのクライメートフットプリントが前
年と比べて増加していない初めての年である
ためです。むしろ FY18 以降、絶対値ベースで
4.3％減少しています。イケアのビジネスは成
長を続けましたが、現在の値は FY16 と同じで
す。これがイケアの成長と地球への影響を切り
離すスタート地点となることを願っています。
29 ページをご覧ください。

FY19 のクライメートフットプリントの減少と
トレンドの変化の主な要因としては、特に
IKEA Industry における製品製造の際の再生可
能電力の使用量の大幅な増加、およびイケアの
照明や設備機器商品のエネルギー効率の大幅
な改善が挙げられます。

FY19 のクライメートフットプリントの主な増
加は、リテール、材料、食料に由来するもので
した。売上高が増加するにつれて材料のクライ
メートフットプリントは増加しましたが、材料

の方向性による影響はまだ見られません（40
ページを参照）。これは長い時間を必要とする
変化です。今後の重要な動きは、より多くのお
客さまによりサステナブルな選択をしていた
だくよう促すことです。

トレンドの変化を維持し、絶対値レベルでの削
減を達成するためには、生産や製品使用におけ
る短期間の削減を推進することが重要です。材
料などのより長期的な開発により、予想よりも
負荷が大きくなるためです。またお客さまに、
イケアレストラン＆カフェ、ビストロ、ス
ウェーデンフードマーケットで植物性食品を
選択するよう促すこともカギとなります。こう
した食品については、2020 年 8 月にプラント
ボールを販売することで、さらに強化する予定
です。詳しくは 102 ページをご覧ください。

•	 バイオ燃料を使用した最初の海上コンテナ：サ
ステナブルなバイオ燃料を使用した史上初の
海上コンテナ船は、パートナーの CMA CGM 
Group および GoodShipping Program ととも
にイケアのビジネスが開発を進めました。詳し
くは 76 ページをご覧ください。

•	 直接サプライヤーでの再生可能エネルギーの
使用への変換を行い、森林への再植林、荒れた
森林の回復、森林管理の改善を通じて大気中の
CO2 を除去するアクションのスピードアップを
図るため、2 億ユーロの投資を発表しました。
詳しくはこちらをご覧ください。

•	 クライメートポジティブのグローバルな定義
づくりを開始しました：WWF をはじめとする
パートナーと協力して、クライメートポジティ
ブのグローバルな定義を確立するための作
業を開始しました。詳しくは 114 ページをご覧
ください。

•	 炭素の除去と貯留に関するグローバルな計算
基準を設定するプロジェクトを開始しました。
前ページをご覧ください。

クライメートポジティブを実現する

進捗の評価 
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26.1

25

25 

イケアのクライメートフットプリント - パフォーマンス VS ベースライン
（単位：CO2 百万トン換算）

FY16 と比較して絶対値で少なくとも 15％削減

24.9

-0％

+4.4％

-0.1％

ベースライン

-15％

期間 事業の成長
（％ユーロ）

クライメートフットプリント
の変化

（％トン CO2 換算）

FY18 ～ FY19 +6.5％ -4.3％

FY16 ～ FY19 +13％ -0.1％
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トレンドの変化：FY19 にリテール売上高は FY18 と比較して 6.5％増加しま
したが、同時にバリューチェーンからのクライメートフットプリントは絶対
値で 4.3％減少し、FY16 のベースラインレベルまで低下しました。
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イケアのビジネスは、バリューチェーン全体で資源
効率を向上させ、循環型ビジネスに移行します。ホー
ムファニッシングのソリューションや食品の材料に
依存している私たちは、常により少ないものからよ
り多くのものを生み出す新しい方法を探し、責任あ
るサステナブルな調達を目指して努力し、ポジティ
ブな影響を与えます。2030 年に向けてのイケアの目標は、ビジネスを

成長させつつ資源の再生を行うことです。

2030

資源の再生、生態系の保護、生物多様性の
改善に寄与する
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資源の再生、生態系の保護、生物多様性の改善に寄
与します。

環境や社会、動物福祉に関する基準を含む、責任あ
る調達基準の確保と開発を継続します。木材はイケ
アにとって主要な材料の 1 つであるため、林業は常
にビジネスにおいて大切にすべき分野です。優先的
な活動は、森林に積極的に関与し、サステナブルな
森林管理を促進することです。森林の管理、保護、
回復、再生に革新的なアプローチを用いていきます。
木材、綿、食料をよりサステナブルな供給源から調
達し、同時に、より幅広い商品に適用するよう焦点を
広げていきます。イケアは、荒廃した土地、森林破
壊された地域、耕作された地域の再生プロジェク
トをリードします。

イケアの目標は、イケアが関連性または影響力を持
つ人や生態系の水質や水の利用可能性を向上させる
ための水管理プログラムを主導し、開発することに
より、水の問題に積極的に関与 1 していくことです。
詳しくは 44 ページをご覧ください。

資源の再生、生態系の保護、生物多様性の改善に寄与する

イケアのコミットメント

サステナブルな木材の調達に関して
イケアは 2020 年末までに、製品に
使用するすべての木材を、よりサス
テナブルな供給源から調達した木材

（FSC 認定または再生木材と定義）と
することを目標としています。森林
が危機にさらされている国、または
森林管理の状態のよくない国に関し
ては、よりサステナブルな供給源か
らの木材調達率 100％の目標を 2017
年にすでに達成しています。

1  イケアは水の問題に積極的に関与し、優れた水管理人になることで、私たちの事業とサプライチェーンにおいてきれいな水の利用可能性を高めていきます。イケアは水を
効率的に使用し、水を排出するときは、少なくとも使用前と同じ程度にきれいな状態にします。また、革新的で手ごろな価格の製品を開発および促進し、お客さまが水の使
用量を削減できるよう支援します。さらに他者と協力し、人やコミュニティにサステナブルできれいな水を供給できる状況をつくりだします。
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資源の再生、生態系の保護、生物多様性の改善に寄与する

進捗の評価
次の指標を設定しています（右の表を参照）。イケ
アは FY20 ～ FY21 にかけて、次の 10 年間に向けた
目標をさらに発展させていきます。

FY19 の進捗と主な活動

イケアは、2020 年までに、よりサステナブルな木
材（森林管理協議会の認証を受けた木材またはリサ
イクルされた木材）の使用率 100％を目指し、取り
組みを続けています。現在の達成率は 91％です（ハ
イリスク国では 2017 年に 100％を達成しています）。
FY16 以降、イケアの製品の製造に使用されるすべ
ての綿は、よりサステナブルな供給源から調達した
ものおよびリサイクル原料を使用したものとなって
います。FY19 のイケアでのボリュームベースで最
大の商品は木材と綿でした。

イケアは取り扱い食料品について、次のコミット
メントを維持します。

•	 水産養殖管理協議会（ASC）および海洋管理協
議会（MSC）の認証を受けたシーフードのみを
扱います。

•	 「持続可能なパーム油のための円卓会議（RSPO）」 
の認証を受けたパームオイルのみを扱います。

2020 2030

よりサステナブルな供給源から調達。
木材や綿など商品グループレベルでの
目標設定

フォレストポジティブの実現

ウォーターポジティブの実現

ホームファニッシング製品
や食品の原料をよりサステ
ナブルな供給源から調達

資源の再生、生態系の保護、
生物多様性の改善によるポ
ジティブな影響

•	 サプライチェーンの活動
のより深いところまで計
画し、推進し続けます

•	 FY19 に、2030 年 に 向 け
たジャーニーの新しい戦
略目標を設定するための
計画を開始しました

2019 年のマイルストーン 主なパフォーマンス指標は以下の分野を
カバーします 2030 年の目標

1 Better Cotton（ベター・コットン）基準に基づいて栽培された綿花や、その基準の遵守に向けて取り組む農家の綿花、リサイクルコットン、米国のほかの基準（「e3 Cotton Program」など）に基づいて栽培された、よりサステナブルな供給源から調達した綿を
指します。
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上記は、本年に実施した主な活動の一部を概略化し、簡潔に示したものです。

•	 2020 年にイケアは木材と
綿をよりサステナブルな
供給源から調達するよう
に 転 換 す る 10 年 以 上 の
ジャーニーの終わりを迎
えます
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•	 UTZ 認証を受けたコーヒーおよびココアの
みを扱います。

•	 お茶は UTZ、レインフォレスト・アライアンス、
フェアトレード認証を受けるなど、よりサステ
ナブルな供給源から調達したもののみを扱い
ます。

•	 また、イケアの製品の一部は、EU のオーガニッ
ク基準を満たしていると認証されています。

複雑なサプライチェーンを使用した材料と調達は、
サステナビリティアジェンダの大部分を占めていま
す。FY19 にイケアは、ホームファニッシング、食
品など、より多くの商品をその範囲に含めるように
作業を拡大しました。サプライヤーとの長期的な関
係（現在平均 11 年）を持ち、資材に関連する統合
されたサプライチェーンと連携することで、イケア
は戦略的なコミットメントと開発に取り組むことが
できます。森林をよりサステナブルな調達先に変え
ていくなど、10 年以上の協力関係を続けている例
もあります。FY19 には、2020 年から 2030 年まで
の森林と水の問題に積極的に関与していく戦略目
標を策定しました。
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公平性とインクルージョン
イケアのバリューチェーンは、世界中の何百万もの
人々の生活に関わっています。イケアはバリュー
チェーン全体で人権を尊重し、支援することに取り
組んでいます。特に、子どもの権利、働きがいのあ
る仕事、多様性と平等性を支援するインクルーシブ
な職場に重点を置いています。公平性とインクルー
ジョンはイケアのビジョンに到達するための基本と
なるものです。イケアは多くの人々に利益をもたら
し、インクルージョンを実現し、「人」を中心に置い
たビジネスを展開したいと考えています。

2030 年の私たちの目標は、イケアのバリュー
チェーン全体のすべての人にポジティブな社会的
影響をもたらすことです。

イケアは、多くの人に利益をもたらす公平でイン
クルーシブな社会を構築するためのリーダーにな
ることを目指します。これを実現するためにイケ
アは、ビジネスがよりインクルーシブであるよう
に努め、多様性を尊重、奨励し、バリューチェーン
全体で適切で有意義な業務が行われることを推進
し、人々が自分自身とその家族が快適に生活でき
るようにします。インクルーシブであることはイ
ケアの仕事を通じて他者と関わり、仲間になるよ
う誘いかけることです。

2030
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イケアはビジネスのすべての分野で人権を尊重し、
支援することに取り組んでおり、私たちが行うすべ
ての活動において子どもの権利を尊重することを重
視しています。私たちは、国連のビジネスと人権に
関する指導原則（UNGP）や子どもの権利とビジネ
ス原則（CRBP）に記載されているビジネスの責任
に基づいて、このコミットメントを掲げています。 

イケアは次のことに取り組みます。

バリューチェーン全体で、適切で有意義な仕事の提
供とサポートを行う

•	 常に職場の安全徹底と人々の健康維持・増進へ
の貢献に積極的に取り組みます。詳しくは 70
ページをご覧ください。

•	 能力やスキル開発への道を用意し、人々が成長
し、その潜在能力を最大限に発揮できるように
します。詳しくは 71 ページをご覧ください。

•	 安定した、定期的かつ予測可能な雇用を提供
し、支援します。詳しくは 72 ページをご覧く
ださい。

•	 他者と協力して公正な収入を見定め、イケアの
バリューチェーンのすべての人が公正な収
入を得られるようにします。詳しくは 72 ペー
ジをご覧ください。

•	 イケアのバリューチェーンのすべての人が発
言の権利を持ち、仕事に熱心に取り組み、職場
で積極的な役割を果たせるようにします。詳し
くは 71 ページをご覧ください。

インクルーシブなビジネスを目指す

•	 イケアのビジネスを成長させ、多くの人に機
会を提供します。

•	 多様性のあるインクルーシブな職場づくりに
継続して取り組み、誰もが自分らしく働けるよ
う支援します。詳しくは 86 ページをご覧くだ
さい。

•	 ジェンダー平等を実現します。詳しくは 84 ペー
ジをご覧ください。

•	 イケアの活動すべてにおいて子どもの権利が
尊重されるようにします。詳しくは 36 ページを
ご覧ください。

•	 若者のための学びと仕事の機会の提供を促進
します。

•	 イノベーション、ビジネスの成長、社会的影響の
促 進 に 寄 与 で きるよう、 イケ アのバリュー
チェーンを多様なビジネスパートナーシップで構
成します。詳しくは 106 ページをご覧ください。

•	 暮らしにポジティブな影響を与え、インクルー
シブな地域経済に貢献するために、地域コミュ
ニティとつながりを持ちます。詳しくは 87 ペー
ジをご覧ください。

平等の促進に努める

•	 イケアの目標、価値観、信念を守り、変化を呼
びかけ、それを支援するために積極的な役割を
果たしていきます。詳しくは 84 ～ 87 ページを
ご覧ください。

•	 イケアは他者と関わり、知識を共有し、透明
性を保ちます。詳しくは 113 ページをご覧くだ
さい。

公平性とインクルージョン

イケアのコミットメント 
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イケアのピープル戦略
イケアのピープル戦略およびサステナビリ
ティ戦略は、イケアのバリューチェーン全
体で人々にポジティブな影響を与えるとい
う目標の中に組み込まれています。働きが
いのある仕事、多様性の受け入れ、平等と
いったテーマは、イケア独自のビジネス活
動およびサプライチェーン全体での行動の
基本となります。責任ある賃金設定と人
権をベースラインとした評価は、イケアの
バリューチェーン全体にわたる取り組みで
あり、ピープル戦略とサステナビリティ戦
略の両方に組み込まれています。
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公平でインクルーシブな世界をつくりあげるという
イケアの包括的な取り組みに寄与するさまざまな目
標と活動が、イケア全グループを通して設定されて
います。そのねらいは、ビジネス全体の進捗状況を
追跡し、評価するためのより体系的な方法を確立す
ることです。

FY19 の進捗と主な活動

バリューチェーン全体での進展や活動など、ポジ
ティブな社会的影響を生み出すための取り組みを続
けました。 

•	 イケアのサプライヤーの行動規範「IWAY」は、
イケアがサプライヤーとの間で長年にわたっ
て適用しているプログラムであり、環境的条
件、社会的条件、労働条件に関する最小要件を
定 め た も の で す。FY19 に は、 こ の IWAY を、
今後の期待に合ったものにし、未来の目標達
成を目指すために更新しました。詳しくは 109
ページをご覧ください。

•	 IKEA Industry などの製造分野では、イケアの
ビジネスのほかの分野に比べてどうしても怪
我が発生するリスクが高くなりますが、FY19

には、IKEA Industry で働くコワーカーの怪我
の件数はこれまでよりも減少しました。詳しく
は 70 ページをご覧ください。

•	 イケアは多様性を重視する取り組みを行って
おり、労働市場に参加することが難しい人々を
も含め、すべての人々に可能性を見いだしてい
ます。FY19 には、9 つのリテール市場 1 のイケ
アストアにて、難民となっている人々のスキル
開発を支援し、彼らの仕事探しを支援するイニ
シアチブが実行されました。また、難民となっ
ている人々が雇用を得るためのスキル開発を
支援するイニシアチブも行っています。詳しく
は 87 ページをご覧ください。

•	 平等を実現するための努力を続けています。
ジェンダー平等の実現における現在の進捗状
況については、84 ページをご覧ください。

•	 ヨーロッパの運送部門の良好な労働条件を確
保するために取り組んでいます。詳しくは 77
ページをご覧ください。

•	 移民労働者の権利の確保に引き続き力を入れ
ています。詳しくは 72 ページをご覧ください。

•	 IKEA Social Entrepreneurship は、社会起業家
との既存のビジネスパートナーシップを引き
続き発展させています。FY19 には、イケアの
ビジネスとは直接関連しない初のプログラ
ムを開始しました。詳しくは 106 ページをご
覧ください。

公平性とインクルージョン

進捗の評価 

1 Ingka グループのリテールビジネスを通した活動
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子どもの権利
イケアは、ビジネスを通して子どもの権
利を守る活動を継続して行っています。バ
リューチェーン全体を徹底的に調査し、そ
のすべての活動が子どもの権利に及ぼす直
接的および間接的な影響を確認していま
す。社会で弱い立場にある子どもたちは、
ほとんどの場合、公に訴える手段を持って
いません。イケアはビジネス全体において
子どもの権利を守ることに尽力しています。
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イケアのピープル・アンド・プラネット・
ポジティブ戦略に掲げた目標を達成す
るには、バリューチェーン全体を通し
たアプローチを実行する必要があり、
材料の生成から製品の寿命に至るまで、
各段階における影響を分析する必要が
あります。イケアは、環境的側面や社
会的側面、そしてイケアのビジネスが
これらの分野に与える影響を考慮しな
がら、包括的な方法でサステナビリティ
に取り組みます。 このセクションでは、イケアのバリューチェーンのさまざまな

段階においてピープル・アンド・プラネット・ポジティブ戦略を
どのように進めているかについて述べます。原材料の調達、製
品の製造および輸送から、ホームファニッシング製品や食品を
通じてより健康的でサステナブルな暮らしを多くの人々の手の
届くものにすることまで、バリューチェーンの各段階における
詳細と実例を示します。

イケアバリューチェーンを 
通しての影響

材料と調達  -  生産  -  製品輸送  -  イケアのリテール  -  お客さまの来店＆配送サービス  -  家での暮らし＆消費  -  イケアと社会起業家  -  IWAY 

イントロダクション  |  このレポートについて  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる：FY19 の進捗  |  イケアバリューチェーンを通しての影響  |  コラボレーション＆支援活動  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDG）の指標 



38 - イケアのサステナビリティレポート FY19

イケアのビジネスは、クライメートフットプリント、
水利用、生物多様性への影響、土地利用、人権への影
響など、関連するすべての側面を考慮に入れて、でき
るだけ総合的に材料の評価を行うことを目指していま
す。イケアが環境へ及ぼす最大の影響は、製品に使用
する材料の生成や加工によるものです。

材料に関してはさまざまな影響を考慮する必要がありますが、最良の手
段は、新たな材料の生成を行わないことです。そのため、ムダな消費を
なくし、製品や材料の寿命を延ばす循環型ビジネスに転換することが非
常に重要なのです。イケアはすべてのホームファニッシング製品を循環
可能なものにできるよう開発に取り組んでおり、2030 年までには、サス
テナブルな材料およびリサイクルされた材料のみを使用することを目標
としています。

材料と調達

イントロダクション  |  このレポートについて  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる：FY19 の進捗  |  イケアバリューチェーンを通しての影響  |  コラボレーション＆支援活動  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDG）の指標 

材料と調達  -  生産  -  製品輸送  -  イケアのリテール  -  お客さまの来店＆配送サービス  -  家での暮らし＆消費  -  イケアと社会起業家  -  IWAY 



39 - イケアのサステナビリティレポート FY19

再生可能な素材、リサイクル素材、
そしてリサイクル可能な素材が 循環型製品のカギ
新素材の開発や技術革新には時間が必要なため、再
生可能な素材とリサイクル素材をベースとしたイケ
アの商品展開の数は、FY18 の報告数から大きな変
化はありません。金属、セラミック、一部のガラス
などの無機材料を再生またはリサイクルすることは
特に困難であることがわかっており、イケアでは現
在、こうした課題に取り組んでいます。

対応中の課題には、次のようなものが含まれます。

•	 テキスタイル製品に使用するすべてのポリエステ
ルを、2020 年末までに 100％リサイクルポリエ
ステルに移行するために取り組んでいます。こ
れは、リサイクルポリエステルのカーボンフット
プリントがバージンポリエステルの半分である
ためです。テキスタイルについては、52 ページを
ご覧ください。

•	 より強度のある材料に切り替えることで、材料
の使用量を削減することができます。そのため
のソリューションのひとつとして、従来の無垢
材と比較して材料の使用量が 30％少ない単板
積層材（LVL）が挙げられます。

プラスチック、テキスタイル、木材などのリサイク
ル素材の世界的な利用状況を評価したところ、リサ
イクル率は国や素材によって異なり、紙や金属が
もっともリサイクル率の高い素材であることがわか
りました。廃棄物の 3 分の 2 は自治体から出るもの

であり、また、世界の廃棄物の 4 分の 1 は米国と中
国から出ています。イケアでは、新しい調達方法を
模索することにより、リサイクル素材の調達に必要
な条件をさらに理解するための旅を続けています。
詳しくは 46 ページをご覧ください。

材料こそ、循環型製品の開発における 
重要な要素

2030 年までに循環型製品の割合を 100％にすると
いう目標の達成方法をよりよく理解するため、循環
型製品デザインの原則に従って製品の循環性を評価
するプロセスをスタートしました（22 ページを参
照）。FY19 に家具製品の 80％の評価を完了しており、
製品を循環型にするために必要な共通点を見いだし
つつあります。 

サイズやコンポーネントの標準化と設 計プラット
フォーム発想、スペアパーツの幅広い利用といったア
イデア、そして簡単に分離できる素材、再生可能な
素材、またはリサイクル素材の使用により、再利用
や改造、修理、改修の可能性が大幅に向上すること
がわかっています。こうした製品は、日常生活での
使用や、改造や改修などの変化に適応できるように
なり、より長く使えるようになります。したがって、
長く使える製品というコンセプトから、よりサステナ
ブルで長期的な資源の使用という新たな可能性へと
さらに広がりを見せています。最初に行った評価の

結果は有望なもので、現在、イケアには一定の循環
性がある製品があることがわかりました。残りの製
品については FY20 に評価を実施する予定です。

VIMLE/ ヴィムレ、GRÖNLID/ グローンリー
ド、LIDHULT/ リードフルト ソファは、モ
ジュール方式により再利用が可能な、標準化
したプラットフォームを使用しています。取
り外し可能なカバーと標準化したパーツを使
用しているので、手入れが簡単になり、お客
さまの変化するニーズに対応できます。分解
や再組み立てが容易なため、改修も可能です。
このため、リサイクルする前に材料をより長
く使用することができます。

現在、イケアの商品展開の
60％以上が木材や綿などの再
生可能な素材をベースにして
おり、10％以上がリサイクル
素材を含んでいます。
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材料に関する戦略には、サステナビリティに関する目標だ
けでなく、手ごろな価格や品質など、イケアのほかの戦略
的目標も含まれます。この戦略に基づき、主要な材料が及
ぼす影響を分析し、それに対応するための短期的および長
期的なアクションを定め、各材料の持つ可能性がイケアの
全体的な戦略的目標にどのように貢献するかを探っていき
ます。  

具体的なアクションの例としては、リサイクル素材への移
行、材料サプライヤーにおける再生可能エネルギー利用率
100％の達成、軽量構造の積極利用、植物由来の食品群の
拡大などが挙げられます。こうしたアクションの一部は調
達方法の決定や、材料の直接的な改善に関わるものですが、
その他は製品デザインの変更が必要となります。 

イケアはよりよい方法で材料を利用しています。たとえば
竹は、再生可能で成長が速く、肥料、農薬、灌漑を必要と
しないため多く使用している材料ですが、ハンドメイドの
KNIXHULT/ クニクスフルトは竹の通常なら捨てられる部
分を利用した製品で、FY18 に生み出された好例です。現在、
MISTERHULT/ ミステルフルトという新しい竹のランプを
製作中で、FY20 に発売予定です。 

イケアでは生産過程の全体において、使用する材料を問わ
ず廃棄物を最小限に抑えるよう努めています。

材料に関する戦略

材料は大きな影響を及ぼすものであり
複数のサプライチェーンが関係するた
め、2030 年の目標を達成するための材
料に関する戦略は、イケアの製品に使用
する主な材料ごとに開発しています。す
べての材料カテゴリーについて、再生可
能 な 素 材 ま た は リ サ イ ク ル 素 材 の 使
用を実現するためのロードマップが完
成しています。 

非公式の廃棄物処理セクターの 
リサイクル原材料

世界中でリサイクル素材の調達ニーズが大幅に
増大しています。一部の国では、リサイクル素
材は非公式経済によって扱われており、劣悪な
労働条件、健康上および安全上の深刻なリスク、
児童労働、社会的排除など、さまざまな社会的
リスクを伴っています。

非公式な廃棄物処理に携わる人々が置かれてい
る危うい立場、そして廃棄物と汚染の削減に対
する彼らの貢献を認識し、イケアはリサイクル
素材を包括的に調達し、非公式の廃棄物管理組
織を前向きに発展させる方法を見いだしていく
ことに取り組んでいます。

FY19 には、外部の専門家の協力のもとに、大き
な可能性を持つインドネシアのプラスチック加
工ユニットのリスク評価を実施しました。この
会社は、インドネシアでのより多くの廃棄物の
リサイクルに貢献できる可能性を秘めています。
サプライチェーンの労働者の現状に焦点を当て
たこのリサーチは、前向きな開発に取り組みな
がらリサイクルビジネスを成長させるための計
画の策定につながります。
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材料のクライメートフットプリント
イケアがクライメートフットプリントへ及ぼす主な影
響の 1 つは、材料を生成する過程（たとえば、鉄鉱
石からスチールをつくる製鋼所、イケアの製品に使用
するプラスチック材料をつくる石油化学プロセスな
ど）、そして完成材料に加工する過程（たとえば、丸
太からパーティクルボードをつくるプロセス）でサプ
ライチェーンが使用するエネルギーに由来します。

クライメートフットプリントは、使用する材料の量
と、各材料が持つクライメートフットプリントに
よって異なります。たとえば、イケアの製品の製造
に使用する素材の約 80％（重量比）は、木材、木材を
使った複合材料、紙、またはその他の天然繊維です
が、これらは材料のクライメートフットプリントの
37％しか占めていません。また、イケアの製品では
プラスチックや金属材料を多く使用しておらず、金
属の割合は重量比でわずか8％ですが、フットプリン
トに占める割合は約 42％に上っています。次ペー
ジをご覧ください。

FY16 から FY19 にかけての材料のクライメートフッ
トプリントの増加は 11％で、売上の成長による増
加をわずかに下回っています。材料のクライメート
フットプリントを削減することは長期的な開発ア
ジェンダであり、既存の材料の改善、新しい材料の
開発、および製品開発時からの意識的な材料選びな
どを組み合わせて行う必要があります。そのため、

イケアではクライメートロードマップをクライメー
トフットプリント削減プロジェクトの目標やポート
フォリオなど、材料に関するあらゆる戦略の中に組
み込んでいます。これには、リサイクル素材または
再生可能な素材の使用率 100％、そして森林破壊や
土地利用の変化による悪影響のリスクを排除した、
より責任ある調達による材料の使用に向けた取り組
みも含まれます。
	
イケアが実施しているインパクトのある取り組みの
一例としては、化石原料を使用した接着剤を再生可
能な接着剤に置き換えることが挙げられます。現在、
化石原料を使用した接着剤は、イケアのクライメー
トフットプリント全体の 6％を占めています。FY19
には、柔軟性のある利用が可能なバイオベースの代
替品の探索を続けました。多層集成材や竹製品に使
用している化石原料の接着剤をバイオベースのもの
に置き換える試験では、期待の持てる結果が出てお
り、FY20 中にさらなる試験を予定しています。材
料に関する戦略を通して、たとえばボードのサプラ
イヤーと協力して使用エネルギーを再生可能電力に
切り替えるなど、材料サプライヤーにおける改善
点を見つけることもできます。クライメートフット
プリントを最小限にとどめることのできるバイオ
ベースの接着剤を実現し、ボード生産における再生
可能電力使用率 100％を達成できれば、パーティク
ルボードのクライメートフットプリントをほぼ

80％削減することができます。パーティクルボード
は、BILLY/ ビリー 書棚、METOD/ メトード キッチン
システム、PAX/ パックス ワードローブシステムな
どに使用されており、イケアの製品で使用される最
大の素材であるため（材料総重量の 34％、クライ
メートフットプリントの 11％を占めています）、こ
うした取り組みが実現すれば大きな影響を与えるこ
とができます。1

イケアの製品の材料が気候に与える影響を軽減する
ことに加えて、私たちは気候変動が材料やイケアの
ビジネスに与える影響についても対処する必要があ
ります。たとえば降雨量の極端な変化、突然の熱波
や寒波は、材料や食品の調達や入手可能性に影響を
及ぼします。このような変化の多くは予想外のもの
で、突然発生するおそれがあります。そして、環境
的影響だけでなく、作物が突然失われるなど、社会
的および経済的影響にもつながります。対策を講じ
るべきもっとも重要な材料の 1 つが綿です。FY19
にはインドとパキスタンにおいて、耐候性綿の生産
システムを開発するプロジェクトを WWF と共同で
実施しました（50 ページの綿に関する章を参照）。 

原料の生成からイケアのホームファニッシングサプラ
イヤーに到達し、ボードが BILLY/ ビリー 書棚などの
家具製品に変換されるまでのパーティクルボードのク
ライメートフットプリントの内訳（セクター平均）。こ
れには、伐採などの森林作業、ボードに使用する接着
剤、パーティクルボードの製造に必要な電気や熱源が
含まれます。輸送は「その他」に含まれています。

1  注：パーティクルボードは、イケアの製品で使用している多くのボードタイプの 1 つです。バイオベースの接着剤は、パーティクルボードだけでなく、すべてのボードに
適用されます。

1m3

パーティクルボード - 標準（600kg/m3 以上）

パーティクルボードのクライメートフットプリント
（1m3 当たりの CO2 換算、単位：kg）

接着剤：146.9 （58％）

電力：
 49.7 （20％） 

木材：31.6 （13％）

熱源：10.5（4％）

その他：12.9（5％）

合計：
251.6  
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材料のクライメートフットプリントの進捗状
況および内訳。重量を基準にするともっとも
多いのはボードおよび無垢材ですが、金属は
生産するのに多くのエネルギーを使用するた
め、クライメートフットプリントが高くなり
ます。

FY19 の材料の内訳 - 材料のフットプリント VS 材料の重量（シェア％）

14％
プラスチック 
およびゴム

クライメート
フットプリント 
（シェア％）

重量 
（シェア％）

28％
金属

8％
金属

24％
ボードおよび無垢材 70％

ボードおよび無垢材

5％
プラスチック
およびゴム

12％
紙

9％
紙11％

テキスタイル

2％
テキスタイル

7％
コンフォート

2％
コンフォート

4％
その他 

（キャンドル、陶磁器、 
             ガラス、天然繊維）

5％
その他（キャンドル、陶磁器、
ガラス、天然繊維）
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材料のクライメートフットプリント（単位：CO2 百万トン換算）

 

10.5 
（+11％）

10.5 
（+11％）3 2.5 1.5 1.3 1.1 0.7 0.4FY19 

FY18 

FY17 

FY16 

金属 コンフォート 
（マットレス、枕など）

紙ボードおよび無垢材 その他（キャンドル、陶磁器、
ガラス、天然繊維）

テキスタイルプラスチック 
およびゴム

9.5	
（ベースライン）

9.8
（+4％）
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イケアは、バリューチェーン全体で大気汚染物質の排
出を削減しつつ、人々の家の空気浄化を支援すること
に取り組んでいます。大気汚染を解決するただ 1 つの
ソリューションは存在しないことを知っているので、
清浄な空気に満ちた世界の実現に貢献するための新し
い方法を常に模索しています。

稲わら：より清浄な空気の実現および 
廃棄物の製品化に貢献

インド北部だけでも毎年 3,900 万トンの稲わらが燃や
されています。稲わらの焼却は、首都ニューデリーの
大気汚染の根本原因の 1 つです。2 毎年 10 月から 11 月
にかけて、田んぼから立ちのぼる煙がニューデリーを
取り囲みます。農家が稲刈りの後に残った稲わらを焼
却して、小麦を栽培するスペースをつくるためです。
2018 年、ベター・エアー・ナウ・イニシアチブを始動し、
稲わらをイケアの製品の新しい材料として利用する方
法や、農家が稲わらの焼却を行わないための新しい手
段を検討しています。これについてはまだ模索を続け
ており、その一例は製品コレクションとして来年いく
つかの市場で発売されます。

1 https://www.who.int/news-room/detail/02-05-2018-9-out-of-10-people-worldwide-breathe-polluted-air-but-more-countries-are-taking-action
2 http://berkeleyearth.org/air-pollution-and-cigarette-equivalence/

清浄な空気のための材料

世界保健機関によると、大気汚染は、単
一の要因としてはもっとも大きな健康リ
スクとされています。世界の 10 人のう
ち 9 人が、安全レベルを超える大気汚
染が起きている場所に住んでいます。1

稲わらでつくられた FÖRÄNDRING/ フォレン
ドリング コレクションは、2020 年に最初は
インド、ドイツ、スウェーデン、ポーランド、
ス ペ イ ン の イ ケ ア ス ト ア で 発 売 さ れ ま す。
FÖRÄNDRING はスウェーデン語で「変化」を
意味します。この名前は、インド北部の人々の
ために空気の質にポジティブな変化をもたらす
こと、そして農家の人々が稲わらの焼却をやめ、
よりサステナブルな農業を実践することを支援
するというイケアの目標を反映しています。イ
ケ ア の デ ザ イ ナ ー Akanksha Deo と Lina 
Vuorivirta はこのコレクションのために、ス
モッグと青い空を表した色、ブラックとブ
ルーを選びました。現在の状況、そして、さわ
やかに澄んだ青い空のある希望にあふれた未
来を表現しています。長期的な目標は、このイ
ニシアチブから学んだことを、作物を焼却して
いる世界のほかの地域にも広めることです。 
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イケアは、水の問題に積極的に関与し、
優れた水管理人になることで、サプラ
イチェーンを通して水質および水の利用
可能性を高めることを目指しています。

イケアは水を効率的に使用し、水を排出するときは、
少なくとも使用前と同じ程度にきれいな状態にしま
す。また、革新的で手ごろな価格の製品を開発およ
び促進し、お客さまが水の使用量を削減できるよう
にします。詳しくは 97 ページをご覧ください。

FY19 は、イケアのバリューチェーン全体における
水に関するデータ収集に重点を置きました。その結
果、イケアのビジネスは、水ストレスの高いまたは
非常に高い地域と考えられている場所に直接取引の
サプライヤーやストアを多く持っていることがわか
りました。イケアの直接取引のサプライヤーやスト
アがある 40 以上の国は、将来、水不足に悩まされ
る可能性があります。

表に示すように、イケアで使用する水の 85％以上
は材料と生産のために費やされています。現在、バ
リューチェーン全体で水の消費量を削減し、水質を
改善するための活動を継続的に行っています。製品
の使用と食品成分は FY19 に採用した新しいデータ
収集ポイントであり、推定値です。

水の利用 

材料グループごとのイケアの水の使用量を分析する
と、水をもっとも多く消費する材料はテキスタイル
であることがわかります。FY19 の材料調達におい
て使用されたブルーウォーター 1 の推定値の 50％以
上をテキスタイルが占めています。このため、イケ
アの水プロジェクトの大部分はテキスタイルに関連
したものとなっています。

清浄な水の利用可能性を改善するために、サプライ
ヤーの水使用量の削減、河川流域における水使用が
引き起こす影響、意識向上活動に注力しています。
2030 年までにウォーターポジティブを実現すると
いう目標を達成するため、水質に関する追加の水パ
ラメーターを開発中です。

ウォーターポジティブの実現

1 ブルーウォーターとは、地表および地下の淡水、つまり、淡水の湖、河川、帯水層の水を指します。

ブルーウォーター消費量（％）1 （FY19）

10％ 
ボードおよび
無垢材

51％ 
テキスタイル

21％ 
紙

10％
金属

3％
コンフォート

3％
プラスチック

2％
その他
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バリューチェーン全体における水利用
（千 m3）

544,454

579,717

FY17 

FY18 

FY19 

材料（544,103）

食品原料（78,766）

リテール事業（7,386）
生産（36,963）

家庭での製品の使用（113,969）

781,187

FY17 のリテールデータには、Ingka グループのデータのみが含
まれています。FY18 と FY19 のリテールデータには、イケアの
全フランチャイジーのデータが含まれています。
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水の管理

今日、過剰な使用と不十分な処理により、世界中の
多くの場所で地表および地下の水の利用可能性が低
下し、水質が劣化しています。

イケアの目標は、バリューチェーン全体で水の使
用を削減し、水の再利用、浄化を進め、利用可能性を
高めることにより、ウォーターポジティブを実現す
ることです。 

水管理へのイケアのアプローチは、「WWF のウォー
タースチュワードシップにおける 5 つのステップ」
に沿っています。

•	 水の意識向上。淡水への依存や、水に関連した
危機に直面していることなど、水に関して世界
が抱える課題を理解します。

•	 影響に関する知識。イケアのバリューチェーン
が河川流域と水源に与える影響を理解します。

•	 社内での行動。水の使用を最適化し、水質や水
量について報告するための行動を起こします。

•	 集団行動。周囲と協力し合い、知識を共有し、
共通の解決策を見つけます。

•	 ガバナンスへの影響。イケアのビジネスの影響
力を利用し、さまざまなプラットフォームを通
じて、より持続可能な水管理を提唱します。

水の共同アクションプロジェクト
イケアは WWF と協力して、トルコとインドの 2
つの河川流域プロジェクトに取り組んでいます。
これらは、長期的に河川の水質と水の利用可能
性を改善するための個別の目標を持つ共同アク
ションプロジェクトです。
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責任ある調達

イケアは、原材料の責任あるサステ
ナブルな調達アジェンダの改善に取
り組んでおり、環境や社会、動物福
祉に関する基準を含むスタンダード
の策定を行っています。

綿と木材という、容量ベースでもっともよく使用し
ている素材については、進捗状態は良好です。イケ
アが使用するすべての綿、そして木材の 91％は、よ
りサステナブルな供給源から調達したものです。1 
イケアはまた、フォレストポジティブを実現するこ
とも重視しており、これにはイケアのサプライ
チェーンを超えた責任ある森林管理の促進が含まれ
ます。

イケアは FY19 も、よりサステナブルな材料調達に
向けたジャーニーを続け、稲わら、アレカヤシ、ベ
リーなど、よりさまざまなサプライチェーンの評
価を行いました。こうした評価は、原材料にまでさ
かのぼるサプライチェーン全体を通して環境的およ
び社会的にポジティブな影響をもたらす方法を理解
することを目標としています。 
責任ある調達をより適切で管理しやすい方法で組織
するため、5 つの主要な原材料グループに区分しま
した。

•	 森林管理
•	 農業
•	 植物および動物
•	 無機物およびバージン化石原料
•	 リサイクル素材

イケアはトレーサビリティの確立と開発プロジェ
クトの遂行を続けています。これらの原材料グルー
プ分けを活用することで、調達パターンやその複
雑性をよりよく理解し、すべての材料にわたる整
合性のある管理方法を見つけ、サプライチェーン
全体で同じレベルの責任を負うことができるよう
になります。

イケアが使用するすべ
ての綿、そして木材の
91％は、よりサステナ
ブルな供給源から調達
したものです。1

1 木材のよりサステナブルな供給源には、FSC 認証または再生された木材が含まれます。Better Cotton（ベター・コットン）基準に基づいて栽培された綿花や、その基準の
遵守に向けて取り組む農家の綿花、リサイクルコットン、米国のほかの基準（「e3 Cotton Program」など）に基づいて栽培された、よりサステナブルな供給源から調達し
た綿を指します。
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籐は、イケアの製品に幅広く利用されています。2018 年か
ら、インドネシアおよびベトナムに所在するすべての階層
の籐サプライヤーに対して、籐に関する IWAY 森林管理「必
須」要件を導入しました。

このことは、コンプライアンス、トレーサビリティ、サス
テナビリティをさらに改善するための最初のステップでし
た。また、IWAY 森林管理セクションに天然繊維を統合し
ました。FY19 にはサプライヤーの要件を定義し、サプライ
チェーンパートナーに対するトレーニングを行いました。
現在、籐の原産地に関する報告や森林管理要件への準拠の
評価などの実施段階を開始しています。 

さまざまな課題が予想されていました。たとえば、籐の種
についての知識が不足していることに気づきました。私た
ちは課題に取り組み、必要な行動を取っています。例として、
ベトナム政府と政策についての話し合いを行い、天然林か
ら得られる籐のトレーサビリティ要件に関する新しい規制
の策定に貢献しました。これにより、地元で籐の収穫作業を
行う人々をサポートすることができます。バリューチェーン
の調査も実施し、チェーンの複雑性を明らかにするととも
に改善すべき分野を確認しました。さらに、階層に沿った
籐の収穫量に関する研究も行い、検証のための参考計算を
得ました。現在、籐は WWF とイケアのパートナーシップ
による商品の 1 つとなっています。ラオス、ベトナム、カン
ボジア、インドネシアでの WWF の活動を通じて、関連す
るさまざまな人々が籐の森とサプライチェーン管理に関す
る知識と能力を得ています。 

サプライチェーンを通して籐の DNA を追跡
イケアのビジネスは、籐の種同定に関する研究において英
国のキューガーデン（王立植物園）と提携しています。結果
予測によると、切りたての籐から完成した家具に至るまで、
サプライチェーンを通して収集したサンプルから DNA を抽
出して識別することは可能であると考えられます。

このパートナーシップの元となるコンセプトは、まずキュー
ガーデンが DNA ライブラリと方法論を開発し、その後、ほ
かの研究所がそれを利用してその他の種を識別できるように

するというものであり、イケアが自社のニーズを超えてフォ
レストポジティブを実現するために行っている活動の好例で
す。この活動を通じてイケアは、ますます重要性が高まって
いる材料であると同時にサプライチェーン内で大きな課題に
直面している材料でもある籐への理解を深めています。プロ
ジェクトで収集した知識を公開することで、籐のトレーサビ
リティと責任ある調達の向上に貢献しています。重要な再生可能材料である 

藤のトレーサビリティを 
確保する

FY19にイケアはCentre for Child Rights and 
Corporate Social Responsibility（CCR CSR）
と協力して、籐やシーグラスのサプライ
チェーンにおける児童労働のリスクの根本原
因の調査を実施しました。この活動はFY20
も継続され、対象範囲は児童労働や在宅作業
者にまで拡大されます。
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FY19 にイケアがホームファニッシング製品に使用
した木材の量は、丸太換算で 40 万 m3 減少しました。
ボード材料におけるリサイクル成分の割合は 23％
から 28％へと 5％増加しました。

私たちの目標は、2030 年までにフォレストポジティ
ブを実現することです。そのため、サステナブルな
森林管理を促進して、森林の劣化や破壊を食い止め、
森林管理、保護、回復、再生への革新的なアプロー
チを用いていきます。森林管理はまた、クライメー
トポジティブを実現するための重要な要素でもあり
ます。イケアは資源を賢く利用する製品づくりを心
がけ、廃棄物を最小限に抑えるよう木材をカットし、
より少ない材料からより多くをつくることを目指し
ています。 

イケアの製品に使用される木材はすべて、イケアの
IWAY 森林管理基準に従って調達されています。こ
の基準には、現地法への準拠をはじめとし、サプラ
イヤーが遵守すべき環境的および社会的な最小要件
が定められています。
 
FY19 には、よりサステナブルに調達された木材

（MSS）の割合が 91％に達しました（森林管理協議
会（FSC） 認 定 の 木 材 ま た は リ サ イ ク ル 木 材 ）。
100％に到達するうえでの主な課題は、一部の国に
おける FSC 認定の木材の入手が限られていることで
す。ただし、MSS に該当しない残りの 9％について
も、イケア内部の適正評価システムによって監査と

トレーサビリティの確認を行っています。調達する
木材の約 30％を占める、リスクの高い国すべてに
おいては、2017 年以来 MSS100％を達成しています。
イ ケ ア の ほ ぼ す べ て の サ プ ラ イ ヤ ー が FSC の
チェーン・オブ・カスタディー認証を取得しており、
残りのサプライヤーにも認証を取得することを推奨
しています。イケアでは、IWAY 森林管理基準に基
づいてサプライヤーを監査しています。 

イケアの家具に使用されている木材は、主にポー
ランド、ロシア、スウェーデン、イタリア、リトア
ニアから調達されています。

イケアのビジネスの規模を考慮すると、自社のニー
ズを超えた貢献を行うことによって変化を生み出す
こともできます。イケアは業界に変革を起こし、責
任ある森林管理を当たり前のものとすることを目指
しています。森林は生態系や生物多様性を維持し、
何百万もの人々に安全と日々の暮らしを与えてくれ
ます。FY19 には、荒廃地での森林再生に取り組む
新しいプロジェクトのための調査を開始しました。  

樹木には、大気中の炭素を除去して蓄える力もあり
ます。イケアは、よりよい森林管理を通じて、また
はイケアの木材製品の寿命を延ばすことでこれを達
成することができます。今のところ、その成果を測
定するためのグローバルな基準はないため、イケア
は世界資源研究所（WRI）および持続可能な開発の
ための世界経済人会議（WBCSD）が率いるグロー

木材：フォレストポジティブの実現

木材は、再生やリサイクルが
可能で、耐久性があり、しか
も美しい材料です。イケアの
ホームファニッシングビジネ
スでもっともよく使われてい
る材料は木材であり、FY19 に
は 丸 太 換 算 で 約 2,100 万
m3 を使用しています。これに
は、ホームファニッシング製
品、梱包、カタログに使用す
る木材が含まれます。
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9％  ロシア

5％  中国

6％  スウェーデン

5％  ドイツ

6％  イタリア

4％  ルーマニア

3％  チェコ共和国

5％  ベラルーシ

3％  ベトナム

3％  フランス

5％  リトアニア

3％  スロバキア

木材の調達国 -  FY19（％） 

28％  ポーランド

イケアの製品に使用されている木材の総量
（単位：100 万 m3、丸太換算）

16.5

18

21

FY17 

FY18 

FY19 
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FY19 の数値は、ホームファニッシングや梱包材に使用した木
材を示しています。FY19 より、梱包材も数値に含めています。
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バルなプロジェクトに参加して、このような基準を策
定することや温室効果ガスプロトコル 1 を含めるこ
とを働きかけています。GWPbio（生物由来の地球温
暖化係数）2 や間接的な土地利用の変更などの領域を
含む複雑なトピックであるため、このプロジェクトは
2021 年末までかかる見込みです。基準が定められた
際は、スロバキアにあるポプラの短期輪作プランテー
ション（この木材は IKEA Industry のボード工場で使
用されます）をはじめとする、さまざまな活動やプロ
ジェクトがもたらす気候へのポジティブな影響を正確
に計算し、報告する予定です。

MSS の目標に対する主な課題となるのが、FSC 認証
の取得率がそれほど高くない東ヨーロッパ、特にチェ
コ共和国とスロバキアです。この地域では MSS の目
標を満たせていないため、これらの国の利害関係者と
協力して、森林管理に関する FSC 認証を取得するよ
う奨励することが課題となっています。どちらの国に
おいても、私有林と教会林の所有者への働きかけは
進んでいますが、国有林については難航しています。
FY19 に、スロバキアの国有林は FSC 認証取得に向け
て具体的な進展を見せ始めました。

イケアは FY19 に、ロシアにおける責任ある森林管理を
促進するためのプロジェクトのマッピングを開始しま
した。これは、自社のサプライチェーンを超えた取り
組みの一例です。2 つのプロジェクトのマッピングを
行い、詳細を決定し、実施段階に移っています。1 つ
目のプロジェクトは、意思決定者がシミュレーション
ツールに基づいて最適な森林管理を行えることを目的

としています。このツールを使用すると、森林管理者
はさまざまな要因に基づいて作成された社会的、環境
的、経済的シナリオを確認することができます。2 つ
目のプロジェクトは、ロシアの中小規模の借地経営者
が FSC 認定を利用しやすくすることに焦点を当てて
います。

紙および梱包

イケアのビジネス全体で、紙をベースとした材料を
もっとも多く使用するのが梱包材です。イケアはこう
した材料をサステナブルな方法で調達することに取り
組んでいます。イケアの紙ベースの梱包材の約 75％
はリサイクル素材でつくられています。イケアは、
FSC 認定を受けているバージン木繊維のみを使用する
よう努めています。イケアは大部分のボール紙梱包
材を、よりサステナブルな供給源の基準を満たすよう
に変更しました。また、サプライヤーに定期的なレポー
ト提出を要求し、よりサステナブルな供給源から調達
された梱包材のパフォーマンスの追跡を開始しまし
た。2020 年までに、紙ベースの梱包材の 100％をよ
りサステナブルな供給源から調達するように切り替え
ていくことがイケアの目標です。

小規模森林所有者との連携 –  
より包括的なアプローチ
FY19 にはインドネシアのレインフォレスト・ア
ライアンスとのパートナーシップの第 2 フェー
ズを終了し、小規模森林所有者のための基準づ
くりに取り組みました。このプロジェクトから
学んだことは、「New Approaches」と呼ばれる、
FSC が主導するプロセス内に含まれています。
New Approaches プロジェクトは、よりわかり
やすく、あらゆる小規模森林所有者に適用でき
る包括的な基準を策定することを目的としてい
ます。この基準は現在、アジア太平洋地域向け
に作成されており、イケアの外部サプライヤー
との協力を含め、東南アジアのさまざまな国で
試験運用されています。

1 http://ghgprotocol.org/about-us
2 Global Warming Potential of Biogenetic CO2（生物由来の
地球温暖化係数）

39％ 
無垢材

56％
木材ベースのボード 
およびその他の複合材

4％ 
製品に使用
した紙 1％ 竹

調達された木材のタイプ -  FY19（％）

よりサステナブルな供給源から調達した木材 
（調達した木材全体に対する割合）

77％

85％

91％

FY17 

FY18 

FY19 
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FY16 以降、イケア製品の製造に使用する綿はすべ
て、よりサステナブルであると定義された供給源か
ら調達したもの、およびリサイクルしたものを使用
しています。このことは綿花の生産者の生計、収穫
量、収入の改善に貢献し、環境への悪影響を削減し
ます。FY19 のイケアのすべての製品カテゴリーで
消費された綿リントの総量は 142,600 トンで、昨年
の世界の綿花生産量の約 0.69％を占めています。

イケアはベター ･コットン ･ イニシアチブ（BCI）の創
設メンバーであり、その目標は、世界の綿花生産者、
綿花が育つ環境、そしてこのセクターの明るい未来
のために、世界の綿製造に関わる環境を改善するこ
とです。イケアは 2020 年までに世界で製造される綿
の 30％を「ベター・コットン」にするという BCI の目
標を支持しており、ベター・コットンのベースライン
要件を超える綿を製造することを目指しています。よ
りサステナブルな綿を目指した主な目標は、従来の
綿すべてを段階的に廃止し、業界内での大規模な変
化を促進することでした。この活動は現在も進行中
であり、ベター・コットン・イニシアチブをより強力
なものにしていくことでしょう。 

イケアでは、サステナブルな綿の要件とそれらを遵
守する方法についてサプライヤーやサブサプライ
ヤーにトレーニングを行い、綿のバリューチェーン
全体を監査しています。FY19 には約 50 人日を投資
し、サプライチェーンにおける、よりサステナブル
な供給源から調達した綿（CMSS）の要件を強化す
るため、さまざまな地域のイケアのコワーカー、サ

プライヤー、サブサプライヤー向けのトレーニング
やフォーラムを実施しました。

FY19 - イケアの綿プロジェクト 

•	 インド、マハーラーシュトラ州ジャルナの耐候
性綿生産システム（WWF との共同活動）：生
産者がクラウドコンピューティング（CC）や
人工知能（AI）などの技術を使用して、より効
率的な節水技術を学び、採用するのを支援する
ことに焦点を当てました。このプロジェクトで
は現在、インド西部のマハーラーシュトラ州
ジャルナ地方でよく見られるさまざまな品種
の綿花の種の特質に関するフィールドレベル
のデータを作成しています。

•	 インド、テランガーナ州ワランガルのアグロ
フォレストリープロジェクト：アグロフォレス
トリーシステムで貯水池を管理することに
よって、湿地を保全し生態系を強化することを
ねらいとしたプロジェクトです。これにより、
BCI や FSC といった世界的なサステナビリティ
に関する基準に沿って綿を含む作物のサステ
ナブルな栽培を確実に行うことができます。
FY19 の主な成果としては、実施範囲の大幅な
拡大が挙げられます。活動を行った湿地は 28
カ所から 52 カ所となり、約 65％の増加を達
成しました。参加農家も比例して増加し、今年
は 500 人以上の農家が加わりました。 

綿：よりサステナブルな調達

FY16 以降、イケア製品の製造
に使用する綿はすべて、より
サステナブルであると定義さ
れた供給源から調達したもの、
およびリサイクルしたものを
使用しています。このことは
綿花の生産者の生計、収穫量、
収入の改善に貢献し、環境へ
の悪影響を削減します。

17％
ブラジル

7％
米国

6％
その他 *

6％
オーストラリア 29％

中国

16％
インド

16％
パキスタン

フレッシュ / バージン綿の原産国（100％ CMSS）

3％ トルコ
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•	 気候変動に対して耐性を持つ作物生産（CRCP）
プロジェクト：パキスタンの 4,000 軒の農家が、
気候変動に対応した作物の生産についてのト
レーニングを受けました。農家の適応能力を向
上させることで、強い回復力を持つ作物をつく
ることがねらいです。本収穫年度のデータ分析
によると、コントロールグループ（トレーニン
グを受けなかった農家）と比較して、プロジェ
クト農家の温室効果ガス（GHG）排出量は全
体で 23％減少し、土壌有機物は 0.2％増加した
ことがわかっています。

•	 パキスタンのアグロフォレストリープロジェ
クト：このアグロフォレストリープロジェク
トを通じて、パキスタンに 9 万本以上の新し
い木が並木またはブロックプランテーション
として植えられました。複数の農業コミュニ
ティにより、24 ヘクタールの面積に 20 のブ
ロックプランテーションサイトがつくられま
した。農村部の女性たちは、アグロフォレス
トリープロジェクトの技術的支援により、150
のマイクロ苗床 1 の設立に成功しました。

•	 トルコの綿セクターにおける雇用慣行の改善：
イ ケ ア は 公 正 労 働 協 会 や Iyi Pamuk 
Uygulamalari Dernegi（IPUD）との協力で、「ト
ルコの綿セクターにおける雇用慣行の改善」と
呼ばれるプログラムに参加しました。この取り

組みには複数の利害関係者が参加しており、
綿のサプライチェーンにおけるさまざまな社
会的問題、特にトルコの綿花栽培地域におけ
る雇用慣行を改善するために開始されたもの
です。

•	 サプライヤーレビューデータベース（SRDB）：
FY19 には、CMSS サプライチェーンのトレー
サビリティを強化する目的で、サプライヤー
レビューデータベース（SRDB）と呼ぶ、テク
ノロジーに基づく新しい管理ソリューション
システムを導入しました。すべての監査をこ
のシステムを使用して実行、記録することで、
サプライチェーンにおける進捗状況を徹底し
て追跡するのに役立ちます。 

1 マイクロ苗床は、苗木や小型の植物を、管理された農業気候条件下で種子から直接その場で栽培するもので、プランテーションを健康な状態に保ち、全体的な質を確保します。
2 http://www.fairlabor.org/impact/case-studies/study/improving-employment-practices-turkish-cotton-sector

CRCP プロジェクトの綿花生産者が、手作業で堆肥（自然な方
法でリサイクルされた原料を使った自家製肥料）を土壌に与え、
土の健康を高めています。
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リサイクルテキスタイル

循環型ビジネスを目指すという目標を達成するに
は、リサイクル素材のクリーンで信頼できる供給
源を見つけることが大前提となります。ただし、テ
キスタイルなどの材料のリサイクルループを完成さ
せるには、リサイクル可能なテキスタイル内の化学
物質含有量に関する知識の不足といった業界の課
題を克服しなければなりません。そのためイケアは、
回収されたリサイクル可能な繊維について、既存の
化学基準に対する状況をよりよく理解するため、
H&M グループと共同で大規模な研究を実施しまし
た。綿を多く含むポストコンシューマーテキスタイ
ルに焦点を合わせ、8 つの異なる物質グループにつ
いて、166 のサンプルを用いて 8,000 回以上のテス
トを行いました。調査結果は業界や政策立案者と共
有しています。また、ほかのブランドに対してデー
タやナレッジベースの提供を呼びかけています。

リサイクルポリエステル（rPET）

リサイクルされるテキスタイル製品に占めるポリエ
ステルの割合は、FY19 末までに 59％に達しました

（FY18 は 24％、FY17 は 10％）。イケアの目標は、イ
ノベーションや新しいデザインを通じて 2020 年末ま
でにリサイクルポリエステルのみを使用するように
切り替えていくことです。現在、テキスタイル製品
に使用しているリサイクルポリエステルの量は、回
収およびリサイクルされた 55 億本のペットボトルに

相当します。リサイクルポリエステルはラグ、カー
テン、ローラーブラインド、寝具、枕、掛け布団、
ソファカバー、収納ボックス、バッグなどの製品に
使用されています。  

TreeToTextile

TreeToTextile では、再生可能な森林原料を用い、
セルロースをテキスタイル繊維に再生するプロセ
スを行っています。この製造プロセスは、エネルギー
と化学物質の使用量が少なく、従来の技術や繊維と
比較して、よりサステナブルでコスト効率が高いこ
とが特徴です。TreeToTextile AB は、Inter IKEA グ
ル ー プ、H&M グ ル ー プ、 イ ノ ベ ー タ ー の Lars 
Stigsson、紙およびボード製造企業の Stora Enso
の合弁事業であり、サステナブルでありながら手ご
ろな価格で手に入る新しいテキスタイル繊維の開
発を目的としています。この技術についてはス
ウェーデンのパイロットラインでテストを行ってお
り、北欧にある Stora Enso の施設の 1 つにデモン
ストレーションプラントを建設し、スケールアップ
していく予定です。製造された繊維はイケアや
H&M グループの製品で使用する計画ですが、この
プロセスは従来のサプライチェーンでも実現可能な
ため、業界全体がこのサステナブルな繊維の恩恵を
受けられるようにすることを最終的な目標としてい
ます。

海洋プラスチックの再生 
FY19 にイケアは地中海の漁師が回収した
プラスチックの調達を開始しました。こ
うしたプラスチックは MUSSELBLOMMA/
ムッセルブロマ コレクションで使用して
います。MUSSELBLOMMA/ ムッセルブロ
マ コレクションについて、詳しくはこち
らをご覧ください。ポリエステルファブ
リックの製造に使用できる PET 樹脂廃棄
物 1 キロを海から回収すると、同時に 9
キロのごみを海から取り除くことができ
ます。 

テキスタイル：リサイクルおよび再生可能な代替品の探索

イケアは、回収されたリサイ
クル可能な繊維について、既
存の化学基準に対する状況を
よりよく理解するため、H&M
グループと共同で大規模な研
究を実施しました。

イントロダクション  |  このレポートについて  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる：FY19 の進捗  |  イケアバリューチェーンを通しての影響  |  コラボレーション＆支援活動  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDG）の指標 

材料と調達  -  生産  -  製品輸送  -  イケアのリテール  -  お客さまの来店＆配送サービス  -  家での暮らし＆消費  -  イケアと社会起業家  -  IWAY 

https://newsroom.inter.ikea.com/news/ikea-to-use-ocean-plastic-in-new-products/s/d2f79c58-f91a-4d05-9107-e13e28927871
https://newsroom.inter.ikea.com/news/ikea-to-use-ocean-plastic-in-new-products/s/d2f79c58-f91a-4d05-9107-e13e28927871


53 - イケアのサステナビリティレポート FY19

イケアの製品の製造に使用する化学物質はすべて、
お客さま、コワーカー、環境に対して安全であるこ
と、製品のライフサイクルを考慮に入れたものであ
る必要があります。イケアは長年にわたって化学物
質の安全性に関する研究に取り組んできました。イ
ケアの化学物質基準の多くは法的要件を上回る厳格
さを備えており、有害の疑いがある化学物質を法律
に先立って段階的に廃止しています。たとえば
FY19 には、表面コーティングとプラスチック（ポ
リマー）材料に使用していたベンゾフェノンの段階
的廃止を完了しました。 

循環型ビジネスへの移行を目指し、製品内にリサイ
クル素材や二次原料を多く使用しているイケアに
とって、化学物質の安全性は非常に重要です。イケ
アは化学物質の安全性を犠牲にしてリサイクルを行
うことはありません。私たちは化学物質を無害に循
環していくことを目指しています。これを達成する
ため、リサイクル素材を含む製品を導入する前に化
学的なリスクの評価を実施しています。 

イケアでは、変化する要求と新しいエビデンスを反
映するために化学戦略を定期的に更新しており、次
の 5 つの戦略的目標を通じて安全で健康的な製品を
つくりたいと考えています。

•	 製品の化学物質含有に関する情報の増加。
•	 すべてのイケアの製品の化学的安全性の評価。
•	 害を及ぼす可能性のある物質の段階的な使用

廃止。
•	 化学物質の安全性とコンプライアンスに関す

るイケアの価値観の、サプライヤーとの共有。
•	 コワーカー、お客さま、主要な利害関係者の間

での意識の向上。

私たちは、化学物質の安全性を全般的に高め、消費
者を保護するための適切な規制が整うよう、世界中
のさまざまな当局に継続的に協力しています。さら
に、NGO や企業団体、基準制定委員会、他企業と
連携し、安全で健康的な製品の成功事例を共有して
います。詳しくは 116 ページをご覧ください。

化学物質：安全を常に最優先に 

化学物質は、材料に色やテク
スチャーを加えたりパーツを
接着したりするために使用さ
れます。また、製品を保護す
る層をつくり、長持ちさせま
す。イケアでは、化学物質を
使用する際は常に安全を最優
先しています。
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プラスチック：よりサステナブルな材料への移行

私たちの目標は、イケアのホー
ムファニッシング製品に使用す
るプラスチックを 2030 年まで
にすべて再生可能な素材かリサ
イクル素材にすること。 

イントロダクション  |  このレポートについて  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる：FY19 の進捗  |  イケアバリューチェーンを通しての影響  |  コラボレーション＆支援活動  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDG）の指標 

材料と調達  -  生産  -  製品輸送  -  イケアのリテール  -  お客さまの来店＆配送サービス  -  家での暮らし＆消費  -  イケアと社会起業家  -  IWAY 

イケアでは、バージン化石原料のプラスチックの使
用を段階的に廃止しています。FY19 末までに、イ
ケアの製品に使用されたプラスチックの 40％がリ
サイクル材料または再生可能な材料を使用したもの
に切り替わっています（FY16 は 24％）。 

プラスチックは今日の私たちの社会の一部であり、
多くの人々にとって身近なものです。イケアの製品
の約 40％は、ある種のプラスチックでつくられて
います。正しい方法で供給、生産、使用を行い、製
品の寿命が終わったときも適切に処理できるなら、
プラスチックは優れた材料となり得ます。強度と耐
久性に優れ、軽量かつ用途が広いうえに、手ごろな
価格の材料です。 

今日、リサイクルおよび再生可能なプラスチックに
対する世界的な需要が高まっています。しかし、そ
の供給についてはまだ未成熟な開発および拡張段階
にあり、障害や供給量の制約があるのが一般的です。
私たちは、リサイクル可用性を改善した新しいタイ
プの材料の開発、そして再生可能な材料やリサイク
ル可能な材料の含有量の増加を目指していかなけれ
ばなりません。イケアは現在、イノベーション主導
の多くのプロジェクトに携わっています。 
個々の製品はリサイクル素材または再生可能な素材
の使用率 100％を達成していないケースがほとんど
です。リサイクル素材や再生可能な素材は、多くの
場合、最終製品の一部として含まれています。その
ため一番の優先事項は、素材ロードマップに従って、
再生可能またはリサイクル素材から製造したプラス

チックの総量を増やすことです。 
イ ケ ア で は、KUGGIS/ ク ッ ギ ス 収 納 ボ ッ ク ス、
TROLLBO/ トロルボー ペンダントランプ、SKRUTT/
スクルット デスクパッド、TOMAT/ トマート スプ
レーボトル、GIGANTISK/ ギガンティスク ゴミ箱な
ど、リサイクルプラスチックを使用した製品をいく
つかご用意しています。再生可能な素材をベースに
した FY19 の新製品としては、TALRIKA/ タルリカ 
ディナーウェアや HEROISK/ ヘロイスク 子ども用
食器が挙げられます。これらの製品には、再生可能
資源（工業用トウモロコシ）からつくられた PLA（ポ
リ乳酸）プラスチックを使用しています。

使い捨てプラスチック製品を段階的に廃止

プラスチック廃棄物問題に取り組む世界的な動きが
盛り上がりを見せています。イケアでは 2020 年 1
月までに、すべての使い捨てプラスチック製品の販
売を全世界のホームファニッシング製品で廃止する
ことを目指しています。2019 年中に、SODA/ ソー
ダ お よ び SÖTVATTEN/ ソ ー ト ヴ ァ ッ テ ン の ス ト
ロー、FÖRNYBAR/ フォルニバール 冷凍庫バッグ、
ISIGA/ イ ス ィ ガ ア イ ス キ ュ ー ブ バ ッ グ、
FÖRSLUTAS/ フォルスルータス ゴミ袋は段階的に
販売中止となりました。

2019 年末には、すべてのイケアレストラン＆カフェ
やビストロで新しい使い捨て資材が導入されまし
た。使い捨てプラスチック製品からプラスチックを

取り除くための最大の課題は、飲用カップの内部の
コーティングです。食品安全上の理由から、すべて
の飲用カップには、液体が紙に漏れたり紙に染み
込んだりしないようにプラスチックでコーティング
した薄い層が必要です。この課題にはパートナーや
サプライヤーと一緒に取り組み続けており、紙コッ
プに施したバージン化石原料からつくったプラス
チックコーティングを、再生可能な原料であるサト
ウキビ製のプラスチックのコーティングに切り替え
ました。イケアは、プラスチックを使用しない代替
品 を で き る だ け 早 く 見 つ け る た め に イ ノ ベ ー
ションを追求していきます。最適なソリューション
が見つかるまでは、一歩一歩アジェンダを進めてい
くための調査を続けます。
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海洋プラスチック

イケアは、海洋に流れ出したプラスチックゴミ（海洋
プラスチック）の問題を解決するリーダーの一員であ
りたいと思っています。これが、2020 年までにイケ
アの製品や食品サービスビジネスから使い捨てプラ
スチックを排除することに取り組んでいる理由の 1 つ
です。FY18 には、海洋プラスチックの原因と影響、
そしてイケアのビジネスが果たすことができる役割に
ついて調査を行いました。FY19 には NextWave に
参加しました。NextWave は、プラスチックが水路
や海洋に流出することを防ぎ、プラスチックを価値あ
る商品にする方法を模索するために設立された企業
連合です。この活動により、リサイクル素材の供給を
増やしながらプラスチックの海への流出を食い止め
ることができます。FY19 には、地中海の漁師が回収
したプラスチックの調達も開始しました。ポリエステ
ルファブリックの製造に使用できる PET 樹脂廃棄物
1 キロを海から回収すると、同時に 9 キロのごみを海
から取り除くことができます。

ポリエステルなどのテキスタイルへのプラスチッ
クの利用について、詳しくは 52 ページをご覧くだ
さい。
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よりサステナブルなフォーム

イケアは、リサイクル素材または再生可能な素材を
使用したコンフォートソリューションの開発に取り
組んでいます。イケアのビジネス全体で、FY20 末ま
でにリサイクル素材または再生可能な素材を用いた
フォームの利用率を約 8％に、FY25 までには 35％
に増やしていくことを目標としています。また、コン
フォート素材としてのフォームの使用方法についても
見直しています。フォームのリサイクル素材や再生可
能な素材の割合を増やすこともその 1 つです。

リサイクルフォーム

イケアは、プレコンシューマー素材（製品を製造す
る工程で廃棄される材料または不良品）に目を付け、
リサイクルフォームを数年にわたって開発してきま
した。現在はポストコンシューマー素材（製品とし
て使用された後に廃棄された材料または製品）にま
で範囲を広げています。これはリサイクル素材およ
び循環型ビジネスの課題をサポートするソリュー
ションであり、通常なら埋め立てや焼却処分になる
製品や素材を生かす方法を開発し、それらを使用可
能な原材料に戻します。FY19 においては、リサイ
クル素材を用いたフォームの割合はごく一部にとど
まっていましたが、FY25 までに少なくとも 20％に
増やすことを目標としています。 

再生可能フォーム

2015 年以降、イケアは再生可能な素材のフォーム
の開発を行い、使用しています。再生可能フォーム
の素材は北米産の大豆油が原料です。大豆油からつ
くられたポリオールは、フォームの素材となる化石
ポリオールの代替品となります。フォーム生産の後
方統合が行われ、FY20 から 21 にかけて、ヨーロッ
パでの本格的な展開を計画中です。

フォーム：リサイクル素材と再生可能な素材をさらに重視
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イケアはよりサステナブルな食品システムを目指し
て取り組みを続けています。私たちのねらいは、ク
ライメートポジティブな食品ビジネスの開発です。
これには責任ある調達を行った食品をお客さまやコ
ワーカーへ提供すること、循環型ビジネスを展開す
ることが含まれます。

イケアは、食品システムの課題は他者と共同で解決
する必要があることを認識しています。サプライ
ヤーと密接に関わり、ほかのビジネスと業界を超え
て協力し、利害関係者とさまざまなイニシアチブに
取り組むことで、よりサステナブルな農業の開発、
家畜や作物の生産をサポートしてきました。

土地と資源を大量に消費する食肉生産は、世界の温
室効果ガス排出の主な原因の 1 つに数えられていま
す。イケアは目標の一環として、植物を由来とした
食品を継続的により多く導入していきます。たとえ
ばイケアのベジドッグのクライメートフットプリン
トは、肉をベースにしたホットドッグの 7 分の 1 に
とどまっています。

食品原料：植物由来の原料をより多く

FY22 末までに、イケアレスト
ラン＆カフェやビストロで販
売する植物由来の製品の量を、
関連製品分野で 20％まで増や
すことを目指しています。

食品原料の内訳 FY19 - フットプリント VS 重量（シェア％）

豆、ナッツ、種（0.8％）
穀物およびシリアル（1％）

根および根茎（0.6％）

フルーツおよび野菜（2.3％）
鶏肉および卵（1.4％）

牛肉および豚
肉 1（11.1％）

乳製品（5.6％）

その他 2

（53.2％）

その他 2

（7.1％）

魚介類（2.8％）

チョコレート、コーヒー、
その他の飲み物（2.1％）

クライメート
フットプリント 
（シェア％）

重量 
（シェア％）

食品原料のクライメートフットプリントの内訳。フットプリントが大きい食品として、牛肉および豚肉、チョコレート、コーヒー、乳製品が挙げられます。これにより、
植物由来の製品が重要であることがわかります。同時に、森林破壊のリスクを排除する、よりサステナブルな供給源から調達した製品も重要です。

1 ほかの反すう動物の肉を含みます
2 水（37.2％、0.2％）、砂糖および甘味料（10.2％、1.5％）、添加物、油脂および塩を含みます

食品原料のクライメートフットプリント
（単位：CO2 百万トン換算）

FY18 

0.9
（+2％）

1.1
（+27％）

FY17 

0.8
（ベースライン）FY16 

牛肉および豚肉 1

（69.8％）

チョコレート、
コーヒー、その
他の飲み物（7％）

乳製品（6.8％）

魚介類（2.5％）

フルーツおよび
野菜（8.5％）

鶏肉および卵
（1.8％）

穀物および
シリアル（5.2％）

豆、ナッツ、種
（2.7％） 根および根茎（7.7％）

FY19 1
（+19％）

FY30 の目標
2016 年と比較して、食品関連の温室効果ガ
スの排出量を少なくとも 25％削減、または
食品関連のカロリー当たりの温室効果ガス
の排出量を少なくとも 38％、相対的に削減
することを目指します。

0.6  0.8（FY16）  
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食品原料のクライメートフットプリントの増加は、
売上が増えていることが主な理由です。食品は売上
高ベースで 19.4％成長し、クライメートフットプ
リントは FY16（ベースライン）から FY19 にかけて
19.1％増加しました。ただし、クライメートフット
プリントの強度は、FY16 の 1kg 当たり 4kg CO2 換
算から、FY19 の 3.66kg CO2 換算へと減少しました。
さらに、FY18 から FY19 にかけて、売上高が 4.8％
増加したのに対してクライメートフットプリントの
絶対量は 5.8％減少しました。

より多くの植物由来の食品を提供するという目標を
達成するために、イケアでは、気候への影響を抑え
た新しい製品や代替品を開発し続け、お客さまにこ
れらを一番に選んでいただくためにはどうしたらよ
いかを検討する必要があります。イケアのメニュー
に植物由来の製品を増やせば、こうした製品を選択
するお客さまが増えます。お客さまが食品を選ぶ際
は植物由来の食品の見た目、味、印象だけではなく、
製品の名称や説明も重要な要素となることをイケア
は学びました。

FY19 には、植物由来の重要な食品をラインナップ
に加えました。植物由来の製品はすべて、肉や乳製
品ベースの製品よりも気候変動に与える影響が大幅
に低くなっています。植物由来の食品について、詳
しくは 102 ページの「家での暮らし＆消費」の章を
参照してください。

イケアは次のコミットメントを守り続けます。 

•	 水産養殖管理協議会（ASC）および海洋管理協
議会（MSC）の認証を受けたシーフードのみを
扱います。FY19 には、MSC または ASC の認定を
受けた魚介類の利用率が約 91.2％に達しまし
た。

 
•	 「 持 続 可 能 な パ ー ム 油 の た め の 円 卓 会 議

（RSPO）」の認証を受けたパームオイルのみを
扱います。

•	 UTZ 認証を受けたコーヒーおよびココアの
みを扱います。

•	 お茶は UTZ、レインフォレスト・アライアンス、
フェアトレード認証を受けるなど、よりサステ
ナブルな供給源から調達したもののみを扱い
ます。

•	 また、イケアの製品の一部は、EU のオーガニッ
ク基準を満たしていると認証されています。 

イケアは、IKEA Food「ベター・プログラム」（60 ペー
ジを参照）に沿い、2025 年までにバリューチェーン
の動物に与える飼料をよりサステナブルなものとし、
森林や重要な自然生態系、保護価値の高い地域の破
壊を引き起こさないようにすることを目指します。 

イケアのメニューに植物由来
の製品を増やせば、こうした
製品を選択するお客さまが増
えます。
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イケアが使用する大豆のほとんどは飼料として使用
されており、このことで私たちは 3 つの大きな課題
に直面しています。

•	 現在、分離方式を採用した、認定済みの大豆は
すべての国で入手できるわけではありません。

•	 食品サプライチェーン全体で使用される大豆
の量を特定することは困難であり、大まかな
見積もりに頼ることも少なくありません。

•	 豚肉、牛肉、乳製品などのより複雑なサプラ
イチェーンでは、飼料に使用されている大豆を
追跡することが難しく、農家が使用する飼料を
コントロールすることは困難です。

これらの課題にもかかわらず、イケアは段階的なア
プローチで飼料のサプライチェーンを見直していく
ための措置を講じてきました。私たちはサプライ
チェーンで使うすべての種の大豆飼料について計
画を策定しました。過去 1 年にわたって、ビジネス
全体におけるサステナブルな大豆の調達ポリシーと
実施計画を見直し、より優れた連携体制とより強力
なガバナンスの実現を目的とする社内ワーキンググ
ループを設立しました。FY19 には次のことを実施
しました。

•	 グローバルなサーモンのサプライチェーンに
おいて認証済み大豆飼料の割合が 100％に達
し、この割合を維持しました。 

•	 鶏肉製品全体に用いられる飼料中の大豆の
100％に相当する認定大豆クレジットを購入し
ました。IKEA Food は RTRS クレジットを購入
することにより、ブラジルで森林破壊のリス

クがもっとも高い地域（マラニョン州および
ピアウイ州）の支援を行っています。 

FY19 には、世界のイケアストアで提供および販売
する食品の 3 分の 1 を Inter IKEA が調達しました。
残りの 3 分の 2 は、イケアのフランチャイジーが個
別に調達したものです。大豆、パーム油、コーヒー、
魚介類などの優先商品を調達する場合、イケアは人
権、環境への影響、動物福祉に焦点を当てます。調
達する飼料もサステナブルな方法で生産されたもの
であるよう、直接サプライヤーを超えた取り組みを
始めました。

小規模農家からのコーヒー調達
イ ケ ア は FY19 も、 ウ ガ ン ダ に お け る
KAWACOM およびサプライヤーの Ahold 
Coffee Company とのパートナーシップを
継続し、ホワイトナイル地方の小規模農家
からコーヒーの調達を行いました。FY19
末の時点で、14,500 のコーヒー農家がこ
のイニシアチブに参加しています。
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IKEA Food「ベター・プログラム」1 は種ごとに策定
されており、農場レベルでの動物福祉、公衆衛生、
環境管理に重点を置き、よりサステナブルな畜産業
のためのビジョンを形成しています。

•	 ベター・チキン 2：FY19 には、世界のチキンミー
トボールの 15％が、イケアが定めた 2020 年
の基準に従って調達されました。2020 年末ま
でに市場の 80％が基準を満たすことを目指し
て推進を続けます。

•	 ベター・ポーク：現在イケアでは、サプライ
ヤー、NGO、認証機関から情報を収集して分
析しながら「ベター・ポーク」プログラムの基
準の最終決定を行っており、2020 年に「ベター・
ポーク」ロードマップを発表することを目標と
しています。

プログラムの実施効果を高めるため、教室での研修、
世界の農場でのセッション、および社内外の専門家
によるサポート資料作成を通じて社内の能力を高め
ることに重点を置いています。さらにイケアは、動物
福祉のためのグローバル連合の創設メンバーとして、
動物ベースのサプライチェーンにおける業界全体の包
括的な改善を積極的にサポートし続けています。

革および羊皮

•	 段階的なアプローチを継続しており、2018 年
のブラジルに続いて 2019 年にはボスニアとク
ロアチアでのトレーサビリティを拡大し、食肉
処理場を超えて畜産場への直接追跡を実現し
ました。2020 年にはアルゼンチンとロシアを
対象とする予定です。

•	 ボスニア、クロアチアの食肉処理場と畜産場で
FAI Farms3 と協力してパイロット監査を実施
し、新しい IWAY 6.0 動物福祉基準についての
評価を行いました。

•	 動物保護トレーサビリティシステム（APTS）を
開発し、すべての革のサプライチェーンに導入
しました。牛革およびヤギ革への実装は 2019
年 12 月末までに完了しており、羊皮について
も FY20 末には完了する予定です。

•	 すべてのタイプの皮革が含まれるよう仕様の
見直しおよび更新を行いました。羊皮はこれま
で、ほかの革とは別に管理されていましたが、
今後すべてのタイプの革に対して同一のアプ
ローチを採用することになりました。FY22 ま
でに直接農場を追跡できる完全なトレーサビ
リティを達成することを目的としています。

動物福祉：よりよい基準を守り続ける

1 https://newsroom.inter.ikea.com/about-us/ikea-food-better-programmes-support-shift-towards-better-animal-welfare-and-a-more-sustainable-food-/s/f74a1c21-e4a8-4828-ba7b-cbb9d6e7b517
2 https://newsroom.inter.ikea.com/news/ikea-announces-better-chicken-programme-for-more-sustainable-agriculture/s/e316a656-8bb2-42a9-942b-5fe5fd742b10
3 FAI Farms  http://www.faifarms.com/

イケアは、2025 年までに食品
サプライチェーンの主要な動
物製品の調達をIKEA Food「ベ
ター・プログラム」に準拠し
たものにするという目標に向
けて努力を続けています。1 
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分離方式を採用し、「持続可能なパーム油のための
円卓会議（RSPO）」の認証を受けたパーム油は、よ
りサステナブルな油に分類されます。イケアは、森
林破壊、泥炭の開発、人権に関する RSPO の原則と
基準の強化を支援しています。イケアのパーム油の
大部分（FY19 は 99％）は、よりサステナブルな供
給源から調達されたものです。これにはイケアの
キャンドルのパーム油の 100％、食品のパーム油の
91％が含まれます。分離方式を採用したパーム油の
割合は増加しましたが、この割合をさらに高めてい
くことは引き続き課題として残されており、各市場
において食品の調達に取り組む必要があります。
パーム油は非常にさまざまな食品の材料として使用
される可能性がありますが、多くの場合は使用量が
わずかなため、マッピングが困難です。イケアは、
このわずかな含有量に対して認定証を購入していま
す。これにより、たとえそれが分離方式でつくられ
たパーム油でなくても、RSPO 基準対応に取り組む
サプライヤーにとっての付加価値を生み出します。 

私たちは、イケアの製品に使用されるパーム油のサプ
ライチェーンを完全に追跡可能にすることを目指して
います。このため外部のパートナー企業と連携しなが
ら、キャンドルのバッチをテストし、CoC（チェーン・
オブ・カスタディー）システムの信頼性を調査し、ト
レーサビリティを検証する取り組みを行っています。
また、サプライチェーンをマッピングし、人権アセス
メン卜の実施を現場で進めています。

RSPO は FY18 に基準を強化し、パーム油のサプラ
イチェーンにおける人権問題を基準に反映させまし
た。イケアは、今回の改訂、そして RSPO が今後の
ガイドラインに小農地所有者の状況改善を盛り込む
ことを歓迎しています。小農地所有者はサステナブ
ルなパーム油生産のために重要な存在であるためで
す。FY19 には、森林伐採撲滅という現在進行中の
目標に加え、小農地所有者の多様性の受け入れと人
権に重点を置いたプロジェクトを支援しました。

パーム油：よりサステナブルな供給源からの調達

キャンドルの菜種油
FY19 には菜種油のキャンドルをヨーロッパ
と北米で導入しました。北ヨーロッパで栽
培され、スウェーデンで加工された菜種は、
食品生産とは競合せず、既存の農地で栽培
されています。パーム油の蝋に比べてクラ
イメートフットプリントが少なくとも 30％
も少ないのが特徴です。菜種を栽培するに
は多くの土地が必要ですが、現時点の最大
の利点は、パーム油と比較して森林破壊の
リスクを最小限に抑えられることです。

イケアは FY19 に 32,000 トン
のパーム油（主にキャンド
ル）を使用しており、そのう
ちの 9％が食品への利用でし
た。イケアは責任ある調達に
取り組んでおり、新しい、よ
りサステナブルな素材を常に
探し求めています。 
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紛争鉱物：責任ある鉱物イニシアチブへの参加

紛争鉱物とは紛争地帯で採掘された天然資源のこと
です。特にコンゴ民主共和国や隣接する国々では、
紛争の長期化やその資金調達のためにこうした資源
が取引されることが多々あります。もっともよく採
掘 さ れ る 紛 争 鉱 物 は 3TG、 つ ま り、 タ ン タ ル

（tantalum）、スズ（tin）、タングステン（tungsten）、
金（Gold）です。3TG 鉱物は主に電気・電化製品
やその部品の製造、またはその他の製品の製造過程
で使用されます。これらの鉱物は電気製品やデジタ
ル機能を持つ製品に含まれているため、イケアのビ
ジネスは比較的少量を、間接的に調達してしまって
います。イケアは FY19 に、3TG やコバルトなどの
紛争鉱物の責任ある調達を確保することに努めまし
た。責任ある鉱物イニシアチブ（RMI）に参加し、
トレーサビリティを確保するための成功事例への理
解を深め、学んでいます。RMI のリソースはサプラ
イヤーのスキルアップに使用され、サプライヤーも
この問題に対し積極的に取り組むことができるよう
になります。

金属：リサイクル含有量を高める

イケアのホームファニッシング製品で使用
する金属のリサイクル含有量を増やすため、
スチールとアルミニウムのリサイクル能
力をグローバルでマッピングしました。リ
サイクルスチールの世界的なニーズは、需
要の増加とスチール製品の寿命の長さを原
因として供給を上回ることが予想されます。
こうした状況に対して、世界平均よりも多
くのリサイクル素材を確保するための戦
略を練る作業は、現在、最終段階に達して
います。

ラテックス：FY20 までに FSC 認定の天
然ラテックスのみを使用

FY19 に行った素材マッピングにより、イケア
の製品のラテックス調達の全体像が確立され
ました。FY20 からは、FSC 認証ラテックスを
使用したサプライチェーンの構築を開始して
います。イケアの森林チームの専門知識を活
用して、タイで FSC 認証ラテックスの調達を
展開しています。今後のイケアの目標は、小
規模土地所有者と協力して、FSC の認証を得
られるラテックスの生産を増加させていくこ
とです。
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このセクションでは、イケアの製造サプライヤーと IKEA Industry にお
けるクライメートフットプリントおよびエネルギーと水の使用に関する
データについて説明します。また、安全かつ有意義で多様性を受け入
れた雇用を創出し、バリューチェーン全体を通して、働くのに最適な場
所を生み出すための取り組みについても紹介します。

生産

27％
中国

8％
イタリア

5％
リトアニア

4％
ドイツ

33％
その他

19％
ポーランド

主要ホームファニッシング仕入れ国 - 仕入れ額
（全体のうちの％ - FY19）

4％  
スウェーデン

イケアの最大の家具調達地域はヨーロッパです。イケアのサプライヤーはイケ
アのビジネスの重要な一部です。販売市場に近いサプライヤーや原材料調達
源と協力することで、輸送効率が向上します。
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イケアの目標は、2030 年までに、生産による温室効
果ガスの絶対排出量を FY16 と比較して 80％削減する
ことです。中でも、イケアの製品の約 12％を生産して
いる IKEA Industry1 の製 造部門では、模範を示す
ため、この目標を FY25 までに達成することを計画し
ています。こうした挑戦を実現するために、FY30 まで
の再生可能エネルギー使用率 100％の達成、さらに、
イケアの製品の製造現場で使用されるもっともクライ
メートフットプリントの高い燃料である石炭および石油
由来の燃料の遅くとも FY25 までの段階的な廃止を、
サブ目標として掲げています。

FY19 は、FY16 のベースラインと比較して、生産による
クライメートフットプリントが絶対値で減少した最初の
年であり、その削減達成率は 8％でした。これは、家
具と製品に使用するボードの両方を製造しているフラッ
トライン（ボードを使用した家具）カテゴリーエリア（CA）
および IKEA Industry による木製家具の生産における
努力の成果です。3 年間で、フラットライン CA はクラ
イメ ー トフ ッ ト プ リ ン ト を 30 ％ 削 減 し、IKEA 
Industry は 52 ％削 減しました。 その主な要 因は、
ポーランドなどのクライメートフットプリントの高い市
場において、電力を中心として再生可能エネルギーを
多く使用するようになったことです。

生産におけるクライメートフットプリントを80％削減する

ホームファニッシングサプライヤー 2（2.6）

食品サプライヤー（0.07）

IKEA Industry のオペレーション（0.2）

カタログおよび印刷物サプライヤー（0.04）
部品サプライヤー（0.1）

IKEA Components のオペレーション（0.001）

製造に関する環境負荷クライメートフットプリントにおける進捗状況。ベースラインの FY16 と比較して、FY19
では絶対値で 8％の削減を達成しました。ポーランドなどのクライメートフットプリントが高い国での再生可能
電力使用の増加が主な要因です。

1 IKEA Industry は、林業、製材所、そして板材、木材部品、レディメイド家具の生産を含む生産ユニットを運営しています。
2 KEA Industry および IKEA Components による事業を除きます。

再生可能エネルギー使用率
100％への移行と石炭および
石油由来の燃料の段階的廃
止を目指します。

クライメートフットプリントの産出
（単位：CO2 百万トン換算）

3.1
（+3％）

2.8
（-8％）

3.1
（+1％）

3
（ベースライン）

FY19 

FY18 

FY17 

FY16 

0.6 3.0（FY16） 

FY30 の目標
FY16 と比較して絶対値で 80％削減
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エネルギー需要や利用可能なエネルギー源はサプラ
イヤーが製造している製品によって異なるため、エネ
ルギーを節約し、再生可能エネルギーに 100％切り
替えていくためには、サプライヤーと協力して取り組
む必要があります。たとえば、電力のみを使用する
サプライヤーは、再生可能電力の購入を開始すれば
クライメートフットプリントを削減できます。一方、
大量の熱を使用するサプライヤーは、石炭からバイ
オマスなどの再生可能エネルギーに切り替えるための
投資とポリシーの策定の両方が必要となるでしょう。

生産の各部門および影響力の大きい一部のサプライ
ヤーの主要な動きを詳しく定めたロードマップを作
成しました。再生可能エネルギー使用率 100％に到
達する見込みは、国ごとの政策や規制によって大き
く異なります。現地特有の条件に基づいてサプライ
ヤーをサポートするため、地域限定のイニシアチブ
も実施します。こうしたプロジェクトの 1 つとして、
中国では、イケアのサプライヤーが現場に太陽光発
電パネルを設置するサポートを行っています。すで
にサプライヤーの 30％以上がパネルを設置してお
り、今後 3 年間で 50％に達する見込みです。さらに、
天然ガスからバイオガスに切り替えたスウェーデン
の部品サプライヤーなど、世界各地のイケアのサプ
ラ イヤー の 一 部 が 再 生 可 能 エ ネル ギ ー 使 用 率
100％を実現しており、クライメートフットプリント
の 90％以上の削減に成功しています。

再生可能エネルギー使用率 100％を達成する

バイオ燃料（3,261,745MWh）

グリッドから購入した再生可能な電力
（1,826,648MWh）
現場で発電された電力

（107,371MWh）

再生可能エネルギー非再生可能エネルギー

その他の加熱のための燃料（157,028MWh）

石油および石油由来の燃料（344,646MWh）

石炭および石炭由来の燃料（627,118MWh）

天然ガス（3,186,310MWh）

グリッドから購入した非再生可能な電力
（1,939,637MWh）

生産：サプライヤーのエネルギー内訳 - MWh（メガワット時）

遅くとも 2025 年までに、生産現場でのすべての
石炭および石油ベースの燃料の使用を段階的に
廃 止し、 可 能 であ れ ばクライメートフットプ
リントを大幅に削減し、大気の質を改善します。

2030 年までに、生産における再生可能エネル
ギー（電気、加熱、冷却、その他の燃料）の使
用率 100％を目指します。

再生可能エネル
ギーの割合

46％
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IKEA Industry による温室効果ガス排出量の大幅
な削減は、気候変動への対応を事業計画の最優先 
事 項として設 定し、再生可能エネルギーおよび 
エネルギー効率のさらなる改善の両方を重視する 
ことによって達成されました。減少の主要因は、 
IKEA Industry における製品生産を主に担ってい
るポーランドで、再生可能電力使用率 100％を達
成したことです。天然ガスボイラーからバイオマス
ボイラーへの切り替えに対する投資や、生産現場
での太陽光発電パネルによる再生可能電力の発電
の増加も要因の 1 つです。今日、IKEA Industry
の再生可能エネルギー使用率は 85.7％となってお
り、電力消費の 83.9％、熱量の 89.9％を再生可
能エネルギーでカバーしています。

FY19 には、ポーランド最 大の IKEA Industry の
施設で太陽光パネル設置のための事前プロジェク
トが実施されました。ポーランドは石炭の使用量が
多いため、伝統的に電力使用に高いクライメートフッ
トプリントが伴っていた国でした。この太陽光パネ
ルは、現場での電力消費に特化したものとしては世
界 最 大 の 設 備 の 1 つ と 推 定 さ れ ま す。IKEA 
Industry が FY25 までに再生可能エネルギー使用
率 100％を達成するという目標に向けた最終段階を
踏み出すにあたって、主な課題となるのは、ロシア
と中国での再生可能電力の調達、リトアニアでの天
然ガス使用の廃止、および内部輸送で使用される
化石燃料の段階的廃止です。

再生可能エネルギーへの投資に加えて、エネルギー
効率を引き続き高めていくことが重要です。そのた
め、IKEA Industry では工場をサポートするための
専任チームをつくり、新しく開発されたツールを用い
て、実行に移された節約状況をフォローしています。

石炭および石油使用の段階的廃止

再生可能エネルギー使用率 100％に向けて努力す
ることとは別に、環境にとって大きな負担となる化
石燃料、つまり石炭や石油由来の燃料を段階的に
廃止していくことも重要です。石炭の段階的廃止は、
石油よりも大きな課題です。現在、イケアでもっと
も多く石炭を消費しているのは、繊維、ガラス、食器、
装飾品の生産です。一部の部門では、石炭を使用
したセラミック炉を天然ガス利用型の炉に置き換
え、その後に天然ガスをバイオガスに置き換えるな
ど、利用可能なソリューションがあります。ただし、
インド、パキスタン、トルコ、インドネシアなど一
部の国では、政策、規制、再生可能燃料の入手制
限により、必要な方策をとることが困難になってい
ます。そのような国では、適切な技術的解決策を見
つけるだけでなく、石炭に対する補助金などの政策
や法律にも影響を与えていくことが重要です。

再生可能エネルギーの割合（％）

46％ FY19 

40％FY18 

39％FY17 

39％FY16 

FY30 の目標
2030 年までに、生産における再生可能エネルギー（電気、加熱、冷却、
その他の燃料）の使用率 100％を目指します。

生産におけるエネルギー消費の再生可能エネルギーの割合（電力、加熱、
冷却、内部輸送を含む）。FY16-18 の進展はわずかでしたが主要サプ
ライヤーと IKEA Industry の工場が再生可能電力使用率 100％を達成
したことで、FY19 は大きな前進がありました。

製造現場での石炭および石油由来燃料使用率（％）

9％ FY19 

12％FY18 

11％FY17 

10％FY16 

FY25 の目標
遅くとも 2025 年までに、生産現場でのすべての石炭および石油ベース
の燃料の使用を段階的に廃止し、可能であればクライメートフットプ
リントを大幅に削減し、大気の質を改善します。

製造現場で使用される石炭および石油由来燃料の割合はわずかに減
少しましたが、FY25 までに段階的に廃止するというサブ目標に到達す
るためには、今後数年の努力が必要です。このためには、テキスタイル、
セラミック、ガラスの製造における特別な配慮が必要となります。
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サプライヤーサステナビリティ指標

イケアでは、サプライヤーサステナビリティ指 標
（Supplier Sustainability Index - SSI）ツールを使用し
て情報とデータの収集を行っています。SSI は、サプ
ライヤーによる開発の影響を追跡し、行動規範である
IWAY を超えてパフォーマンスを改善するためにサプラ
イヤーと協力する機会を探るためのツールで、収集し
た情報とデータはイケアのサステナビリティレポートに
掲載するフットプリントや KPI SSI を確定するために利
用しています。各サプライヤーの状況や条件に基づい
てサステナビリティにおける開発レベルを個別に測定
することで、サプライヤーの行動計画のベースとなり
ます。その目的は、サプライヤーの意識と知識を刺激
し、導き、高めることです。また、エネルギー・水・
化学物質・材料の調達、製造プロセスとリソースの使
用、廃棄物・化学物質・材料・水などの利用されてい
ないリソースの活用、戦略と管理システムなど、サス
テナビリティにおいて重要な課題についての取り組
みを促進することも含まれます。

FY19 には、SSI の更新によってデジタル化を進め、
よりユーザーフレンドリーなものとしました。SSI は
200 項目ほどの質問からなり、スコアを合計するこ
とで指標が決定されます。サプライヤー全体の SSI
パ フォ ーマ ンス は FY18 と 比 較して 7 ％ 上 昇し、
59.4％から 63.9％へと向上しました。
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IKEA Industry の各ユニットでは主に木材を使用し
ています。FY19 には、木材を除くと 44,572 トンの
一般廃棄物が発生しました。そのうち 83.3％がリサ
イクルされ、14.5％はエネルギー回収に回され、2.2％
は埋め立てられました。

IKEA Industry では廃棄物をなるべく出さないことを
目指し、廃棄物を削減する方法を模索しています。す
べてのユニットで、どのような廃棄物が出ているのか、
それを発生させないためにはどうすればよいかについ
て理解を深めるようにしています。サプライヤーが使
用する梱包材の問題について、サプライヤーと協力し
て取り組むこともそうした活動の 1 つです。

FY19 には、IKEA Industry は梱包材の廃棄物を削減
するためのプロジェクトを材料サプライヤーと協力し
て開始しました。中国の南通にある生産ユニットでは、
部品の梱包の木箱の再利用フローをつくり、また、
容器の材料を適切な厚さにすることで、パッケージに
使用する材料の量を減らしています。こうした試みも
プロジェクトの一部です。大きな課題は、生産量を
増やしながら廃棄物の総量を減らしていくことです。

イケアストアでの廃棄物の削減への取り組みについ
て、詳しくは 82 ページをご覧ください。

IKEA Industry の廃棄物を削減する

IKEA Industry – 木材リサイクル生産ラインへの
投資

IKEA Industry は FY19 に、スウェーデンのフル
ツフレードでの生産ラインの開発とリサイクル木
材洗浄ラインの建設に 1,200 万ユーロを投資しま
した。ラインが完成すれば、リサイクル木材を使
用してチップボードを製造できるようになります。
リサイクル木材を使用することで、利用価値のあ
る材料の廃棄を削減し、循環経済に貢献し、イ
ケアのビジネスを循環型へと変えていくことがで
きます。

リサイクル木材工場が完成し稼働すれば、木製
家具、パレット、ボックスなどから得られた 20
万トン以上のリサイクル木材からチップボードを
つくることが可能になります。これは樹木 59 万
本に相当する量です。フルツフレードの施設の稼
働開始後は、生産するボードの 50％にリサイク
ル木材を使用する予定です。

循環型経済の原則を適用する
ことで、イケアのビジネスとバ
リューチェーンから廃棄物をで
きる限り削減することを目標と
しています。
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生産における水の使用
サプライチェーンにおける水の管理

優れた水の管理者になることは、イケアのビジネスに
おける水効率を改善するだけではありません。バ
リューチェーン全体に働きかけ、直接サプライヤーが
よりよく水を管理できるようサポートし、優れた例を
共有することでもあります。

イケアの担当者はホームファニッシングサプライヤー
と協力し、工場全体における水の総消費量や水の処
理方法について指導を行っています。私たちはサプ
ライヤーと協力し合って、イケアの製品の製造に使用
される水の量の約 4 倍に相当する水の問題に取り
組 んでいます。200 以 上にのぼるイケアのホーム
ファニッシングサプライヤーが、20 を超える国々の、
水ストレスの高い地域または非常に高い地域に拠
点を置いています。

イケア が 水 アジェン ダ を推 進させるた め のアク
ションを示す 2 つの例があります。1 つは、250 を超
える廃水処理プラントの年次監査、そしてもう 1 つは、
サプライヤー向けに地域ごとに開催している水に関
するサステナビリティ会議です。FY19 にはさらに、
主要なサプライヤーグループの水運用リスク評価を
実施しました。これは FY20 も継続する予定です。

IKEA Industry

IKEA Industry がイケアの製品の生産に使用する水
の量は、ホームファニッシングサプライヤーが使用す
る水の 総 量の 約 5％であると推 定されています。
FY19 に IKEA Industry は、FY18 と 同 レ ベ ル の 約
190 万 m3 の水を使用しました。IKEA Industry の
目標の 1 つは、質の高い飲料水の使用を減らすことで
す。IKEA Industry が現在使用している水の 53％が
飲料水、42％が地下水、5％が排水です。イケアは
作業方法や技術設備を改善し、どこでどれほどの
水を節約できるかを見極めるための研究を行ってい
ます。
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生産における水の使用 
（千 m3）

27,253

33,929

36,963

FY17 

FY18 

FY19 

ホームファニッシングサプライヤー（35,063）
IKEA Industry（1,900）
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生産における健康、安全、幸せ
イケアのサステナビリティチームはサプライヤー 
と緊密に連携して、労働者の健康と安全、緊急事態
や防火、化学物質への対応に焦点を当て、サプライ
チェーンの健康と安全のシステムとプロセスを開発し
ています。サプライヤーが遵守すべき要件は、行動
規範である IWAY で明確に定められています。IWAY
について、詳しくは 109 ページをご覧ください。

IKEA Industry における健康と安全

IKEA Industry では機械や化学薬品を取り扱い、頻
繁な輸送を行っているため、必然的に怪我のリスク
が高くなりますが、コワーカーの FY19 の怪我の件数
は前年度よりも減少しました。安全は常に最優先事
項ですが、それでもコワーカーの怪我は発生します。
そのため、イケアは安全文化の向上に引き続き取り
組んでいます。

安全に関するマイナスのトレンドの突破口を見つけた
と語るのは時期尚早ではありますが、FY19 は前年よ
りもコワーカーの怪我の少ない、喜ばしい年である
とは言えるでしょう。

143

FY18 

FY19 

FY17 135 

IKEA Industry
休業災害 * の発生件数の推移

176 

* 1 日以上の休業を必要とする事故。

4.9 

4.2

FY18 

FY19 

FY17 3.9 

IKEA Industry 
休業災害の発生率 *

* 労働 100 万時間当たり

86

FY18 

FY19 

FY17 115.3 

100.5

* 事故につながる可能性のあった安全でない状況、行為またはニアミス。

IKEA Industry 
報告された事故の件数 * （千件）
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変化のスピードはかつてないほど速くなっています。デジタ
ル化、新しいテクノロジー、気候変動により、企業は運営
方法の変革を迫られています。このことは、特に製造業に
おいて、企業とそのコワーカーに新たな機会とより高い要
求が生まれていることを意味します。

近年、IKEA Industry の多くのユニットでは、製造における
手作業の多さや重労働が原因で、人材の採用がより困難に
なっていることが問題視されてきました。こうしたタイプの
仕事の離職率も比較的高くなっています。

IKEA Industry は、働くのに最適な環境を提供する世界レベ
ルの製造業を生み出すことにリーダーシップを発揮していき
たいと考えており、そのためには反復的な重労働の量を減ら
すよう努力する必要もあります。自動化はこれを達成するた
めの 1 つの方法です。自動化によって、仕事をより刺激的で
やりがいのある、有意義なものへと変えることができます。
そして、それに伴って新しいスキルを持つコワーカーを育成
していく必要があります。

IKEA Industry は「未来の製造システム（MSF）」に沿って
歩みを進めています。このプロジェクトでは、よりよい仕事
内容、エルゴノミクスに適合した職場、よりバラエティに富ん
だコワーカーを目指した取り組みが続けられています。

また、イケアプロダクションシステム（IPS）を利用した継続 
的な改善のためのプラットフォームも用意されています。IPS 
およびIKEA Industryピープルプランでは、コワーカーが能力を
身につけ、さまざまな側面で責任ある業務を果たしていけるよ
うに なるた め の 方 法 を 定 めて います。 たとえ ば、IKEA 
Industry は自律的チームで作業するというコンセプトを開発
しました。チームは、より多くの人が継続的な能力開発に参
加するためのコアとなります。コワーカーが仲間として受け
入れられ、評価され、尊重され、そして自分の意見に他者
が耳を傾けてくれていると感じられるようにすること。それ
がチームの主たる目的です。

反復的で負荷の高い 
製造業務を変えていく 
ためのIKEA Industryの 
取り組み
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イケアは、安全かつ有意義で多様性を受け入れた雇
用を創出し、バリューチェーン全体を通して、働くの
に最適な場所を生み出せることを信じています。私た
ちは、サプライチェーンで雇用されている移民や在
宅作業者など、バリューチェーンで働く普段あまり話
題に上らない人々のために立ち上がっています。

責任ある賃金設定 

責任ある賃金設定に対するイケア共通のアプロー 
チの 1 つとして、古くからある慣行をレベルアップし、
そこに新しい考え方を採り入れることを目指していま
す。多様性が受け入れられ、平等で、雇用が重視さ
れた職場づくりを行い、能力を持った人をひきつけ、
長く働いてもらい、そのパフォーマンスに報いるため
の賃金水準、賃金慣行、開放性、アクセシビリティ、
社会的対話といった基盤を整えていきます。FY19 に
は、イケアは責任ある賃金設定についての新しい取
り組みを開始し、1 つのワーキンググループを設立し
ました。このワーキンググループは、バリューチェーン
全体で徹底して実践すべきイケアの共通アプローチ
およびこの件に関する共通の作業方法を開発するこ
とを目的としています。

FY19 の進捗は次の通りです。現在、イケアの責任あ
る賃金設定の全体的な枠組みを開発中です。この枠

組みは、イケアに属する企業とパートナー企業が賃
金設定の自社評価を行い、イケアの包括的な目標に
沿った具体的な計画を提出する際のガイドラインとな
るもので、リテール市場やサプライチェーン、IKEA 
Industry で実施したこれまでの評価から得た知見に
基づいて構築されています。この枠組みに基づいて、
イケアに属する企業とそのサプライヤーにおける自
社評価や具体的な行動計画の作成を支援する方法
も開発中です。

責任ある採用

自分自身と家族のために収入とよりよい生活の機
会を得られる仕事を求めて、別の国を目指す人々もい
ます。残念ながら、こうした移民は職を得るまでの
過程で多大なコストを支払う羽目になることが多いの
ですが、そのようなコストのほとんどは不要なもので
あり、しかも隠されています。私たちは、世界中から
このような風潮を排除するには時間がかかり、しか
も多くの人が協力して力を尽くしていく必要があるこ
とを理解しています。そのため、イケアは「責任ある
採 用のため のリー ダーシップグル ープ」1 の 創 設
メンバーとなり、労働者は仕事を得るためにお金を払
うべきではなく、採用費用は雇用主が負担すべきで
あるという「雇用主負担原則」を支持する立場をとっ
ています。

リーダーシップグループとイケアのバリューチェーン
全体の力を結集して、私たちは 3 つの分野に焦点を
当てます。

•	 実行をサポートするツールとアイデアを開発お
よび共有することにより、責任ある採用の需
要を生み出します。

•	 倫理的な人材派遣会社を特定するシステムを支
援することで、労働力の倫理的な供給が行われ
るようにします。

•	 規制の改善を通じて、移民労働者の保護をより
強固なものにします。

イケアはこれまで数年間にわたって、国際移住機関
の協力のもと、サプライチェーン内において広範な
作業を実施し、移民労働者の出身国の村から受け入
れ国の雇用場所に至るまでの就職過程についての調
査を行いました。この調査によって多くの情報が集ま
り、さまざまな課題が浮き彫りになると同時に、変
化のための機会も生まれたのです。重要な発見の 1
つは、求人業界の大部分のビジネスモデルを、労働
者が費用を支払うモデルから顧客（企業）がプロ
フェッショナル求人サービスに支払うモデルに変える
必要があるということです。

参加意識が高く、裁量のあるバリューチェーン

1 https://www.ihrb.org/employerpays/leadership-group-for-responsible-recruitment
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国際移住機関（IOM）は、IRIS（国際採用保全システ
ム）を開発しています。これは、人材採用担当者（人
材派遣会社）のための自主認証スキームで、責任の
ある採用が確実に実施されることを目的としたもの
です。IRIS 標準要件およびコンプライアンスやモニタ
リングのメカニズムを通じて、責任ある採用のベンチ
マークが定められています。

IRIS 諮問委員会のメンバーとして、イケア 1 は IRIS を
積極的にサポートしています。諮問委員会には次の 3
つの主目的があります。

•	 IRIS の取り組みとその実践に関する戦略的およ
び技術的なアドバイスを提供すること。倫理的
な採用の促進という IRIS の目標達成をサポート
すること。倫理的な採用を促進するための利害
関係者の取り組みについて成功事例および進捗
情報を共有すること。

イケアは IRIS の取り組みとその成果を歓迎していま
す。そして、移民労働者の採用を考えるイケアのバ
リューチェーンのサプライヤーが利用する人材派遣会
社が、IRIS の認証スキームを採り入れることを推奨し
ています。

1 Inter IKEA グループのメンバーシップを通じて

台湾の主要利害関係者とその活動

台湾におけるイケアの調達組織は欧州在台商務協会（ECCT）の
メンバーであり、ECCT の他メンバーに対し、責任ある採用や「雇
用主負担原則」についての意識を高め、実践するよう働きか
けを行っています。また、中華経済研究所などの組織と協力し
ながら、台湾で事業を行う他ブランドに対して責任ある採用や

「雇用主負担原則」に関する認識を深めるよう働きかけています。
さらに、地域の「責任ある採用のためのリーダーシップグループ」
イニシアチブにも積極的に参加しています。

FY19 にイケアは、カンボジアやミャンマーからの労働者の、 
タイのサプライヤーによる採 用をマッピングするプ ロジェ 
クトを開始しました。このプロジェクトの目的は、採用過程に関
する知識を増やし、それを改善する方法を理解することにありま
す。目標の 1 つは、労働者に課される可能性のある費用をすべ
て特定することです。その後、責任ある採用の一環として、こう
した費用を撤廃するか、または雇用者が支払うように変えていく
ことができます。倫理的な採用枠を増やす方法、変更が必要な
規制、ビジネスパートナーの意識向上、労働者の権利と期待に
ついての適切なトレーニングなど、その他の要因も今後検討さ
れる予定です。
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在宅作業者アジェンダ

イケアは、サプライチェーンで働く人々が発言の権
利を持ち、仕事に熱心に取り組み、仕事場で積極的
な役 割を果たせることを望んでいます。サプライ
チェーンで雇用されている移民や在宅作業者など、イ
ケアのブランドのもとで活動する企業で働いている
疎外された人々を含め、バリューチェーンで働く普段
あまり話題に上らない人々を支援したいと考えてい
ます。

世界に広がる天然繊維サプライチェーンは、労働者
が自宅での製織または製織センターから収入を得ら
れるようにすることで生計を提供しています。自宅で
の作業は、ある程度柔軟性を持って作業できるとい
う利点はありますが、劣悪な労働条件や低収入のリ
スクもあります。

イケアでは、木材と繊維のサプライチェーンにおける
在宅作業者の環境改善に取り組んでいます。現在、
イケアの木材および繊維のサプライチェーンで雇用さ
れている 888 人がインドネシアや中国の専用の製織
センターで働いており、また、中国、インドネシア、
ベトナムを合計すると 9,373 人の労働者が在宅で作
業を行っています。安全な環境が整った製織センター
では、定期的な仕事が提供され、出来高に応じて合
法的に定められた賃金が支払われます。労働者は勤
務時間帯や労働時間を選択できるため、休暇も柔軟
に取得できます。

FY18 には、在宅作 業 者と製 織 センターの労 働 者 
の両 方を対 象とした 新しい IWAY ガイドラインと 
前提条件を制定しました。これにより、この問題に
関する、木材と繊維のサプライチェーンに対するイケ
アの要求事項が明確になりました。このガイドライン
は、中国、インドネシア、ベトナムのサプライヤーと
のワークショップなどを通して社内外の利害関係者
の意見を反映してつくられたものです。

FY19 は、新しい在宅作業者ガイドラインの実施に 
焦点を合わせ、在宅作業者アジェンダへの取り組みを 
継続しました。また、ガイドライン 2.0 に対する意見
収集も行いました。ベトナム、インドネシア、中国の
内部および外部利害関係者からの知見が集まり、ガ
イドラインの実施によって問題に関する進展が見られ
たものの、依然として、いくつかの大きな課題が残っ
ていることがわかりました。ガイドラインの見直しに
より在宅作業者が自宅での仕事から多くのメリットを
享受している一方で、低賃金やさまざまな利益が受
けられないなどの問題点が明らかになりました。こ
れらの過程を全体的に強化するには、トレーニング
内容を改善し、回数を増やすと同時に、定期的で有
意義な労働の機会をより多く提供する必要がありま
す。FY20 も引き続き、ガイドラインの見直しおよび
課題の残る領域の強化を図っていきます。
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IKEA Transport & Logistics Services は、50 を超えるさまざまな市場の
配送センターを介して、工場からストアにイケアの製品を輸送しています。

長期的な目標は、2030 年までに、製品輸送による
温室効果ガスの絶対排出量を2017 年と比較して
15％削減することです。これは、2030 年までに製品
の輸送 1m3 ごとの温室効果ガス排出量を70％削減
することに相当します。

イケアの製品は陸と海の両方で輸送されています。FY19 には、イケアの
バリューチェーンからの温室効果ガス排出総量の約 5％が製品輸送に
よって発生 1 しており、クライメートフットプリントは 110 万トンの CO2 に
換算されます。クライメートフットプリントの絶対値は、主に平均輸送距
離の減少により、前年度と比較して減少しました。

FY19 の 1 回当たりの製品荷量はわずかに減少しましたが、CO2 排出量（製
品重量および輸送距離当たり）には変化がありませんでした。

製品輸送

FY18 FY19

製品重量および輸送距離当たりの 
温室効果ガス排出量 

（kg CO2 換算 /ton.km） 0.188 0.188

1 回の出荷で輸送される製品の 
正味立方メートル 57 56.7

1 イケアのフランチャイジーが行う、お客さまへの配送は含まれません。これは配送サービスに分類されます。 
88 ページの「お客さまの来店＆配送サービス」をご覧ください。

製品輸送効率 
（1 回の出荷で輸送される製品量）

1.1 
（-0.8％）

1.2 
（+5.3％）

1.2
（ベースライン）

1.1

製品輸送によるクライメートフットプリント
（単位：CO2 百万トン換算）

FY19 

FY18 

FY17 

FY16 

インターモーダル陸上輸送（0.1）
海上輸送（0.5）

自動車による陸上輸送（0.5） 

FY30 の目標
2030 年までに、製品輸送による温室効果ガスの絶対排出量を 
2017 年と比較して 15％削減します。
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輸送を脱炭素化するためには多様なソリューション 
の活用が必要であり、新しいアイデアにオープンであ
ること、イノベーションを推進するために他者と協力
することが重要です。IKEA Transport & Logistics 
Services は、削減、置き換え、見直しなどの輸送ソ
リューションを組み合わせることで課題に取り組んで
います。

•	 すべての出荷をできる限り効率化することでク
ライメートフットプリントを削減します。

•	 化石燃料を代替品に置き換えます。また、大型
コンテナを使用して商品を輸送することで、輸
送機関切り替え時の荷扱いの必要性がなくなる
インターモーダル輸送の活用機会を増やしま
す。FY19 には、世界でのインターモーダル輸
送の割合が増加し、輸送全体の 37％に達しま
した。たとえるなら、インターモーダル輸送の
利用により、FY18 と比較してヨーロッパの道路
での約 33,000 台のトラックの使用を削減でき
たことになります。

•	 これまでの方法を見直し、新しいテクノロジー、
設 備、 パ ート ナ ー シ ップ を 活 用 し た イノ
ベーションを導入します。

脱炭素輸送

スウェーデンでは現在、IKEA Transport 
& Logistics Servicesによるイケアのホー
ムファニッシング製品の輸送はすべて、鉄
道またはバイオディーゼル燃料使用車に
よって行われています

列車を動かすために使用されるエネルギー 
の大部分は、再生可能エネルギーを生み出
す水力発電からもたらされます。輸送に使
用されるトラックは、主に廃油や菜種油を
メチルエステル化（RME）したものから製
造される水素化植物油（HVO）を燃料とし
ています。スウェーデンは、イケアが商品
輸送において化石燃料をよりサステナブル
な代替燃料に完全に置き換えた最初の市場
です。さらなる市場が後に続く予定ですが、
どこの市場か、そしていつになるかは、サ
ステナブルな燃料の入手可能性によります。

バイオ燃料を海運業界にもたらす試験
プログラムへの投資

IKEA Transport & Logistics Services
は業界のパートナーとともに、バイオ
燃料油を使用した初のコンテナ船運用
に投資しています。これは、海上輸送
の脱炭素化に向けた重要な第一歩で
す。バイオ燃料は廃棄物からつくられ、
そこには使用済みの食用油と森林廃棄
物が含まれています。エンジンに改
造を加えずそのまま使用できるため、
既存のコンテナ船に大きな投資をする
ことなく燃料を採用できます。バージン
材料を含まないサステナブルなバイオ
燃料は、循環経済へ向けた確かなス
テップとなります。
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ヨーロッパだけでも1,140万以上の人
が輸送機関で働いており、20 人に 1
人がこの仕事に就いていると言われて
います。競争が激化しているこの業界
では、下請業者が多く存在し、国境を
越えた複雑なチェーンが展開されてい
るのが一般的です。

イケアの製品を輸送するトラックドライバーは、独立
したサービスプロバイダーによって雇用されていま
す。プロバイダーが輸送を下請業者に委託すること
もあります。Inter IKEA グループはトラックを所有し
ておらず、ドライバーの直接雇用も行っていません 
が、イケアの製品を輸送するドライバーが良好で公正
な労働条件を享受できるように努めています。イケア
のサプライヤーの行動規範である IWAY を通じて、
すべての輸送サービスプロバイダーに賃金、福利厚
生、労働条件に関する厳しい要求を課しています。
サプライチェーンを通しての透明性と視認性を向上さ
せるため、契約輸送サービスプロバイダーからの下
請けは 1 次のみとするという要件を追加しました。イ
ケアは、EU 全体でのより明確で厳格な規制の制定、
そして監視と管理の改善を求めています。IConduct
では、イケアのフランチャイジーがイケアの拠点（ス
トアや配送センターなど）で、特にトラックドライバー
などのサービス提供者に対して適切な施設を準備す
ることを要求しています。

FY19 には、IKEA Transport & Logistics Services 
は次のことを実施しました。

•	 下請けチェーン管理プログラムの展開を継続
し、IWAY 要件を下請けチェーンにも適用しま
した。

•	 ドライバーに対する非公開、任意、匿名のイン
タビュー 280 件を実施し、労働条件に関する意
見を直接聞き取りました。

•	 インターモーダル輸送をさらに活用することで、 
トラックを使用した陸上輸送をより短縮すること
に取り組みました。IKEA Transport & Logistics  
Services は、ネットワークを通したマルチモー
ダル輸送のシェアを増やすよう引き続き努めて
います。これにより、トラックによる陸上輸送
の距離が短くなり、ドライバーのストレスと疲労
の軽減につながり、この職業をより魅力的にし
ます。

IKEA Transport & Logistics Services は、Fair 
Wage Network と協力して、ヨーロッパの運輸業
界 の 労 働 慣 行 についての 理 解 を 深 めています。
Fair Wage Network は、採用過程や、基本給やボー
ナスの支払いといった給与システムおよび慣行の詳細
な分析を行っています。イケアのねらいは、サービス
プロバイダーと協力して潜在的な改善点を見つけ、ド
ライバーにとって良好で公正な労働条件を確保するこ
とにあります。

イケアのサプライチェーンで働くドライバー 
の社会的環境の改善
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この章では、エネルギーの生成と使用、イケアストアやその他の施設の暖
房や冷房、出張など、イケアのリテール事業が及ぼす影響について報告し
ます。また、イケアストアで提供する食品が及ぼす影響や、食品のムダを
最小限に抑えるために行っている内容についても説明します。さらに、コ
ワーカーの多様 性と公正な賃金設 定に関する最新データを示します。 
この章はイケアのリテールに加えて、オフィスや倉庫などのその他の事業を
対象としています。

イケアのリテール

イケアのリテールおよびその他の事業のクライメートフットプリントは、新しいリテー
ルおよび流通ユニットの増設、リテールユニットへの視察の増加など、ビジネスの
成長によって増加しています。より多くのユニットで再生可能電力使用率 100％を達
成することにより、イケアはストア数やお客さまとのタッチポイントの増加と、クラ
イメートフットプリントの増加を切り離すことができます。

0.7  
（+5％）

0.8 
（+17％）

0.8 
（+15％）

0.7 
（ベースライン）

イケアのリテールおよびその他の事業のクライメートフットプリント
（単位：CO2 百万トン換算）

0.1 0.7（FY16） 

FY19 

FY18 

FY17 

FY16 

電力、暖房、冷房（0.6）
コワーカーの通勤（0.1）
出張（0.06）

FY30 の目標
FY16 と比較して絶対値で 80％削減
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リテール部門のクライメートフットプリントを削減す
るには、再生可能エネルギー使用率 100％を達成す
ることが不可欠です。FY19 のイケアのリテールおよ
びその他の事業における再生可能エネルギーの使用
率は 56.3％でした。多くのイケアストアの屋根には
太陽光パネルが設置されているものの、残りの電力
はグリッドから購入する必要があります。そして、そ
のエネルギーも再生可能であることが重要です。現
在、ポルトガル、スウェーデン、米国、ポーランド、
ドイツ、フィンランドのイケアストア 1 など、世界のイ
ケアのリテール現場の一部は、完全に再生可能電力
で運営されています。

再生可能電力使用率 100％を達成するために

再生可能電力使用率 100％の達成に向けて、イケア
は以下の推奨優先順位で電力を使用することを決定
しました。

1. 現場で発電された再生可能電力：イケアは、太陽
光または風力によって発電された電力を優先します。
そのため、電力購入契約などを用い、電力使用場所
の近くで再生可能電力を生成することを目的とした再
生可能プロジェクトを構築し、直接投資またはサー
ドパーティーに依頼することでイケアの敷地内で発
電を行います。

 

2. 現場以外で発電された再生可能電力：現場で十分
な再生可能電力を生成できない場合、現場以外の場
所で、以下の方法を用いて同等量の再生可能電力を
生成します。

•	 再生可能電力セクター開発に直接投資を行いま
す。現場以外の場所で再生可能電力プロジェク
トを所有し、生成された再生可能電力のすべて
または一部を使用してイケアの電力消費を賄い
ます。

•	 再生可能電力セクター開発に間接投資を行いま
す。第三者が開発および所有する、現場以外の
場所にある再生可能電力プロジェクトと電力購
入契約を結び、生成された再生可能電力のすべ
てまたは一部を使用してイケアの電力消費を賄
います。

3. 再生可能電力属性を持つ電力の購入：上記の 2 つ 
のアプローチが不可能な場合、またはすべての電力
消費を賄えない場合、3 番目の選択肢は、再生可能
エネルギーの属性に裏打ちされたサプライヤーから
再生可能電力を購入することです。これは、直接再
生可能電力を発電したり、資金を提供したりしている
わけではないため、グリッドの脱炭素化へ大きな影
響を及ぼすことはできません。ただし別の方法で（市
場に対してアピールを行うなど）、新しい再生可能電
力供給の開発を間接的に促すことにつながります。

再生可能エネルギー使用率 100％を目指して

イケアのリテール、そしてオフィ
スや倉庫などのその他の事業の
クライメートフットプリントは、
消費電力や、建物の冷暖房に使
用される燃料に由来します。また、
物品の移動に使用するトラックや
フォークリフトからのフットプ
リントも多少存在します。

IKEA Retail Portugal2 では、屋根に取り付け
た太陽光発電設備により、再生可能な電力を 
現場で生成しています。蓄電池に蓄えられた
電力を消費することで、電力需要の 20％以
上をカバーしています。

IKEA Retail Poland3 は、現場以外の場所に
ある風力発電所で、消費するより多くの再生
可能電力を生成しています。さらに、再生可
能電力属性を利用して電力消費をカバーして
います。

1 フランチャイジーの Ingka グループが運営する市場
2 フランチャイジーの Ingka グループが運営
3 フランチャイジーの Ingka グループが運営
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アンバンドルおよびバンドルされた再生可能電力の両
方を考慮に入れることができます。

目標は、2030 年までに、イケアストアおよびその他
の事業によるフットプリントを 2016 年と比較して絶
対値で 80％削減することです。1 FY19 にリテールお
よびその他の事業で消費したエネルギーの 56.3％
は、太陽光パネルや風力タービンなど、再生可能な
方式で生成されたエネルギーでした。Ingka グルー
プは大規模な風力発電所を所有しているため、送電
網から得られる再生可能電力も増加しました。

暖房および冷房

お客さまに夏は涼しく、冬は暖かく過ごしていただく
には、冷暖房のエネルギーが必要です。電力の消費
や生産と同様、イケアのビジネス全体の最優先事項
は常に、エネルギーを節約することです。消費され
るエネルギーは再生可能な供給源から得たものでな
ければなりません。地域の暖房が再生可能エネルギー
で供給されていない場合、エネルギーニーズに対処
するには現場で冷暖房を生成するしか方法がありま
せん。私たちが使用している2 つの主なソリューション
は、地熱および空気熱源ヒートポンプ、そしてバイオ
ガス / バイオマスボイラーです。日照時間の長い地域
ではソーラーエネルギーによって冷房を行うことがで
きます。シンガポールの IKEA Alexandra ストアな
どがこのケースに当たります。2 再生可能な冷暖房ソ

リューションに変換するには、通常、建物の改良が
必要となりますが、これは困難な場合もあります。こ
の取り組みの一環として、冷暖房効果の改善を目的
とした建物の改良について建築業者に検討を求めて
います。イケアのフランチャイジーであるIngka グルー
プは、2020 年以降に承認を受けるすべての建築プロ
ジェクトに再生可能な冷暖房システムを適用するとい
う要件を設定しています。

出張 

出張は、イケアのクライメートフットプリント全体の
0.2％を占めています。不必要な出張を避け、可能な
場合はバーチャル会議を行うことで、サステナブルな
選択を行うことが重要です。とは言っても、大規模
なグローバル組織全体での一体感を生み出すため
に、そして、たとえばサプライヤーを訪問して品質基
準の確保やクライメートフットプリント削減の取り組
みの支援をするなど、ビジネスに不可欠な業務のた
めにも、出張はやはり必要になるでしょう。

より適切な規制

一部の国では再生可能エネルギーやエネルギー
効率促進のための適切な規制がありますが、多く
の国にはありません。そのため、現場で再生可
能電力を生成して消費する可能性が制限されるう
え、グリッドへの容易なアクセスも妨げられてし
まいます。屋根や駐車場を利用して手ごろな価格
の電力を提供するなど、現場での再生可能電力
供給の取り組みを拡大するには規制の変更が必
要です。たとえば、設置される太陽光パネルの重
量に対応するためには建築基準の改定が必要と
なります。

1 範囲：Inter IKEA グループおよび Ingka グループのイケアのリテール事業（範囲 1 および 2）
2 イケアのフランチャイジーの Ikano が運営

イケアのリテール：再生可能エネルギー利用の進捗状況

56.3％
再生可能 
エネルギー

43.7％
非再生可能 
エネルギー
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リテールにおける水の使用

イケアのリテールビジネスを通し
て常に効率的に水を使用するこ
とが目標です。
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1 Ingka グループが運営

FY19 のリテール部門における水の使用量は、ストア
数の増加にも関わらず前年と同レベルで推移しまし
た。これはイケアのバリューチェーンで使用される水
の総量の約 1％と推定されています。節水技術は、イ
ケアの既存のリテールサイトで利用されているほか、
新規サイト設計の際にも使用されます。

イケアの目標は、リテール部門を通して常に効率的
に水を使用し、可能な限り水を溜め、再利用または
リ サ イク ル す る こ と で す。 た と え ば、 新 し い 
IKEA Greenwich ストア 1 は雨水貯留タンクと水効
率を高める器具により、ストアの水の使用量を半減
しました。

Ingka グループのリテールビジネス（5,867,487）
その他のフランチャイジー（1,518,646）

リテール事業での水使用（m3）

4,883,347

7,385,721

7,386,133

FY17 

FY18 

FY19 

FY17 のリテールデータには、Ingka グループのデータのみが含
まれています。FY18 と FY19 のリテールデータには、イケアの全
フランチャイジーのデータが含まれています。
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私たちの目標は、イケアのビジネスとバリューチェーン 
における廃棄物をなくすことです。循環型ビジネスへ
の移行と循環型経済への参加は困難な課題であり、
サプライチェーンの意識を高め、お客さまとの関わり
方もさまざまに模索していく必要があります。私たち
はこのエリアで果たすべき重要な役割を担っています
が、他者と協力することによって初めてこの目標を達
成することができます。

廃棄物ゼロを目指して資源を循環利用する 

Ingka グループの調査によると、イケアのリテール事
業で発生する廃棄物の約半分は梱包材です。残りは
製品廃棄物、食品廃棄物、電球など、業務で発生す
るその他の廃棄物です。イケアでは廃棄物の発生を
防止し、廃棄物を削減、再利用、リサイクルするた
めにさまざまな対策を講じています。埋め立ては最後
の手段です。一部の廃棄物はエネルギー回収のため
に焼却されます。

イケアのリテールビジネス 1 では、FY19 の事業全体を 
通して廃棄物を 5％削減し、前年度のトレンドを逆転
させました。FY19 の廃棄物のリサイクル量は、FY18
の 67％から 71％に増加しました。

イケアの製品の中には、イケアストアで展示から下ろ 
されたり、お客さまから返品されたり、ストアやお客 
さまのご自宅へ配送されたりするときに損傷を受 
ける製品もあるため、製品のリカバリーは、より循
環的に資源を利用し、資源効率を高めるために重要
です。FY19 に返品されたり損傷したりした製品数は
合計 6,500 万個で、その 4 分の 3（4,700 万個）は
廃棄を免れました。残りの 1,800 万個のリカバリー
されなかった製品は、損傷、紛失、消費期限切れと
なった製品、またはお客さまから返品された製品で
す。結果として、リカバリー率は昨年に比べて 2％
向上しました。

廃棄を防ぐためにできることはもっとあります。いく
つかの例 2 をご紹介しましょう。

•	 製品を修理、再包装し、商品として再販売する。
FY19 にイケアストアの製品リカバリー専任チー
ムは、昨年度より30 万個多い 900 万個の製品を
再包装しました。

•	 イケアストアでディスプレイされた製品、販売
終了製品、返品された製品を、「As-Is」（アウト
レット）エリアで新たに販売する。割引アイテ
ムはお客さまのご好評をいただいており、FY19
には、FY18 より 300 万個多い 3,800 万個が販
売されました。

•	 お客さまやコワーカーがスペアパーツを入手で
きるようにさまざまなオプションを提供すること
で、製品をより簡単に修理できるようにする。
現在約 70％のストアがスペアパーツシステムの
恩恵を受けています。

リテール事業から出る廃棄物を削減する

1 Ingka グループのリテールビジネスのみのデータ
2 Ingka グループのリテールビジネスにおける例

イケアのリテールビジネス 1 

では、FY19 の事業全体を 
通して廃棄物を5％削減し、
前年度のトレンドを逆転さ
せました。
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食品廃棄物

人が消費するために世界中で生産され
る食品の約 3 分の 1が、失われるかム
ダになると言われています。1 イケアは、
イケアレストラン＆カフェやビストロ、
そして家庭での食品廃棄物を減らすこ
とで役割を果たしたいと考えています。

FY17 に開始した「Food is Precious（フードイズプレ
シャス）」イニシアチブは、2020 年 8 月末までにイ
ケアストアの食品事業における食品廃棄物を 50％削
減することを目指しています。コワーカーはスケール
とタッチスクリーンインターフェースを使って、食品
廃棄物の重量を量り、廃棄の理由を記録します。収
集したデータは、ストアの食品チームが食品廃棄物を
防ぐ方法を見つけるのに役立ちます。

FY19 の焦点は、「Food is Precious」イニシアチブを
より多くのストアに展開し、消費者による廃棄物測定
トライアルを実施して、食品廃棄物を削減する戦い
にお客さまに加わっていただくための最良の方法を
特定することでした。

これまでの進捗状況は次のとおりです（2016 年～ 
2019 年 8 月）。

•	 「Food is Precious」は 23 カ国の 256 ストアで
実施されています。

•	 食品廃棄物は 260 万 kg 以上削減されました
（590 万食の節約に相当）。

•	 「Food is Precious」を実施したストアの投資対 
効果は平均 14 週間で得られます。

•	 食品廃棄物の削減により、1,150 万 kg の CO2

ガスの排出を回避しました。

•	 食品廃棄物を減らすために主要サプライヤーと 
協力しています。IKEA Food は「10x20x30」2 イ
ニシアチブに取り組んでいます。このイニシアチ
ブは、世界最大の食品リテール業者およびプロ
バイダーの 10 社が集まり、各社が 20 の主要サ
プライヤーと協力して、2030 年までに食品のロ
スと廃棄物を半減することを目指しています。こ
のイニシアチブは 2019 年 9 月にニューヨーク
で開催された環境ウィーク中に発表されました。

より健康的でサステナブルな食品の選択を促し、可能にするため
のイケアの取り組みについて、詳しくは 102 ページをご覧ください。

1 http://www.fao.org/save-food/resources/en/
2 https://www.wri.org/news/2019/09/release-major-food-retailers-providers-join-new-10x20x30-food-loss-and-waste-initiative
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イケアのバリューチェーン全体における平等の実現は
引き続き優先事項となっています。同時にイケアは、
私たちのビジネスが世界中のさまざまな法的および
文化的背景の中で運営されていることを認識していま
す。つまり、特定の地域では進行に時間がかかるこ
とを意味しますが、ジェンダー平等を実現するという
イケアの考えはどこでも変わりません。

FY19 の結果から得た知見は次のとおりです。

•	 数値は改善し続けていますが、私たちにはまだ
行わなければならないことが多くあります。

•	 イケアのリテールビジネスを通して見ると、12 の
フランチャイジーのうち 6 社では女性のマネ 
ジャーが 40％以上います。

•	 中東では、リテール部門全体でジェンダーの多
様性を高めるために積極的に取り組んでいます。

 
イケアのビジネス全体のあらゆるレベルにおいて多様
性と平等を達成する方法はまだあります。また、FY19
の結果はジェンダー平等および全般的な平等の 1 つ
の側面を示しているにすぎません。2020 年には、イ
ケアのビジネスを通じた平等について、さらに多くの
観点を提示する新しい評価方法を開発する予定です。

コワーカーのジェンダー平等 

* Delft ストア、IKEA Älmhult、Inter IKEA グループを含みます。

 ％ コワーカー ％ マネジャー

男性 女性 男性 女性

 Ingka グループ 45 55 50 50

Miklatorg グループ 45 55 44 56

Dairy Farm グループ 47 53 50 50

Sarton グループ 52 48 50 50

IKANO グループ 52 48 54 46

House Market グループ 43 57 53 47

Al Futaim グループ 74 26 76 24

MAPA グループ 58 42 64 36

Northen Birch 53 47 63 37

Al Sulaiman 77 23 83 17

Al Homaizi グループ 81 19 75 25

Inter IKEA グループ

IKEA Industry 63 37 74 26

Range & Supply 49 51 55 45

フランチャイズ * 48 52 51 49

FY19 のコワーカーのジェンダーの多様性
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IKEA Saudi Arabia1 は、国家がリテール業界での女性の
雇用に門戸を開いて以来、女性の採用を先駆けて行ってき
ました。

IKEA Saudi Arabia1 は、FY25 までに女 性のコワーカーを
23％から 45％に倍増させるという目標を定めています。

IKEA Saudi Arabia の長期的な目標は、コワーカーの男女比を 
人口比と同率にすることです。これを達成するために次のよ
うなイニシアチブを実施しています。
 

•	 継続的な新卒者の人材プールを構築するため、有能な
女 性 候 補 者 の い る 地 元 の 大 学 と の 採 用 パ ート
ナーシップを確立する。

•	 雇用者のブランディングタッチポイントにおいて、女性
コワーカーと女性リーダーが目立つように紹介される
ようにする。

•	 リテール部門で働くために必要なスキルを身につけら
れるよう、2016 年に関連会社を開発。登録バッチご
とに女性と男性の比率を 2：1 にしています。

•	 すべての管理職に少なくとも 2 人の女性候補者を確保
する明確な方針を策定する。

IKEA Saudi Arabiaは、 
FY25までに女性のワーカーを 
2倍にすることを目指しています

1 イケアのフランチャイジーの Al-Sulaiman が運営
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女性のエンパワーメント原則 

進捗状況について透明性を保ち、他企業にも行動を 
促 す た め に、 イケ ア のフ ラン チ ャ イジ ー で あ る 
Ingka グループは、FY19 に UN Women と国連グロー
バル・コンパクト（UNGC）によって策定された女性の
エンパワーメント原則に署名しました。そして以下の取
り組みを行っています。

1.	 ジェンダー平等のための高レベルの企業リーダー 
シップを確立する。

2.	 仕事において、すべての女性と男性を公平に扱い、
人権と非差別を尊重し、サポートする。

3.	 すべての女性と男性の労働者の健康、安全、福祉を
確保する。

4.	 女性の教育、訓練、専門能力開発を促進する。
5.	 女性が活躍できる企業開発、サプライチェーン、

販売活動を実施する。
6.	 コミュニティのイニシアチブと擁護を通して平

等を推進する。
7.	 ジェンダー平等を達成するための進捗状況を評価

し、発表する。

多様性は尊重されるべきで 
あり、性的指向やジェンダー 
アイデンティティに関わらず、
すべての人は公平でインクルー
シブな待遇を受ける権利を持
ちます。イケアのコワーカーと
サプライヤーには、さまざまな
バックグラウンド、経験、スキ
ル、思考を持った人たちがい
ます。

LGBT+ の受け入れを象徴するレインボーフラッグ 

毎年 5 月 17 日、LGBT+ の権利を主張し、差別
に立ち向かうことを目的とした IDAHOT（国際反
ホモフォビア・トランスフォビア・バイフォビアの
日）を、イケアストアやオフィスでのイベントを
通じて祝っています。

今年は 1 人のコワーカーの提案により、レイン 
ボーカラーの KVANTING/ クヴァンティング キャ
リーバッグを発売しました。これはイケアのブルー 
バッグの限定版で、イケアの 21 の市場で販売さ
れ、利益の一部はヒューマン・ライツ・キャン 
ペーン財団などの LGBT+ 団体に寄付されました。
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イケアは多様性を重視する取り組みを行っており、
労働市場に参加することが難しい人々をも含め、すべ
ての人々の能力の可能性を見いだしています。その一
例として、適切なスキルや経験が不足している人々や、
仕事を確保するうえで何らかの障壁に直面している
人々をサポートする就職プログラムが挙げられます。
たとえば、難民に就業体験や言語を習得する機会を
提供し、将来の就職に備える手助けをすると同時に、
新しいコミュニティに積極的に参加できるように支援
しています。

地域社会の多様性を反映することにより、イケアの
お客さまの基盤を拡大し、新しい市場を開拓しつつ
お客さまのニーズをより深く理解することが可能にな
ります。FY19 には、フランチャイジーの Ingka グルー
プが 16 カ国でプロジェクトを実施し、多くの場合は
地元の NGO や公共団体の協力のもとにスキル開発
や就業体験を提供しました。

9 カ国のイケアストアでは FY19 に、難民となってい
る人々のスキル開発と職探しを支援するイニシアチ
ブを実行しました。難民を手助けし、活動の影響を
拡大するためのいくつかの取り組みがスタートしてい
ます。2022 年までに、雇用イニシアチブの一環として、
スキルを持つ難民を支援する 300 のユニットを設け
ることが目標です。

雇用や難民受け入れのためのスキル

自閉症に対する意識向上 - IKEA Dubai1

IKEA Dubai は国立自閉症協会と協力し
て、選ばれた学生に IFB 部門やロジスティ 
クス部門の特定の職種でのインターン 
シップの機会を提供しました。学生は、
自分の仕事の進捗状況の継続的かつ綿
密な評価を受けることで、将来、より高
度な仕事を目指すことができるようにな
ります。

屋上の緑の教室 - IIKEA Egypt1 

IKEA Egypt は、Shagara 財団、在エジ
プト・スウェーデン大使館、エジプト教
育環境省とともに、日常生活の中でエジ
プト社会を支援することを目的とした現
地のイニシアチブに参加しています。この
プロジェクトは、手狭な公立学校の屋上
に緑の教室を設け、よりサステナブルに
生活していく方法について子どもたちが
学べるように支援する活動です。

1 フランチャイジーの Al Futaim が運営
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この章では、イケアストアへのお客さまの来店やご自宅への配送サー
ビスで発生するクライメートフットプリント、そして 2025 年までにイケ
アの配送サービスを排出ガスゼロにする取り組みについて報告します。

移動および配送による排出ガスへの取り組み

2030 年までの目標は、お客さまの来店およびご自宅への配送サービ
スによる温室効果ガス排出量を、2016 年と比較して、お客さま 1 人当
たり 50％、相対的に削減することです 1。また、2025 年までに、お
客さまへの配送サービスでの電気自動車またはその他の排出ガスゼロ
のソリューションの使用率 100％を目指します。

ほとんどのお客さまは自動車でイケアストアにいらっしゃいます。スト
アへのお客さまの来店は、配送と合わせて、イケアのクライメートフッ
トプリント全体のうち 4 番目に大きな要素となっています。ストアとほ
か の 建 物 へ の お 客 さま の 行 き 来、 および 配 送 サ ービ ス は、 バ
リューチェーンの総クライメートフットプリントの約 11％を占めます。

お客さまの来店＆配送サービス

1 範囲：Inter IKEA グループおよび Ingka グループのイケアのリテール事業

お客さまの来店および配送サービスのクライメートフットプリント
（単位：CO2 百万トン換算）

お客さまの来店（2.5） 配送サービス（0.2）

FY30 の目標
FY16 と比較して相対値で 50％削減（お客さま 1 人当たり）

2.7 （+11％）

2.6 
（+7％）

2.4
（-5％）

2.5
（ベースライン）

FY19 

FY18 

FY17 

FY16 
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ビジネス全体を通じてイケアは、お客
さまの移動の必要性を減らし、サステ
ナブルな移動手段を検討するために、
お客さまにもっと近づけるよう取り
組んでいます。その一環として、街の
中心部に新しい形のイケアストアをつ
くることに焦点を当てています。

イケアは、お客さまがイケアストアに来店するか、さ
まざまな方法で製品の配送を依頼するかを選ぶこと
ができる新しいビジネスに移行しつつあります。オン
ラインショッピングの継続的な成長、そして新しい都
市型ストアまたは都市部のストアがその例です。

オンラインショッピングは、お客さまの来店と配送
の観点から効果的です。近くの拠点からの配送で生
じる排出ガスは、電気自動車と再生可能燃料の使用
によって大幅に削減することができます。多くのイケ
アストアに充電ステーションを設置することで、お客
さまは電気自動車を使用できるようになります。また、
イケアは公共交通機関の電化の促進にも協力してい
ます。

2030 年までのイケアのリテール市場 1 の目標は次の
とおりです。

•	 2020 年までに、すべてのタッチポイント（ストア、
オフィス、配送センターなど）で電気自動車の
充電ステーションが利用できるようにする。

•	 FY20 までの 5 都市（アムステルダム、ロサンゼ
ルス、ニューヨーク、パリ、上海）から始め、
2025 年までに、電気自動車またはその他の排
出ガスゼロのソリューションによる配送達成率
100％を目指す。

IKEA Egypt のイケアストア 2 でも現在、電気自動
車の充電所を提供しています。

2025 年までに排出ガスゼロの配送サービスを目指す

1 イケアのフランチャイジーである Ingka グループが運営するすべてのリテール市場に適用される目標
2 フランチャイジーの Al Futaim が運営
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1 最終拠点からお客さまへの物流サービス . 

2 フランチャイジーの Ingka グループが運営

新しいテクノロジー、地元のパートナーとの協力、革新的な
働き方の成果により、上海での配送サービスはすべて電気自
動車で行われるようになりました。IKEA Shanghai2 は、世
界のイケアの中で電気自動車への移行を実現した最初の例
となりました。アムステルダム、ロサンゼルス、ニューヨーク、
パリがこれに続く予定です。イケアの配送サービスへの電気
自動車の投入を試験運用する都市として、2,600 万を超える
人口を抱える上海が選ばれたのは自然なことでした。上海の
市場には 3 軒のイケアストアと 1 カ所の配送センターがあり、
毎月 20,000 件以上の配送サービスを行っています。

イケアは、よりサステナブルな交通手段や他者との協力を 
促進しており、バス、自転車、カーシェアリング、その他の
公共交通機関を利用するよう人々に働きかけています。イケ
アストアの立地は、人々の交通手段の選択に影響を与えます。
より多くの都市型のストアを開店し、ピックアップポイント
やポップアップ店舗などの新しい形式を試みることは、お客
さまの来店や配送における温室効果ガスの排出を削減する
ための解決策になり得ます。移動による排出ガスを削減する
ことで、大気汚染の緩和にもつながります。

2025年までに 
ラストワンマイル1の 
排出ガスゼロを目指す

上海の都心部での配送サービスに
おける電気自動車使用率 100％は、
目標である 2020 年より 1 年早く達
成されました。

イントロダクション  |  このレポートについて  |  ピープル・アンド・プラネット・ポジティブになる：FY19 の進捗  |  イケアバリューチェーンを通しての影響  |  コラボレーション＆支援活動  |  サステナビリティガバナンス  |  持続可能な開発目標（SDG）の指標 

材料と調達  -  生産  -  製品輸送  -  イケアのリテール  -  お客さまの来店＆配送サービス  -  家での暮らし＆消費  -  イケアと社会起業家  -  IWAY 



91 - イケアのサステナビリティレポート FY19

私たちは、多くの人々が地球の資源の範囲内で健康的
でサステナブルな選択を行うことができるように努め
ています。これには、ホームファニッシング製品と食
品の両方が含まれます。また、イケアは製品を超えて、
人々がサステナブルな生活を実現するためのサービス、
インスピレーション、知識を提供します。

今日の家での暮らしを理解する

人々の毎日の暮らし、そしてそのニーズと夢を理解することは、イケアの活
動の中核です。私たちは世界中の人々の家をデジタル的にも物理的にも定
期的に訪問しており、こうした機会を通して日々の生活について知見を得ら
れることに感謝しています。そして、得られた知見を利用して、地球の資源
の範囲内でより快適な毎日を過ごすという人々の願いを支援しています。

FY19 にイケアは、25 カ国の 25,000 人を対象とした GlobeScan 社の調査 1 

に参加し、健康でサステナブルな生活の実現を妨げる障壁およびその成功
への鍵についての理解を深めました。

調査によると、54％の人は、自分自身、他者、環境にやさしい方法で生活
することを「主要な優先事項または大きな優先事項」として認識していま
すが、現在実際にそのような生活ができていると答えたのはわずか 6％で
す。49％の人は、健康でサステナブルな生活を送るための主な障壁は費用
がかかりすぎることだと答えています。

この調査では、次のような結果も得られました。

•	 世界の人々は、さまざまな環境問題についてますます憂慮を深めてい
ます。66％の人が汚染を非常に深刻な課題とみなしており、62％は気
候変動や天然資源の枯渇が非常に深刻な問題であると述べています。

•	 健康的でサステナブルなライフスタイルにつながる行動のタイプとし
ては、多くの人が健康的な食事を挙げています。すでに比較的頻繁
に健康的な食事を実践していると答えた人も多くいます。

•	 若い世代は上の世代よりも環境へ悪い影響を与えることについて罪悪
感を覚える傾向があります。18 ～ 24 歳の 3 分の 1 以上は、そのため
にストレスや不安を経験することがよくあります。

すべての調査結果はこちらからご覧ください。

家庭での暮らし＆消費

1 https://newsroom.inter.ikea.com/news/all/insights-from-new-25-country-study--sustainable-living-perceived-as-too-expensive/s/2567dcae-ac1b-4067-8349-bc56b34f77b7
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多くの人々の健康でサステナブルな 
暮らしを実現する

健康的でサステナブルなソリューションを魅力的で手の届くも
のとし、多くの人が利用できるようにすることは、地球の資源
の範囲内でより快適な毎日を過ごすための重要な手段の 1つで
す。これには、製品の製造方法（使用する材料など）や場合によっ
ては家庭での使用方法、そして人々が水やエネルギーの消費を
減らし、室内の空気を浄化し、食品廃棄物を減らすことができ
る機能が含まれます。こうしたソリューションとすべてのイケア
の製品を生み出すために、私たちはイケアのデモクラティック
デザインのアプローチおよび循環型製品デザインの原則を用い
ています。デモクラティックデザインの 5つの要素は、形、機
能性、品質、サステナビリティ、そして低価格です。
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お客さまの家庭でのイケアの製品の使用による気候
への影響は、FY19 のイケアの総クライメートフットプ
リントの 20.2％を占めており、これには照明と設備
機器の総電力消費量（20％）、キャンドルの燃焼によ
るガス排出量（0.2％）が含まれます。このエリアで
イケアが重視していることは、大きな影響を及ぼす
製品のエネルギー効率を改善することです。さらに、
キャンドルに使用されるロウの原料を、ほかのよりサ
ステナブルな供給源から調達した材料（よりサステナ
ブルなパーム油や菜種油など）に切り替えています。

家庭での製品使用によるクライメートフットプリント
の削減は主に、エネルギー効率の高い LED 電球のエ
ネルギー効率をさらに改善することによって推進され
てきました。FY19 にはイケアの設備機器製品もエネ
ルギー効率の向上に関して大きな前進を遂げ、FY16
と比べて絶対値で 21％の削減を達成しました。FY19
にクライメートフットプリントの全体的なトレンドが
変化した主な原因はここにあります。

イケアの製品の使用によるクライメートフットプリント 

FY16 以降、家庭での製品
使用によるクライメートフッ 
トプリントは減少し、イケア
のバリューチェーンのほとん
どの部分で増加したフットプ
リントを相殺しています。

5.1 
（-21％） FY19 

FY18 

FY17 

FY16 

3.6 1.4 

5.8 
（-10％） 

6.1 
（-6％）

6.4 
（ベースライン） 

家庭での製品使用によるクライメートフットプリント
（単位：CO2 百万トン換算）

照明 設備機器 キャンドル（0.6）
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イケアのクライメートフットプリント総量の約 3.6％は寿
命を迎えた製品によるもので、リテール業務や商品輸送
と同等です。このフットプリントには焼却または埋め立て
される製品を含みますが、リサイクルされた製品は含ま
れません。それらはイケアまたは材料を使用する会社に
よって材料として処理されるためです。

イケアの目標は循環型ビジネスを実現することです。循
環型製品デザインの原則を策定し（22 ページを参照）、
製品と材料の寿命を延ばし、原材料が気候へ及ぼす影響
に取り組むことで、寿命を迎えた製品によるクライメート
フットプリントの削減に役立っています。

寿命を迎えた製品に由来するクライメートフットプリン 
トは、近年安定しています。削減目標は設定されていません
が、廃棄物を焼却したり埋め立て処分したりするのではな
くリサイクル資源として利用することにより 100％の循
環を目指す全体的な活動を通して削減が進む予定です。

寿命を迎えた製品によるクライメートフットプリント

1 焼却または埋め立てされる製品を含みますが、リサイクルされた製品は含まれません。それらはイケアまたは材料を使用する会社によって材料とし
て処理されるためです。

製品と材料の寿命を延ばし、
原材料が気候へ及ぼす影響
に取り組むことで、寿命を
迎えた製品によるクライメー
トフットプリントの削減に役
立っています。

0.9（FY16） 

FY30 の目標
100％循環型になることでフットプリントを削減

FY19 

FY18 

FY17 

FY16 

0.9
（-2.0％） 

0.9
（+0.2％）

0.9
（+0.0％）

0.9
（ベースライン） 

寿命を迎えた製品 1 によるクライメートフットプリント
（単位：CO2 百万トン換算）
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私たちは、お客さまの家庭を含むバ 
リューチェーン全体で再生可能エネル
ギー使用率 100％を目指しています。
FY12 にイケアは、100％ LED 照明に
向けた投資を開始しました。また、
Ingka グループは過去数年間、家庭
用太陽光発電やその他の再生可能エ
ネルギーソリューションを通じて、お
客さまが家庭全体で再生可能エネル
ギーを使用できるようにするために取
り組んできました。FY19 末には、7 カ
国で家庭用太陽光発電システムが利用
可能になりました。2025 年までに 30
の市場で利用できるようにすることを
目標としています。

2015 年 9 月に、イケアの照明製品のすべてが 100％
LED に切り替えられました。それ以来イケアでは、
LED 電球の価格を同等の電球の価格に合わせて 10
ユーロから 1 ユーロに引き下げています。さらに、エ
ネルギー効率の高い LED 電球をさらに改良し、照明
製品全体の売上を 6％増加させながら、クライメート
フットプリントを 27％削減しています。FY19 には
5,600 万個の LED 電球を販売しました。

照明製品によるクライメートフットプリントは FY16 以
降減少していますが、FY19 には設備機器のフットプリン
トも1.7％減少しました。この削減の2 つの主な要因は、
ガスコンロを段階的に減らしたこと、そして IH 技術を
より手ごろなものにしたことです。2030 年に向けた具
体的なクライメートロードマップを開発したことによ
り、今後のさらなる改善が見込まれています。

世界の温室効果ガス排出量の 31％は、電気と熱の消
費によるものです。1 イケアのバリューチェーンの消費
エネルギーを再生可能エネルギーに切り替えるだけ
でなく、イケアのお客さまが家庭でも同じことをでき
るようにしていくことが重要です。そのため、イケア
のフランチャイジーである Ingka グループは、家庭
で再生可能エネルギー使用率 100％を使用できるよ
うにするためのソリューションをいくつかの市場で開
発しています。

家庭のエネルギー：LED 電球から太陽光発電まで

FY19 には 5,600万個の
LED 電球を販売しました。

1 https://www.epa.gov/ghgemissions/global-greenhouse-gas-emissions-data

イケアの TILLREDA/ ティルレーダ IH コン
ロは、多くの方にお使いいただけるサステナ
ブルな製品の一例です。継続的な製品開発
により、調理面積は維持しながら全体のサイ
ズは小さくなり、また生産量が多いために低
価格になりました。フルサイズの IH コンロを
使用するのに必要な電力が得られない家庭
でも使用できる適切な選択肢です。このコン
ロがあれば、今までは利用できなかった効率
的な IH 技術をご自宅で利用できるようにな
ります。
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FY19 には、お客さまがイケアの家庭
用太陽光発電を使用したことにより、 
8,747トンの CO2 相当量を回避してク
ライメートフットプリントを削減したも
のと推定されます。

クリーンなエネルギーを誰もが利用しやすく手ごろな 
ものにすることで移行を加速させることがイケアの 
野心です。アパートに住んでいる方、太陽光パネル 
システムに先行投資する余裕がない方、または規制
によって設置できない可能性がある方のために、ク
リーンエネルギーサブスクリプションなどの新しいソ
リュ ー シ ョ ン を 検 討 して い ま す。 こうし た ソ
リューションでは、お客さまの再生可能電力の利用を
サポートするほか、効率的な冷暖房ソリューション、
LED 電球、キッチン設備機器などの関連サービスの
ご案内も行います。

太陽光照明

イケアは現在、Little Sun 社およびアーティ
ストの Olafur Eliasson と提携し、再生可能
エネルギーの生成を自宅で美しく、目に見え、
手に触れられる形で実現できる手ごろな価格
の 個 人 用 小 型 太 陽 光 発 電 および 照 明 ソ
リューションを作成しています。新しいコレク
ションは SAMMANLÄNKAD と名づけられる
予定です。
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世界の真水の約 10 分の 1が家庭で使
用されています。1 現在イケアでは、家
庭での水の使用量を削減できるソ
リューションを提供しています。次のス
テップは、水の使用量を削減するだけ
でなく、水の再利用と浄化を行うこと
です。

イケアの製品によるお客さまの水の使用量は、イケア
のバリュー チェーンで 使 用される水の 総 量 の 約
15％を占めると推定されています。水の使用量がもっ
とも多い場所は主にキッチンとバスルームで、特に
シャワーで多くの水が使用されます。そのため、今
後の水の効率的な利用や水質の改善にとっては継続
的な製品開発とイノベーションが大切です。

イケアストアに来店されるお客さまの 40％以上が、
高いまたは非常に高い水ストレスにさらされている地
域に住んでいます。世界資 源 研 究 所の Aqueduct 
Tool を用いて分析を行った結果、イケアがリードで
きるグローバルな課題が示されました。

家庭での水の使用

MISTELN/ミステルン ノズルは、キッチン
やバスルームの蛇口に取り付けることで水の
使用を最大 90％削減できますが、発売日が
延期されました。デモクラティックデザイン
の 5 つの要素をすべて満たす MISTELN/ ミ
ステルンの丈 夫で 信 頼 性の高いソリュー 
ションの開発に、予想以上の時間が必要と
なったためです。

1 国連食糧農業機関、食糧と農業のための世界の土地と水資源の状態（SOLAW）、http://www.fao.org/nr/solaw/solaw-home/en/

イケアストアに来店される
お客さまの 40％以上が、
高いまたは非常に高い水
ストレスにさらされている
地域に住んでいます。

!

ヨーロッパ、米国、中国のデータに基づいた家庭用水の平均使用量を 
示しています。このデータは Extreme Water Saving Project によっ
て収集されました。

家庭での水の使用（総使用量のうちの割合％）

40％  
シャワー

25％
トイレ

11％
洗濯

8％
蛇口から
の使用

7％
その他

5％
食事および 
飲み物

4％
食器洗浄
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大気汚染は最大の健康問題の 1つであ
り、解決策を見つけるため、イケアも
何らかの役割を果たしたいと考えてい
ます。イケアは、大気汚染物質を積極
的に削減すること、そして人々が自宅
の空気を浄化できるようにすることに
取り組んでいます。イケアは、単独で
大気汚染を解決するソリューションは
存在しないことを知っています。その
ため、清浄な空気の世界の実現に貢献
する新しい方法を常に模索しています。

2018 年には、大気汚染調査を実施し、世界中の人々
が大気汚染とどのように関係し、それが日常生活に
どのように影響するかについての理解を深めました。
この調査により、多くの人々が大気汚染の脅威を過
小評価していること、そして大気汚染は室内ではなく
屋外で発生するという先入観が一般的にあることが
わかりました。

室内空気の浄化

1 https://www.who.int/news-room/detail/02-05-2018-9-out-of-10-people-
worldwide-breathe-polluted-air-but-more-countries-are-taking-action

「自宅の空気をきれいに」（2019 年 6 月 4 日発行）は、家の空気をより
きれいにするためにできること、そしてそのために利用できる簡単で手ご
ろな価格の製品を紹介した実用的なガイドです。

イケアは「Better Air Now」（よりよい空気を今すぐに）イニシアチブを 
スタートし、燃焼時に重大な大気汚染を巻き起こす米わらを燃やさずに利 
用した製品を発売しました。FÖRÄNDRING/ フォレンドリング コレク
ションについて、詳しくは 43 ページをご覧ください。

Climate & Clean Air Coalition に参加し、外部組織と協力しなが
ら作物の残渣の野焼きという複雑な問題に取り組んでいます。詳しくは
114 ページをご覧ください。

大 気 汚染 物 質を積 極 的に削 減する GUNRID/ グンリード 空気清浄
カーテンは、人々の家の空気を浄化するためのイケアの取り組みの 1 つ
です。布地にミネラルを原料とする薄い表面加工を施すことで、悪臭や
アセトアルデヒドなどの一般的な室内空気汚染物質を削減することがで
きます。この製品は光触媒に類似したメカニズムで機能します。光触媒
加工を施した布の表面が室内の空気汚染物質をとらえ、日中の光を利用
して分解します。イケアは 2020 年中に GUNRID/ グンリード カーテンの
販売を開始することを目標としています。

世界の 10 人のうち 9 人が、
安全の限界を超える大気汚
染が起きている場所に住んで
います。1

!
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イケアの調査により、人々は浪費的な生
活は望んでおらず、ものを大切にしたいと
考えていることが明らかになっています。
ものを捨てるのではなく、譲ったり、売っ
たり、修理して使ったりしたいと考えてい
るのです。そのためには、そうしたことを
面倒なく実行できる必要があります。

この課題を解決するためにイケアが果たせる役割は多く、
現在私たちは新しいソリューションの特定、設計、試験
に取り組んでいます。こうした取り組みは、循環型ビジネ
スへの転換、そして製品と材料の寿命を延ばす試みの一
環として位置づけています。

家庭からの食品廃棄物の削減 

人が消費するために世界中で生産される食品の約 3 分の
1 が、失われるか廃棄されると言われています。イケアの
調査により、冷蔵庫の中に何が入っているかを把握でき、
フレキシブルに使用できる食品保存容器があれば、食品
のムダを減らせることがわかっています。

イケアのビジネスから発生する食品廃棄物を削減するこ
とで、どのようにこの課題の手本を示しているかについて、
詳しくは 82 ページをご覧ください。

廃棄物ゼロの暮らしを目指して

KORKEN/ コルケンや 365+といったイケア
の食品保存ソリューションを使用すると、残
り物や食品を保存し、家庭での食品廃棄物を
減らすことができます。

イケアはバリューチェーンを通して、梱包
材のできる限りの廃止、削減、再利用、リ
サイクルに取り組んでいます。

イケアは、2030 年までにすべての製品を
循環可能なものとする目標を立てており、
これによって製品の寿命を延ばすことに取
り組んでいます。詳しくは 22 ページをご覧
ください。

イケアは、使い捨てプラスチック製品を段階
的に減らすことを目標としています。2019 年 
中に、SODA/ ソーダおよび SÖTVATTEN/ ソー
トヴァッテンのストロー、FÖRNYBAR/ フォ
ルニバール 冷凍庫バッグ、ISIGA/ イスィガ  
アイスキューブバッグ、FÖRSLUTA/ フォル 
スルータ ゴミ袋は段階的に販売中止となりま
した。

多くの人がものを捨てることを 
心苦しく思い、ものを修理し
て使ったり、売ったり、人に
譲ったりしています。

!
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FY19 には、さまざまなアプローチや
サブスクリプションモデルを検証する
ため、いくつかの小規模なテストを開
始しました。

スイス、オランダ、ポーランド、スウェーデンのイケ
アのリテールで現在、家具をサービスとして提供する 
新しい製品利用モデルをテスト中です。このテスト 
は、家具を所有することなく、より手ごろな価格で 
使用できるようにするという家具サブスクリプション 
サービスを試行するものです。こうした試みにより、
製品を効率的に維持し、より長く、または生まれ変
わらせて使用するビジネスにおいて必要な循環的機
能についての知見を得られます。

中心となるアイデアは、お客さまが家具をレンタルす
ることです。レンタル期間中は必要に応じて家具の
メンテナンスおよび修理を行います。返却された家
具は清掃、改修を行い、次のレンタルに備えます。
家具は可能な限り繰り返し利用され、その後、材料
や部品がリサイクルされます。これまでのテストの結
果は当然ながらポジティブなもので、材料や資源の
寿命を延ばすことによる環境に対する利点が明らか
になっています。

イケアは 2020 年も Furniture as a service（サービ
スとしての家具）のテストを継続し、今後のより大規
模な試験に向けて準備することを計画しています。こ
の試験により、お客さまのニーズと好みに合わせたよ
りきめ細かな提案をすることが可能になるほか、レン
タル期間外の家具の保管方法のような実務的な課題
にも取り組んでいくことができます。

テストを実施している市場およびターゲットは次のと
おりです。

•	 オランダ – 学生、学生の部屋や小さなアパート
向けの家具

•	 スイス – 小規模なオフィスやショップ、オフィス
向けの家具

•	 ポーランド – 個人の家主、小さなアパートや単
身用の部屋向けの家具

•	 スウェーデン – 小規模なオフィスやショップ、
オフィス向けの家具

イケアのビジネスを循環型に転換していくという目標
の一環として、複数の所有者またはユーザー向けの
家具ソリューションも製品開発アプローチの中に組
み込まれています。

Furniture as a service（サービスとしての家具） 
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製品の再生と再販のビジネスモデルを 
構築することは、循環型ビジネスとい
うパズルを組み立てるうえでの重要な
ピースとなります。

初めての全面的なテストが FY19 後半に行われまし
た。返品や注文取消しによってお客さまから戻っ 
てきたソファを改修し、再販したのです。このテスト
は限定的な規模で実施されました。というのも、製
品の潜在的なフロー（再梱包、積み込み / 積み下ろ
しのオプション、保管）や改修の必要性（ソファの状
態や欠陥の確認、修理の必要性、修理に必要な時間
と費用など）を理解するためのステップとして行われ
たためです。テストはスウェーデンの外部パートナー
の協力を得て、ポーランドと中国にある既存のイケア
のサプライヤーベース内で行われ、最後のステップと
して、再販された再生品に対する客さまの意見を評
価しました。

初めてのテストの結果、カバーと脚を交換し、クッ 
ションを再成形することでソファを「新品同様」の状
態に再生することが可能であることがわかりました。
廃棄された部品はすべてリサイクルされます。

こうしたエリアについての理解を深めることにより、
規模や価格設定についてテストを重ねることができる
ようになります。イケアは、再生品の販売を通じてさ
らに手ごろな価格での製品の提供を目指しています。
テストでは 32 台のソファが対象となり、すべてが完
全に再生され、さらに手ごろな価格で再販されました。

このようなテストは、再生および再販活動の規模拡
大のための時間、コスト、品質の面でのベンチマー
クとして機能し、既存のサプライヤーベース内での作
業や外部ビジネスパートナーとの連携に関する利点
と課題についての理解を深めるために役立ちます。
現在、イケアのフランチャイジーである Ingka グルー
プは年間平均 4,000 台のソファを回収しています。
回収は義務的な引き取りサービスを通じて行われ、
回収されたソファはリサイクルされます。今回のテス
トを通して得られた知識を生かして、今後はこうした
ソファの多くを生まれ変わらせることができるように
なります。

再生および再販プログラムの試験運用 

44％の人が、ホームファニッ 
シング会社が健康的でサステ
ナブルな暮らしのために取れ
る最善の行動は、長く使える
製品をつくり、それをサポー
トするサービスを提供するこ
とだと考えています。1 

!

1 25 カ国の 25,000 人に対して行われた、健 康 的でサステナブルな暮らしに関する GlobeScan 社の消費 者調 査、https://globescan.com/healthy-sustainable-living-
report-2019/
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植物由来の食品を増やす

FY19 には、6 億 8,000 万人が IKEA Food の商品を
体験しました。私たちは、イケアレストラン＆カフェ、
ビストロ、スウェーデンフードマーケットにおいて、
健康的でサステナブルなおいしい食品を手ごろな価
格で味わっていただきたいと考えています。イケアは
これを、ホームファニッシング製品の開発に用いるの
と同じ原則、つまりデモクラティックデザインによっ
て実現します。

イケアは、人や地球にとってよりやさし
いと考えられている植物由来の食品を
より多く提供することを引き続き目指し
ています。

たとえば、2018 年 8月に発売した植物由来のベジドッ
グは、初年度に 1,000 万個以上販売されました。ベ
ジドッグの成功は、おいしくて手ごろな価格であれば、
植物由来の食品が多くの人にとって魅力的な選択肢
となることを示しています。しかも、ベジドッグのク
ライメートフットプリントは、従来のホットドッグの約
7 分の 1 にとどまります。

イケアは、「イケアのバランスの取れた食事の基準」
に従い、FY22 末までに販売する食品やスナックの 5
食に 1 食は、より健康的な食品とすることを目標とし
ています。私たちは進歩を続けていますが、この歩

みはまだ始まったばかりです。FY19 末までに、より
健康的な食品の販売量は 11％に増加し、植物性食
品の販売量は 16％に増加しました。

また、イケアレストラン＆カフェの若いお客さまには、 
おいしく栄養バランスの取れた食事を楽しんでい 
ただきたいと思っています。お子さま用のベジバー 
ガーミールには、野菜と穀物からつくられたベジパテ、
ベジスティックとフライドポテトが含まれています。
これらの成分を合計すると、子ども向けのバランスの
取れた食事の要件を満たす食事になります（イケアの
バランスの取れた食事の基準による）。

2019 年 4 月にはヨーロッパのイケアのビストロで植
物由来のストロベリーソフトアイスの販売を開始し、 
FY19 末 ま で に 127 の イケ ア ストア でこのスイー 
ツを提供しています。植物由来のソフトアイスはスト
ロベリーピューレでつくられており、乳製品由来の製
品を避ける必要がある方、避けたい方、そして植物
由来の食品をお好みの方に最適です。しかもクライ
メートフットプリントは、乳製品由来のソフトクリー
ムの半分です。

より健康的でサステナブルな食品を 
おいしく手ごろな価格で

イケアのバランスの取れた食事の基準は、カ
ロリー（kcal）、飽和脂肪、糖分、塩分、食
物繊維の含有量を管理するために設定された
要件を満たすように定められています。これ
らの栄養素は、子どもだけでなく大人にとっ
ても、健康的な食事と暮らしのために重要
です。イケアのバランスの取れた食事の基準
は、こうした栄養素をバランスよく含んだ食
事を開発するうえでの指針となります。

FY19 には 1,000 万個のベジ
ドッグが販売されました。
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FY19には、よりサステナブルな食品を
つくる次のステップに進み、イケアの人
気商品、ミートボールに挑戦しました。

2015 年のベジボールとチキンミートボールに続き、 
2018 年にはサーモンボールを発売。そして 2020 年
8 月には、エンドウプロテイン、オート麦、リンゴ、じゃ
がいもを使ったプラントボールを発売する予定です。
プラントボールは、肉なしでミートボールを再現する
ことを主な目的として開発されました。肉のように見
え、肉の味がしますが、肉は含まれていません。ク
ライメートフットプリントが従来のイケアのミートボー
ルのわずか 4％であるプラントボールは、2030 年ま
でにクライメートポジティブを実現するというイケア
の目的にかなった商品です。イケアのミートボールの
お馴染みの味と食感はそのままに、肉の消費量を減
らしたいお客さまにとって、プラントボールがおいし
い選択肢となることを期待しています。プラントボー
ルはイケアのレストラン＆カフェとスウェーデンフード
マーケット（テイクアウト用の冷凍）の両方でご用意
しています。

クライメートフットプリントが従 
来のイケアのミートボールの
わずか 4％であるプラントボー
ルは、2030 年までにクライ
メートポジティブを実現する
というイケアの目的にかなっ
た商品です。

FRUKTSTUND/ フルクトストゥンド：フルー
ツや野菜、ベリー類を使用したスムージーを
開発することは、フルーツやベリー類、野菜を
食事の一部として取り入れるための優れた方
法であり、天然繊維の摂取量を増やすおいし
い方法でもあります。イケアのバランスの取れ
た食事の基準によると、FRUKTSTUND/ フル
クトストゥンド スムージーは、大人にとっても
子どもにとっても健康的な製品です。

FY19 には、イケアのビストロでの成功に続いて、
各 イケアストアのスウェー デン 食 品 専 門 セク
ションであるスウェーデンフードマーケットでベ
ジドッグを発売しました。KORVMOJ（ビストロ
で販売しているベジドッグのテイクアウト用）が
登場したことで、よりサステナブルでおいしい植
物由来のホットドッグをお客さまがご自宅で簡単
につくれるようになりました。食品原料の調達に
関する活動について、詳しくは 57 ページをご覧く
ださい。
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調査によると、製品のサステナビリ
ティを示す認証や、製品の環境へ
の影響を軽減できるソリューショ 
ンに関心を示す人が増えています。

イケアの製品の背後にあるサステナビリティの
ストーリーを伝えるために、私たちはさまざま
なアプローチを試しています。その目的は、人々
が健康的でサステナブルな行動を取れるよう支
援することです。

知識の共有を通じて行動を変革する

1 GlobeScan 社 Climate Action Research Report https://globescan.com/ikea-climate-action-consumer-study/
2 TEMA 財団（The Turkish Foundation for Combating Soil Erosion, for Reforestation and the Protection of Natural Habitats - 森林再生と自然生息地の保護のための土壌侵食対策のためのトルコ財団）は、環境問題、特に土壌侵食、森林伐採、砂漠化、
気候変動、生物多様性の損失についての効果的で意識的な世論を形成することを目的としたトルコ最大の非営利組織です。

世界の人々は、さまざまな環
境問題についてますます憂
慮を深めています。66％の人
が汚染を非常に深刻な課題と
みなしており、62％は気候変
動や天然資源の枯渇が非常に
深刻な問題であると述べてい
ます。1

!

よりよい消費習慣を楽しいものにする

IKEA Turkey は、TEMA 財団 2 と共同で小
学生向けの教育プログラムをつくりました。
家 庭でのよりよい消費習慣についての意
識を高めることを目的としたもので、子ども
たちがよりサステナブルな消費習慣を形成
するのに役立つデジタルゲームを製作しま
した。

お客さまの節約を支援するアプリ

IKEA Better Living アプリは、世界中の約 6
万人のお客さまをサポートしています。お客さ
まが生活を少しだけ変え、進捗を記録し、友
人と競いあうことで、1,500 トンの炭素、101
トンの廃棄物、300 万リットルの水（概算値）
の節 約 が達 成されました。 これ は Better 
World Starts at Home キャンペーンの一部
として行われました。
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イケアは、すべての子どもが安全な家
庭環境で育つ権利を持つことを信じて
います。

お客さま、特に子どもたちの安全が、私たちにとって
第一です。製品の安全性がイケアの最優先課題であ
るのはそのためです。イケアの製品は、製品が販売
される国で適用されるすべての安全規制に準拠する
よう設計およびテストされています。さらに、イケア
の子ども向け製品の多くは法的要件を超える安全
性を備えています。たとえば、医学的反応を引き起
こす、または有害であると疑われる化学物質は段階
的に廃止しています。

転倒事故は、ホームファニッシング業界全体にとって
深刻な安全問題であり続けています。イケアは、こ
のリスクを最小限に抑えるために、お客さま、各国
の行政、消費者保護団体、業界と協力したいと考え
ています。米国での強制規則の導入など、家具の安
定性を促進するためのアクションをイケアは歓迎して
います。

Safer Home パイロットプロジェクト

イケアは、ホームファニッシングに関する知識を利用
して、お客さまの家をより安全にするためのヒントを 
用 意し、 力 になりたいと考えています。 そこで、
Safer Home パイロットプロジェクトを立ち上げまし
た。7 歳までの子どもを持つ親を対象としてアプリや
店内ワークショップ、ウェブサイトの情報を活用し、
家庭での安全性の向上に対する意識を高めることを
目的としています。アプリでは、子どもの発達に関す
る情報に加えて、子ども部屋の安全に関する年齢別
のヒントを提供しています。このプロジェクトは FY18
にはアイスランド、FY19 にはオーストラリア、FY20
には米国とカナダで試験運用され、コワーカーやお
客さまから非常に好意的な反応がありました。ここ
で得た知見は、近い将来、さらに多くの市場でプロ
ジェクトを開発、展開していくために役立ちます。

より安全な家
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より多様性を受け入れるビジネスを目指して

イケアは、疎外され、労働市場から取り残された世界
中の数百万もの人々の支援に貢献したいと考えていま
す。これを実現する方法の 1つが、ビジネスを通じて貧
困の削減や女性の地位の向上、地域社会の社会問題や
環境問題に取り組む社会起業家とのタイアップです。

2012 年以降イケアは、グローバルおよび地域レベルで社会起業家と協力 
して、ハンドメイドのコレクションをデザインおよび生産し、イケアストア
やオンラインでオーダーメイドサービスとして展開しています。地域でのパー 
トナーシップはすべて IWAY の必須要件に基づいて監査され、国際パート
ナーは IWAY での認証を受けます（IWAY について、詳しくは 109 ページを 
ご覧ください）。

これまでのところ、こうしたパートナーシップは世界中の約 2 万人の職人と
地元の農業従事者の雇用創出に役立っています。FY19 にイケア 1 は、コ
ワーカーのエンゲージメント、直接投資、促進プログラムを通じて、イケア
のバリューチェーンの内外で社会起業家との連携をさらに広げました。

1 Inter IKEA グループを構成する IKEA Social Entrepreneurship B.V を通じて

7：世界の社会起業家パートナーがつくった 
イケアの製品とサービスの数

数字で見るFY19 の活動 

12 人：イケアから事業拡張計画の支援を 
受けたイケア外の社会起業家数

社会起業家の製品をすべての市場でグ
ローバルに展開し、さらに 27 カ国で期
間限定コレクションを展開

2 万人：イケアと社 会 起 業 家とのパート
ナーシップによって仕事と収入を得た人の数
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イケアと社会起業家 

裁縫師 Abeer Almnajed、Jordan River Foundation
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FY19 における社会起業家パートナーとの 
共同活動

•	 IKEA Social Entrepreneurship は、今回初めて、 
イケアのビジネスに直接つながりのないプログ
ラムをいくつか開始しました。これには Ashoka
と提携した初の促進プログラムが含まれていま
す。このプログラムでは現在 12 人の社会起業
家をサポートし、システムの変革によって影響
力を拡大できるよう支援しています。共同で策
定されたこの促進プログラムには、構造化され
たプログラムを通じてイケアのコワーカーがアド
バイザーとして参加しています。フィードバック
によると、これまで参加した社会起業家やイケ
アのコワーカーは、プログラムからポジティブ
で建設的な経験と学びを得ています。

•	 地域の 20 人の社会起業家を支援するための促
進プログラムが 2020 年中に東アフリカで実施
されることになり、FY19 に Acumen との間で
合意が交わされました。

•	 イケアは社会的企業 i-did と協力して、イケアの
古いテキスタイルを新しい製品の製造に使用す
るためのフェルトに生まれ変わらせています。
オランダで開催されたダッチデザインウィーク
期間中に、IKEA Retail Netherlands は古いイ
ケアのテキスタイルからつくられたフェルトを使
用し た TILLVERKA/ ティル ヴェ ルカ コレ ク
ションを発 表しました。このコレクションは
2020 年 3 月にオランダのイケアストアで発売さ
れます。

•	 IKEA Social Entrepreneurship は、 イケア で
販売するホームファニッシングや食品を生産 
する社会起業家や企業との既存のビジネスパー
トナーシップを発展させ続けています。ビジネ
スパートナーに属する人々の仕事や収入への貢
献、職場でのエンパワーメント、生計や福祉の
向上などといった社会的成果の改善と同時に、
製品の売上も増加しました。3 つの期間限定コ
レクション（VÄLGÖRANDE/ ヴェルグオーラン
デ、ANNANSTANS/ アン ナンスタンス、TILLTA-
LANDE/ ティルタランデ）を発売したほか、期
間限定ではない、初の世界共通の社会起業家
パートナーシップ製品の販売を開始しました。
これにより、イケアと手を組む社会起業家がよ
り安定した収入を得られるようになります。

•	 スウェー デン の Yalla Trappan、 スペイン の
Ellas lo Bordan、米国の Open Arms など、地
域の社会起業家パートナーのいくつかは、さま
ざまな市場で製品やサービスを提供し続けまし
た。イケアの社会起業家や企業とのグローバル
および地域ビジネスパートナーシップは大幅に
拡大しています。

こうしたアクションに加えて、世界規模のプロジェク
トやパートナーシップのパイプラインが構築され、さ
まざまなイケアのリテールとの協力のもと、より多く
の市場で社会起業家との地域パートナーシップが結
ばれています。
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IKEA Social 
Entrepreneurship
は、その目標を達成 
するのに必要な 
ステップを理解する 
ため、セオリーオブ
チェンジアプローチを
採り入れています
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社 会 的に弱い立場の、
取り残され た 人々が、
よりよい 仕 事、 収 入、
サービスを手に入れる

社会的に弱い立場の、取
り残された人々のニーズ
と権 利に対処するため、
システムが変わる

イケアや他企業はより多
様性を受け入れ、サステ
ナブルな存在となる

社会的に弱い、取り残された人々がより快適な毎日を過ごす 
ためのより大きな機会の構築

直 接 的 な サ ポ ート や 
仲介者を得て、社会起 
業 家がスケールアップ 
を果たす

イケアのコワーカーやビジ
ネスは、社会起業家のサ
ポートと育成に取り組む

社会起業家や企業がイ
ケアのバリューチェーン 
内でスケールアップを実
現する

社会起業家のアプローチ
や得た知識をイケア内外
で共有する

IKEA Social Entrepreneurship のセオリーオブチェンジ 

インパクト／長期的な目標

アウトカム／必要な要素

アウトプット／前提条件

詳しくは次をご覧ください： IKEASocialEntrepreneurship.org

http://IKEASocialEntrepreneurship.org
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IWAYとは、イケアのサプライヤーの行動規範です。
イケアがサプライヤーとの間で長年にわたって適用して
いるプログラムであり、環境的条件、社会的条件、労
働条件に関する最小要件を定めています。

IWAY はイケアのサプライヤーに対する明確な期待内容を設定したもので、
サプライヤーとの対話を促し、価値観を共有するための基盤となります。
イケアは、サプライヤーとの長期にわたる関係の構築が非常に重要だと考
えています。サプライヤーとの提携の平均期間は約 11 年です。イケアとサ
プライヤーが協力し合うことで、サプライヤーは成長してイケアの要件を満
たすようになり、最終的には、よりサステナブルなビジネスになります。

IWAY は 2000 年に導入されて以来、環境的および社会的な発展やグロー
バルなバリューチェーンにおける新たな問題に対応できるよう定期的に更
新されています。過去 19 年間で、森林管理などサプライチェーンの特定の
部 分（48 ペー ジ の 森 林 管 理 に 関 するトピックを 参 照 ） および 輸 送

（77 ページの輸送に関するトピックを参照）に関する追加要件を策定した
ほか、児童労働の防止や若年労働者への支援といった特定のテーマに対す
るイケアの立場を明確にしました。昨年、イケアは IWAY の見直しを行い、
時代に合った、そして現実に即した内容となるよう改訂しました。詳しくは、
次ページの IWAY レポートの表をご覧ください。

IWAY プロセスに関与するイケアのコワーカー全員が利用できる IWAY グ
ローバルトレーニングプログラムは、IWAY に関する能力を継続的に向上

させるためのプログラムです。イケアのコワーカーが IWAY に関連するトピッ
クについてサプライヤーと効果的にコミュニケーションできるようにするこ
とを目的としています。グローバルな IWAY 学習ソリューションを補完する
のが、地域や業界、ビジネス環境に固有の IWAY トピックに対応するロー
カルトレーニングプログラムです。

イケアは、サプライヤーの IWAY 基準への準拠率を定期的にモニターして
います。 これ に よって、 サ プライヤー が 徐 々に IWAY の 要 件 を 満 た 
している様 子を把 握できます。また、サプライヤーが IWAY の要件を 
確実に満たすために特に注意すべき点や協力が必要な点を見つけるために
も役立ちます。IWAY を確実に守り、検証し、報告するために透明性と信
頼性のあるルーティンを実施するのに加えて、イケアの IWAY 監査員と第
三者組織によって予告ありの監査と予告なしの監査の両方が行われます。
サプライヤーが業務において IWAY 要件を満たすことができず、定められ
た期間内にその逸脱を是正できなかった場合、そのサプライヤーとの取引
は段階的に廃止され、ビジネス契約は終了します。期間は、準拠していな
い内容によって異なります。IWAY 必須要件に関する逸脱の場合は即座に
取引が停止されます。その他の IWAY 要件の場合は 90 日間です 1。

昨年行われた IWAY 業務と、イケアのサプライチェーンのさまざまな部分で
現在実施中の定期的な IWAY 業務の中で、社会的条件や環境的条件の最
小要件を確保するうえでの課題をいくつか特定しました（次ページを参照）。

IWAY 

1 IWAY 必須要件は、契約締結前にサプライヤーが満たす必要のある要件です。この要件に照らし合わせて、ホームファニッシング製品の重要なサブサプライヤーの監査を実施しています。
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中国の一部のホームファニッシング 
サプライヤーによる IWAY からの逸脱 

サプライヤーに対して実施している定期的な遵守の確
認と監査活動により、中国の一部のサプライヤーで
は透明性の欠如や労働時間の操作といった問題が確
認されました。イケアはこれを非常に真剣に受け止め、
現在、このような問題が発生した原因の評価を行って
います。その目的は、逸脱の根本原因に対処し、サ
プライヤーがサステナブルな是正措置を確実に実施す
ることです。この評価には、サプライチェーンのほか
のエリアで同様の問題が発生する可能性についてのよ
り広範な分析も含まれます。

一時的労働やプラットフォームにおける 
労働に関わる人々の社会的条件および 
労働条件の確保

イケアのバリューチェーン、特にサービスに関わる部
分は、この数年間、グローバルなトレンドに従って新
しいビジネスモデルを採り入れるために発展してきま
した。公募を通じて、地理的に離れた場所にいる人々
へ作業をアウトソーシングするデジタル労働プラット
フォーム（「クラウドワーク」）、そして特定の地域にい
る個人に業務を割り当て、主にその地域のサービス
に関連する仕事を依頼する、地域ベースのアプリな
どがその例です。イケアは、バリューチェーンに関わ
るすべての人の社会的条件や労働条件を確保したい
と考えています。これは私たちが重視しているトピッ

クの 1 つであり、これに関する明確な IWAY 要件の
策定に取り組んでいます。こうしたビジネス形態をカ

バーする新しい IWAY セクションを現在作成中で、
2021 年中に運用を開始する予定です。

1 この表には、イケアのフランチャイジーのサプライヤーは含まれません。
2 イケアの製品サプライチェーンでは、特別な場合を除き飛行機を使用することはありません。
3 ほかの組織とは異なり、サプライヤーレベルではなくイケアの主要商品向けの食品を製造する個別の拠点を指します。
4 直接取引を行う素材サプライヤー。貿易業者、物流業者、IKEA Industry 独自のユニットを除きます。IKEA Industry 独自のユニットはすべて IWAY 承認済みです。
5 IKEA Industry は、IKEA Industry の IWAY ロードマップで設定された目標に従い、FY23 までにサプライヤーの IWAY 遵守率 100％を目指しています。
6 ほかの組織とは異なり、サプライヤーレベルではなく個別の拠点を指します。
7 デジタルサプライヤーは含まれません。
8 �IWAY 必須要件は、契約締結前にサプライヤーが満たす必要のある要件です。この要件に照らし合わせて、ホームファニッシング製品の重要なサブサプライヤー

の監査を実施しています。

IKEA
サプライヤーの 
種類 1

FY19 の 
サプライヤー数

説明 IWAY 遵守率

FY16 FY17 FY18 FY19

ホームファニッシング
サプライヤー

1,052 イケアのホームファニッシング製品を製造 97 98 98 97

輸送 業者（陸 上およ
び海上）2

349 イケア製品をサプライヤーから店舗や配送
センターに輸送

90 
（陸上のみ）

97 98 97

世界各地の食品供給
センター 3

129 イケアレストラン＆カフェやビストロ、ス
ウェーデンフードマーケットで販売する主
要な商品展開のために食品や食材を提供

63 87 96 97

IKEA Components 210 イケアのホームファニッシング製品に使用
するコンポーネントや素材をイケアのサプ
ライヤーやサブサプライヤーに供給

97 99 98 98

IKEA Industry 4214 イケアのサプライチェーンの中で、無垢材、
ボードオンフレーム、ボードを使用した家
具をイケアや関連企業に供給

38 60 64 775

IKEA カタログに関わ
る施設 6

41 印刷版の IKEA カタログ用にパルプ、紙、
印刷サービスを提供 7

80 63 80 87

IWAY 必須要件によって承認されたホームファニッシング製品の重要なサブ 
サプライヤー 8

99 91 93 94

IWAY レポート
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今日の新しい現実、そして未来に向けた大きな目標
に対応できるよう、IWAY が適切に設定され、関連
するトピックに対処できるようにする必要があります。

イケアは今後も向上を続け、社会的条件および環境
的条件を改善し、より多くのサブサプライヤーを含め
ることで IWAY をより包括的なものにしていきます。
また、新たなビジネス領域をカバーすることも検討す
る予定です。FY19 には、イケアのサプライヤーの行
動規範の改訂版である IWAY システム 6.0 を策定しま
した。これは FY20 中にイケアのビジネスのさまざま
な部分でさらに練り上げられ、実施に移される予定で
す。包括的なプロセスと現状に即した IWAY を実現す
るため、FY19 にイケアは次のことを行いました。

•	 サプライヤー、その他の多国籍企業や非政府組
織など、イケアのバリューチェーン内外の利害
関係者に働きかけました。

•	 IWAY 遵守の確認や監査に対するリスクに基づ
くアプローチを再定義し、IWAY のプロセスと
パフォーマンスの KPI を新たに設定しました。

•	 新しいガバナンス体制を確立し、要件を満たさ
ないサプライヤーのビジネスの結果に対するア
プローチを強化すると同時に、優れた IWAY パ
フォーマンスを発揮したサプライヤーに報い、
動機付けとなるよう、調達プロセスに結びつい
た仕組みを導入しました。

改訂版となる IWAY 6.0 を策定するに当たっての主な
目標の 1 つは、サプライヤーが基本要件を満たすだ
けでなく、最小要件を上回る改善を常に成し遂げる
ことができるようにすることです。このアプローチは、
IWAY 要件を満たすようサプライヤーが自ら積極的に
取り組むことを目指しています。そうすることで、ビ
ジネス、従業員、環境に対するメリットがサプライヤー
にもたらされるからです。また、成長をより有益なも
のにする段階的アプローチでもあります。こうしたア
プローチにより、IWAY は、イケアのサステナビリティ
戦略で定義された、イケアのバリューチェーンにおけ
るサステナビリティに関するイケアの目標の達成を促
進するための大きな力となります。

改訂した IWAY 基準とシステムは 2020 年に運用を
開始する予定です。イケアのコワーカーやサプライ
ヤーと協力して、すべてのイケア関連企業への期待と
目標が盛り込まれます。

次なるIWAY 基準の制定 
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IConduct

IConduct は、イケアのフランチャイジーの行動規範です。
ここには、イケアの製品、人と社会、健康、安全、セキュリ
ティ、企業倫理、情報の取り扱い、そして経済的、環境的、
社会的発展といった、フランチャイジーが満たすべき要件が
盛り込まれています。イケアのフランチャイジーは、適用さ
れる法令や各企業の要件を遵守しながら、IConduct の要
件を作業方法に組み込む必要があります。

FY19 には、フランチャイジーとともに IConduct の各項目
に関する現状への理解を深め、改善していくことを目的とし
て、IConduct 準備状況評価を実施しました。評価の中心と
なったのは次のエリアです。

イケアの製品：製品と食品の要件に関わる業務、現地調達
についての検討事項。

人と社会：優れた雇用主であるためのさまざまな要素、コ
ワーカーの権利、社会へ及ぼす影響。

地球環境：リテール業務による温室効果ガス排出、水、廃
棄物（廃棄物管理方法、エネルギー、水、破棄物のリサイ
クル率と測定システムを含む）。

健康、安全、セキュリティ：イケアのリテールおよびサプラ
イチェーンのセキュリティ。

企業倫理：イケアのフランチャイジーが贈収賄、利益相反、
組織内の犯罪行為を防止するためにすべき行動。

情報の取り扱い：データの共有や顧客データの保護など、
情報やデータに関する要件。

準備状況評価中に発見されたギャップを埋める行動計画を
作成し、2020 年中に作業を完了する予定です。さらに、イ
ケアのコワーカーのための基準については、雇用基準やそ
の他の各企業固有のポリシーやルールがその役割を果たし
ています。

たとえば、Inter IKEA グループの行動規範は、Inter IKEA
グループのすべての企業およびコワーカーに対する期待内
容を示しています。詳しくはこちらをご覧ください。

行動規範
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他者と協調して行動し、変革のために活動すること
は、常にイケアの働き方の土台となってきました。イ
ケアは、さまざまな利害関係者、お客さま、企業、
NGO、行政と協力して、共通の課題を解決しています。
グローバルな規模での行動を提唱するために、自ら
のプログラムや業務を超えてリーダーシップを発揮し
続けます。国際レベルでの協力の強化を目指す、国
連の持続可能な開発目標 17 はこれまで以上に現実
の問題に即したものとなっています。イケアは、共創、
コミュニティエンゲージメント、利害関係者のフォー
ラム、諮問会議、パートナーシップを利用して課題
に取り組んでいきます。

以下は、FY19 のイケアのコラボレーション活動の例
です。

気候変動に取り組む

気候アジェンダに関して、イケアは、地球の気温上
昇を 1.5 度にとどめるために必要な変革を促進する
政策と包括的な規制の必要性を提唱しています。コ
ラボレーションと活動の例は次のとおりです。

気候変動枠組条約（UNFCCC）：2019 年、UNFCC
と Inter IKEA グループはパートナーシップを締結し
ました。このパートナーシップを通じて、イケアは気
候変動対策への協力の必要性を強調し、他企業が地
球の気温上昇を 1.5 度にとどめるための行動を起こ
すよう促したいと考えています。詳しくはこちらをご
覧ください。

Exponential roadmap：Inter IKEA グ ル ー プ は
FY19 に、地球の気温上昇を 1.5 度に制限し、排出量を
10 年ごとに半減することで遅くとも 2030 年には
50％にすることを目指す Exponential roadmap1 を
支援しました。また、中小企業の気候変動に関する
取り組みの支援を目的とした 1.5 度ビジネス戦略もサ
ポートしました。詳しくはこちらをご覧ください。

The Business Ambition for 1.5 ° C：FY19 に は、
Inter IKEA グループとイケアのフランチャイジーの
Ingka グループは、2019 年 9 月にニューヨークで開催
された国連気候行動サミットで国連グローバル・コン
パクトに よって 打 ち出さ れ た 誓 約 The Business 
Ambition for 1.5° C（経路 2）に署名しました。この
誓約は Science Based Targets イニシアチブに参加

した企業に要求されたもので、すでにイケアが行って
いる取り組みとも一致する内容となっています。The 
Business Ambition for 1.5° C について、詳しくはこ
ちらをご覧ください。

温室効果ガスプロトコル – 炭素除去、土地利用、バ
イオエネルギーの会計および報告基準：イケアは世
界資源研究所（WRI）と持続可能な開発のための世
界経済人会議（WBCSD）が率いるプロジェクトに共
同出資および参加し、炭素除去、土地利用、バイオ
エネルギーの気候影響を評価するための計算および
報告基準づくりに貢献しています。現在、これらの影
響を定量化および評価するための世界的に認められ
た方法は存在していません。広く受け入れられた評
価基準がなければ、IPCC によって特定された、気温
上昇を 1.5 度にとどめるための炭素除去に必要な寄
与を定量化することは困難です。このプロジェクトの
研究結果は 2021 年中に発表される予定です。詳しく
はこちらをご覧ください。

コラボレーション＆支援活動

1 Exponential Climate Action Roadmap は、気候変動に関するパリ協定の要件を満たすために 2030 年までに必要とされる世界的な経済変革の概要を示しています。ExponentialRoadmap.org イニシアチブは、最新
テクノロジーの開発者、科学者、企業、そして Future Earth、WWF、ストックホルムレジリエンスセンターなどの NGO が結集してつくられたものです。2018 年 9 月にサンフランシスコで開催されたグローバル気候行動
サミットで発表されました。
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クライメートポジティブの定義：イケアは、クライメー
トポジティブを定義するという目標を掲げたプロジェ
クトに参加しています。多くの企業や組織が「クライ
メートポジティブ」という用語を使用していますが、
その定義は非常にさまざまであり、これがとりわけお
客さまにとって誤解や混乱のもととなるおそれがあり
ます。WWF のリーダーシップのもと、他企業と協力
して、科学に基づき、独立機関によって検証された
クライメートポジティブの世界的な定義を開発中で
す。2020 年 11 月 9 日～ 19 日にイギリスのグラスゴー
で開催が予定されている COP26（気候変動枠組条約
第 26 回締約国会議）に合わせて、堅固で機能的な
定義を提案することを目指しています。詳しくはこち
らをご覧ください。

Cool Food Pledge：IKEA Food は、世界資源研究所、
国 連 環 境 プ ロ グ ラ ム、Carbon Neutral Cities 
Alliance、Health Care Without Harm、Practice 
Greenhealth、Climate Focus、EAT 財団、サステ
ナブルレストラン協会が主導する Cool Food Pledge
に署名しました。Cool Food Pledge の署名者は、
2030 年までに食品に関連する温室 効果ガス排出
量を 25％削減することに貢献する義務を負います。
詳しくはこちらをご覧ください。

Climate and Clean Air Coalition：地球上で人口
のほぼ 90％が汚染された空気にさらされていると言

われている今、清浄な空気は急速に大きな懸念事項
となり、清浄な空気と気候との相互関係に対する認
識が高まっています。FY19 に Inter IKEA グループは、
気候変動と大気汚染を同時に減少させることを目的
とした国連のイニシアチブ Climate and Clean Air 
Coalition に参加しました。詳しくはこちらをご覧く
ださい。

EV100 お よ び RE100：Ingka グ ル ー プ は、The 
Climate Group の RE100（ 再生可 能 電 力） および
EV100（電気自動車）イニシアチブ、世界経済フォー
ラムが主導する CEO 気候リーダーズ同盟、We Mean 
Business 連 合、Corporate Leaders Group、
SolarPower Europe な ど の メ ン バ ー で あ り、 サ
ポートを行っています。詳しくはこちらをご覧ください。

循環型社会への移行を促進する
 
イケアは、循環型社会への変革に貢献する政策と新
しい規制の策定を提唱しています。コラボレーション
と活動の例は次のとおりです。

日本での世界循環経済フォーラム「循環型経済とサ
ステナブルなライフスタイルをつなぐ」：イケア 1 は
FY19 に横浜で開催された世界循環経済フォーラムに
参加し、各国政府や企業、研究者の代表とともにサ

ステナブルな消費とライフスタイルへの移行を促進す
る方法について議論し、研究結果や具体的な解決
策を共有しました。詳しくはこちらをご覧ください。

European Furniture Industry Confederation 
（EFIC）：イケア 2 は、2018 年より EFIC のメンバー
として活動しています。EFIC は、ヨーロッパの家具
業界の企業の 70％以上が参加している組織です。
2018 年以来、イケアは家具業界における循環型経
済のビジョンを促進することを目的とした EFIC ワー
クグループに積極的に参加しています。詳しくはこ
ちらをご覧ください。

健康的でサステナブルな暮らしを可能にする 

イケアが人々のより健康的でサステナブルな暮らしを
促進し実現していくためには、人々が毎日の生活で
直面する課題についての知識と知見を得る必要があ
ります。そこで、イケアは家庭訪問を行い、世界中の
市場でお客さまと出会います。さらに、サステナブル
な暮らしをより簡単で身近なものにするための政策
やインフラの実 現を提唱しています。コラボレー
ションと活動の例は次のとおりです。

1 IKEA Retail Japan および Inter IKEA グループを通じて
2 IKEA of Sweden を通じて
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ケニアのナイロビで行われた国連環境総会「環境的
課題と持続可能な消費と生産のための革新的な解決
策」：イケアは、2019 年 3 月 11 日～ 15 日に開催され
た第 4 回国連環境総会に参加し、持続不可能な消費
に対処し、健康的でサステナブルな暮らしを多くの人々
にとって望ましい、手ごろなものとする方法について
意見を述べました。詳しくはこちらをご覧ください。

10 YFP/One Planet Network、サステナブルなラ
イフスタイルと教育プログラム：「持続可能な消費と
生産 10 年計画枠組み（10YFP）」は、6 つのプログラ
ムを通じてサステナブルな消費と生産への切り替
えを促進するための世界的な取り組みです。「サステ
ナブルなライフスタイルと教育（SLE）」プログラムは、
この 6 つのプログラムの中の 1 つで、世界のサステナ
ブルなライフスタイルの促進と拡大を目指していま
す。Inter IKEA グループは、SLE プログラムのマルチ
ステークホルダー諮問委員会のメンバーです。詳しく
はこちらをご覧ください。

OPEN HOME：イケアが行っている家庭訪問から得
た知識と知見を収集した新しいデジタルプラットフォー
ム 1 で、イケアのビジネス全体のコワーカーが利用する
ことができます。知見は主に商品展開や製品の開発に
利用されます。人々がどのように暮らしているか、必

要なものは何か、そして何がより健康的でサステナブ
ルな暮らしをもたらすかについての理解を深めるこ
とを目的としています。このプラットフォームは FY20
にも引き続き更新されます。

持続可能な開発のための世界経済人会議（WBCSD）：
イケアは、サステナブルな消費とライフスタイルの
選択に企業が貢献する方法を研究するプロジェクト
など、FY19 に WBCSD が主導した多くのプロジェ
クトのパートナーを務めました。詳しくはこちらをご
覧ください。

健康的でサステナブルな暮らしに関する調査：イケア
は、GlobeScan 社のリーダーシップのもと、ほかの
多くの企業との協力により FY19 に実施された健康的
でサステナブルな暮らしに関する大規模な調査に参加
しました。主な調査結果は 2019 年 9 月にニューヨー
クで開催された環境ウィーク中に発表され、イケアの
代表団はこの発表を含むいくつかのセッションに参加
しました。詳しくはこちらをご覧ください。

Champions 12.3：IKEA Food のビジネスをグロー
バルに管理するマネージングディレクターは、イケア
のバリューチェーンを通して食品廃棄物削減に取り組
むため、この連合のメンバーとなって積極的な活
動を行っています。Champions 12.3 は、各国政府、

企業、国際機関、研究機関、農業団体、市民団体の
幹部から成る連合です。2030 年までに「SDG ターゲッ
ト 12.3」2 を達成することを目指して、意識向上、行動、
変化を促進することを目的としています。

世界水週間：イケアは 2019 年 8 月の世界水週間に
参加し、イケアのバリューチェーン全体で実施してい
る世界の真水不足問題への取り組みについての講
演を行い、「水を大切にする家」実現へ向けてのイノ
ベーションと製品開発のロードマップを紹介しまし
た。詳しくはこちらをご覧ください。

IKEA Bootcamp：これは成長段階にある 20 の新
興企業と連携することを目的としたイケアのプログラ
ムです。他者と協調してともに未来をつくり、社会起
業家や新興企業と提携して新しいアイデアや開発中
のアイデアを見いだし、探求し、発展させることで、
より健康的でサステナブルな暮らしを実現するための
ソリューションを数多く生み出すことを目指していま
す。詳しくはこちらをご覧ください。

1 このプラットフォームは、GDPR やその他のデータプライバシー法令への法的コンプライアンスを確保するために開発されました。
2 「2030 年までにリテールおよび消費者レベルで 1 人当たりの世界的な食品廃棄物を半減し、収穫後の損失を含めた生産およびサプライチェーンにおける食品の損失を削減する」
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https://web.unep.org/environmentassembly/
https://www.unenvironment.org/explore-topics/resource-efficiency/what-we-do/one-planet-network/10yfp-10-year-framework-programmes
https://www.wbcsd.org/
https://globescan.com/wp-content/uploads/2019/09/Healthy_Sustainable_Living_2019_GlobeScan_Highlights.pdf
https://programme.worldwaterweek.org/Content/ProposalResources/PDF/2019/pdf-2019-8644-1-GRanstr%25C3%25B6m%20IKEA%20WWW%20stockholm%2020190826_vg.pdf
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The High Ambition Alliance on Chemicals and 
Waste：イケアは COP25 を含め、2019 年中に各国
の環 境 大臣、EU 委員、UNEP などと協調し、The 
High Ambition Alliance on Chemicals and Waste
連合への貢献を通じて化学物質と廃棄物に関する世
界的な枠組みを策定する取り組みを支援しました。こ
の取り組みは、将来の世代のために人間の健康およ
び健康的で安全な環境を保護し確保することを目的
とした、世界的なサステナビリティに関する目標の達
成に役立つものです。詳しくはこちらをご覧ください。

平等と多様性の受け入れを促進する

イケアのバリューチェーンは、イケアストア、サプラ
イヤー、そして数百万の人々と交流するデジタルの
場を通じて 50 以上の市場をカバーしています。2030
年までにイケアは、多くの人に利益をもたらす公平で
インクルーシブな社会を構築するリーディング企業の
1 つになることを目指しています。この活動の重要な
点は、他者と連携して目標を実現することです。単独
または孤立した状態ではこの課題に取り組むことは
できないからです。

UNICEF：FY19 には UNICEF との提携を開始し、さ
まざまなイケアの組織やプロセスを通じて子どもの安
全保護対策の実践を支援しました。この活動は FY20
も継続されます。詳しくはこちらをご覧ください。

Centre for Child Rights and Corporate Social 
Responsibility（CCR CSR）：FY19 には、東南アジ
アの学校に通えない青少年に働きがいのある仕事と
キャリアの機会を提供するための青少年育成プログラ
ムの開発と実施に関する協力を継続しました。この
パートナーシップ活動には、イケアのビジネスだけで
はなく他企業や地方自治体への啓蒙活動も含まれて
います。詳しくはこちらをご覧ください。

IWAY 開発ステークホルダー協議：FY19 に、さまざ
まな業界のイケアのバリューチェーン全体のサプライ
ヤー、NGO や多国籍企業の代表者、社内関係者を
3 つのワークショップに招き、新しい IWAY のドラフ
トのレビューを実施しました。

責任ある採用のためのリーダーシップグループ 
（LGRR）：イケアは「 責 任 ある 採 用 のため のリー 
ダーシップグループ」の創設メンバーとなり、労働者
は仕事を得るためにお金を払うべきではなく、採用
費用は雇用主が負担すべきであるという「雇用主負
担原則」を支持する立場をとっています。その目的は
2026 年までに、労働者に請求される採用手数料を
あらゆる場所で撤廃することです。責任ある採用に
関するイケアのガイドラインは、イケアのサプライヤー
での採用慣行に関するイケアの期待内容を示してい
ます。詳しくはこちらをご覧ください。

人材採用に関する円卓会議：LGRR での取り組みの
一環として、イケアの代表団は、人材採用を行う企業、
サプライヤー、政府関係者、政府間機関とともに、バン

コクとクアラルンプールでの地域円卓会議に参加して
います。こうした対話は、求人を行う企業と、それを
支援する政府の政策の双方における変化を促進する
のに役立ちます。

LGBT+ の人々に対する差別に関する国連「ビジネス
に関する指導原則」：フランチャイジーのIngkaグルー
プは、各企業が LGBT+ のコワーカー、お客さま、コ
ミュニティ、その他の利害関係者の権利を尊重、支援、
促進することを定めた規範を共同作成し承認しまし
た。詳しくはこちらをご覧ください。

国際移住機関（IOM）：1951 年に設立された IOM は、
移民の分野における主要な政府間組織であり、政府、
政 府 間、 非 政 府パートナ ーと緊 密 に 連 携して活
動を行っています。イケアは IOM の長年のパートナー
であり、IOM は移民労働者の倫理的な採用への取り
組みを発展させるうえでイケアのビジネスをサポート
してきました。また、イケアは、IOM が開発中の国
際的人材採用の自主認証プロセス「国際採用保全シ
ステム（IRIS）」の推薦者としての役割も果たしていま
す。詳しくはこちらをご覧ください。

国連ビジネスと人権フォーラム：これは人権に関する
最大の会議であり、各国政府、企業、市民団体、関
連団体の間の対話の場となります。イケアの代表団
は毎年このフォーラムやほかの同様のフォーラムに参
加して、世界中での人権の保護と尊重に必要な活動を
支援するために学び、人々とつながり、経験を共有し
ています。詳しくはこちらをご覧ください。
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https://www.unenvironment.org/news-and-stories/speech/meeting-high-ambition-alliance-chemicals-and-waste-cop25
https://www.unicef.org/
http://www.ccrcsr.com/
https://www.ihrb.org/employerpays/leadership-group-for-responsible-recruitment
https://www.unfe.org/
https://www.iom.int/
https://www.ohchr.org/EN/Issues/Business/Forum/Pages/ForumonBusinessandHumanRights.aspx
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Real Play Coalition：2018 年、「子どもの理想的な 
発育に役立つ幅広いスキルを磨く、遊びをベースにし
た機会を促進する」という共通理念のもと、IKEA、 
The LEGO Foundation、National Geographic、 
Unilever は共同でこの連合を立ち上げました。主な
目標は、子どもたちが子どもらしくいられるためだけ
でなく、子どもたちの発達と学びの心に火をつけるた
めの「遊び」の重要性を優先するムーブメントを生み
出すことです。私たちは、遊びは子どもの発育の「ロ
ケット燃料」であると考えています。FY19 には、こ
の連合に UNICEF が加わりました。ダボスで開催さ
れた世界経済フォーラム（WEF）の際には、主要な
利害関係者が集まり、現代社会における遊びに関す
るギャップに取り組む方法を話し合う円卓会議が開
かれました。また、研究の成果をまとめた初の報告 
書「Value of Play Report（遊びの価値に関するレ
ポート）」も発表されました。
イケアの社会起業家とのコラボレーションについて
は、106 ページをご覧ください。

適切に管理された森林から木材を調達する

WWF および森林管理協議会（FSC）：イケアはサプ
ライチェーンパートナーや WWF、FSC といった組織
と協力して、適切に管理された森林からより多くの木
材を調達するよう努めています。イケアは、リテール
業界において FSC 認証木材をもっとも多く使用して
いる企業の 1 つです。詳しくはこちらをご覧ください。

森林破壊の停止：WWF とイケアは、貴重な天然資 
源を保護、管理し、人と地球のためにビジネスを 
変革していくために連携しています。このパートナー 
シップは、エンゲージメント、イノベーション、支援
活動を通じて、よりサステナブルな綿および木材市
場の発展を推進しています。

WWF やその他のパートナーとの協力は、違法伐採と
闘い、森林破壊と劣化を食い止め、責任ある木材取
引とサステナブルな土地利用を促進することを目的と
しています。イケアと WWF は 2002 年以来、信頼性
の高い森林認証を支援するために協調してきました。
この活動には、保全価値の高い森林をマッピングし
て保護し、生物多様性などの生物学的および社会的
な森林の価値を守り、地域コミュニティや森林労働
者を尊重することが含まれます。イケアと WWF は、
ヨーロッパやアジアの森林 管 理の改善を支 援し、
FSC 認証森林の面積の増加に貢献しています。イケ
アと WWF のパートナーシップについて、詳しくはこ
ちらをご覧ください。

SoS Cerrado Manifesto Group：イケアは、ブラジ
ルのセラード生物群系の森林破壊を食い止め、サス
テナブルな土地利用を進めるため、業界全体の実施
ロードマップを開発し、食肉サプライチェーンや
FMCG に属する世界中の企業と協力することで、SoS 
Cerrado Manifesto Group をサポートしています。
詳しくはこちらをご覧ください。

Open letter on soy and the Amazon：Inter IKEA
グル ープ は 2019 年 末 まで に Open letter on soy 
and the Amazon（大豆およびアマゾンに関する公
開書簡）に署名しました。これによって、他企業とと
もにアマゾンでの大豆栽培の一時停止措置の維持の
重要性を強調し、アマゾン地域での大豆生産が既存
の農地でのみ行われるようにすることを目指していま
す。詳しくはこちらをご覧ください。
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https://newsroom.inter.ikea.com/news/cop25--ikea-joins-forces-with-un-climate-change-to-promote-climate-action/s/e559764c-57ad-4995-a30b-e8c7e213c3a8
https://newsroom.inter.ikea.com/news/cop25--ikea-joins-forces-with-un-climate-change-to-promote-climate-action/s/e559764c-57ad-4995-a30b-e8c7e213c3a8
https://fsc.org/en
https://www.wwf.se/ikea/
https://www.wwf.se/ikea/
https://www.wwf.org.br/informacoes/english/?61602/International-companies-support-zero-deforestation-in-the-Cerrado
https://cdn.fairr.org/2019/12/03055223/Open-letter-on-soy-and-the-Amazon-03122019.pdf
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サステナビリティガバナンス
イケアのバリューチェーン全体の 
サステナビリティ

イケアのサステナビリティ戦略であるピープル・アン
ド・プラネット・ポジティブは、イケアの目標と取り
組みを示し、2030 年に向けたイケアのフランチャイ
ズシステムの共通アジェンダを掲げています。イケア
のフランチャイズシステム内のすべての人々がこの戦
略に基づいて集中して協力し合うことで、バリュー
チェーン全体で人、社会、地球にポジティブな影響を
及ぼすことができます。この戦略を実現するための
目標、ターゲット、ロードマップをイケアのビジネス
の各部門で設定することにより、地域ごとの特性や
現実に即した形での実施や活動が可能になります。

Inter IKEA Systems B.V. はイケアコンセプトの所
有権者であり、世界中に広がるイケアのフランチャ
イズの本部です。イケアのフランチャイジーは、イケ
アのブランドとコンセプトに関して定められたビジネ
ス要件を順守する責任を持ちます。これらの要件は、
IConduct（イケアのフランチャイジーの行動規範）
などの運営文書に記載されています。

イケアのビジネス全体を通じて、私たちは協調して働
き、学んだことについて透明性を保ち、常に働き方を
改善するよう努めています。

戦略的サステナビリティ協議会

2017 年 2 月に設立された戦略的サステナビリティ協
議会は、イケアのフランチャイズシステムにおける各
企業の独立性を尊重しながら、イケアのフランチャ
イズシステム全体を通して立場を共有し、また今後
の発展とコミットメントにばらつきが出ないよう調整
しています。主な取り組みは次のとおりです。

•	 社会におけるイケアブランドの役割
•	 常に人権を尊重するなど、フランチャイズシス

テム全体の戦略的方向性と目標、および循環的
でクライメートポジティブなビジネスを実現する
という目標

•	 イケア固有のサステナビリティ要件の調整。た
とえば、 イケアの サプライヤー の 行 動 規 範

（IWAY）に含まれる要件など

戦略的サステナビリティ協議会は年 2 回開催されま
す。Inter IKEA グループとフランチャイジーの代表
者が参加して、サステナビリティに関する全体的な目
標について説明およびフォローアップが行われます。
協議会の招待メンバーは各企業のマネージングディ
レクターです。Inter IKEA グループの社長兼 CEO が
戦略的サステナビリティ協議会の議長を務めます。

サステナビリティに関する 
ワーキンググループ

Inter IKEA グループとフランチャイジーから特定分
野の専門家が集まってワーキンググループをつくり、
成功事例を共有して、イケアのバリューチェーンで利
用できる知識を築き上げています。各ワーキンググ
ループでは、イケアのサステナビリティ戦略を実現す
るため、戦略的イニシアチブと計画について話し合
い、意見のとりまとめを行います。FY19 に、たとえ
ば気候グループは、気候に関する談話と目標をまと
めるために定期的に活動しました。

Inter IKEA グループの 
サステナビリティマネジメント

Inter IKEA グループのサステナビリティマネジメントは、 
Inter IKEA グループに属する企業のサステナビリティ
マネジャーで構成されます。サステナビリティマネジメン
トはサステナビリティに関する目標とコミットメントを
策定し、パフォーマンスについて報告する責任を持ちま
す。また、環境的影響や社会的影響を伴うビジネスの
戦略的決定に関する提言を行い、戦略的サステナビリ
ティ協議会の議題や決定事項を立案します。FY19 の
Inter IKEAグループ内の組織変更により、新しいメンバー
が Inter IKEA グループのサステナビリティマネジメント

ピープル・ 
アンド・ 

プラネット・ 
ポジティブ
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に加わりました。FY19 末の時点のメンバーは、Range、
Supply、IKEA Industry、Transport & Logistics、
F o o d 、Co m p l i a n c e  & M o n i t o r i n g 、I WAY 
Development、Communication & Engagement、
People & Culture、Core Business Franchise のサス
テナビリティマネジャーです。議長は、Inter IKEA グルー
プのチーフサステナビリティオフィサーが務めます。

Inter IKEA グループの企業倫理

Inter IKEA グループのビジネスのあり方は、イケアの
創業者であるイングヴァル・カンプラードの『ある家
具商人の言葉』に書かれている価値観とカルチャー
に基づいています。Inter IKEA グループの行動規範
は、こうした価値観を補足するものであり、価値観を
行動に変換したものです。グループ内およびビジネス
パートナーやその他の利害関係者に対する行動の原
則を中心として構築されています。基本的な考え方は、
誠実さ、尊敬、公正さ、高潔さに基づいて、常識をもっ
て適切なビジネスを行うことです。この行動規範は
Inter IKEA グループのすべてのコワーカーに適用され
ます。

この行動規範は、腐敗防止に関する内容を含む Inter 
IKEA グループのポリシーによって補われます。Inter 
IKEA グループのすべてのコワーカーに対してトレー
ニングを実施することにより、意識を向上させ、日常
業務の中で実践できるように後押ししています。疑問
が生じた場合には、コワーカーはいつでもマネジャー
によるサポートを受けられます。個人で対処するのが
難しい問題が生じた場合は、Inter IKEA グループの
Raising Concern Line を利用することができます。

FY19 には、Inter IKEA グループ行動規範違反に関す
る 懸 念 が 29 件、Inter IKEA グ ル ープ の Raising 
Concern Line に報告されました。Inter IKEA グルー
プは、Inter IKEA グループ調査ポリシーに基づく一貫
したアプローチで内部調査を行っています。FY19 に
は Inter IKEA グループの人事、法務、リスク部門の
約 80 人のコワーカーが、ルールの認識と理解を高め
るためのトレーニングを受けました。FY20 には、調
査を実施するコワーカーに、特に聞き取り調査スキル
について、さらなる実践的なトレーニングを行う予定
です。イケアのフランチャイジーでは、懸念事項を管
理および解決するため、専用の苦情処理ルーティン
も実施される見込みです。

基本的な考え方は、誠実さ、
尊敬、公正さ、高潔さに基づ
いて、常識をもって適切なビ
ジネスを行うことです。

Inter IKEA グループの行動規範はこちらか
らご覧ください。

イケアのフランチャイジーの行動規範につい
て、詳しくは 112 ページをご覧ください。
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持続可能な開発目標（SDG）の指標
あらゆる場所で、あらゆる
形態の貧困に終止符を打つ

飢餓に終止符を打ち、食
料の安定確保と栄養状態
の改善を達成するととも
に、持続可能な農業を推
進する

国連の持続可能な開発目標（SDGs）は、人々が共同で取り組むための
枠組みを規定しています。イケアは SDGsを事業開発、新規目標の設定、
パートナーとの協働の指針として活用しています。また、私たちはイケ
アのブランドやバリューチェーンが持つ世界的な影響力を活用しなが
ら、SDGs の達成に貢献するために重要な役割を担っていることを認識
しています。SDGs に則って活動する場合、その貢献は複数の目標に影
響を及ぼす可能性があり、ほとんどの活動は SDGs の複数の目標に貢
献します。このセクションでは、SDGs の各目標に特に関連するイケア
の活動の概要とリンクを記載します。 適切で有意義な仕事の提供とサポートを行

います。 35 ページ

社会起業家と協力して社会の変革を促進し、
実現します。 106 ページ

より健 康 的でサステナブルな 食 品の 選 択
肢を提供します。 102 ページ

イケアレストラン＆カフェやビストロでの食
品廃棄物をできる限り削減します。 82 ページ

お客さまが食品廃棄物を削減するのに役立
つ製品とソリューションを提供します。 99 ページ

水産養殖管理協議会（ASC）および海洋管理
協議会（MSC）の認証を受けたシーフード、
RSPO 認証パーム油、UTZ 認証のコーヒー、コ
コア、お茶のみを扱うというコミットメントを維
持します。また、イケアの製品の一部は倫理的
バイオトレード連合（UEBT）および EU のオー
ガニック認証を受けています。 58 ページ

イケアのバリューチェーンで動物に与える飼
料はよりサステナブルなものとし、森林破壊
や、重要な自然生態系と HCV 地域の損失を
引き起こさないものとします。 58 ページ

「ベター・プログラム」を通じて動物福祉の
ためのより適切な基準を確保し続けます。 60 ページ
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あらゆる年齢のすべての人
の健康的な生活を確保し、
福祉を推進する

すべての人に包摂的かつ公
平で質の高い教育を提供
し、生涯学習の機会を促
進する

ジェンダーの平等を達成
し、すべての女性と女児
のエンパワーメントを図る

健康的でサステナブルな暮らしを支持し、可
能にします。 91 ページ

コワーカーにとって安全で健康的な職場をつ
くり、サプライヤーが同じことをできるよう
に支援します。 70 ページ

子どもの遊ぶ権利をサポートします。 117 ページ

安全性を最優先事項として製品を設計します。 105 ページ

多様性を受け入れる職場づくりを促進します。
35 ページ 
84 ページ

職人（主に農村部に住む女性）を雇用する社
会的企業と提携し、継続的な収入を得る力を
生み出します。 106 ページ

多様性を受け入れる職場づくりを促進します。 35 ページ

子どもの遊ぶ権利をサポートします。 36 ページ

若い世代や高齢者にも仕事の機会を提供し、
サプライヤーが同じことをできるように支援し
ます。 109 ページ

価値観に基づく採用アプローチを用い、継続
的な学習と能力開発の機会をコワーカーに提
供します。 72 ページ

すべての人に水と衛生へ
のアクセスと持続可能な
管理を確保する

家庭での真水の消費量を削減する製品を提
供し、お客さまが水をリサイクルして浄化で
きるよう新しい技術を開発します。 97 ページ

水の管理や処理方法を改善するため、イケア
のサプライヤーをサポートします。 45 ページ

イケアのバリューチェーン全体で使用する水
の量を削減します。 44 ページ

WWF と協力して、水管理に関するより幅広
い協力的アプローチを開発します。 45 ページ

技術を共有し、現地行政、NGO、水事業者
と協力して、地域の水循環と生物多様性を
保護します。 45 ページ

イケアのバリューチェーンを超えて、より適
切な水管理を支援します。 45 ページ
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すべての人に手ごろで信
頼でき、持続可能かつ近
代的なエネルギーへのア
クセスを確保する

すべての人のための持続
的、包摂的かつ持続可能
な経済成長、生産的な完
全雇用およびディーセン
ト・ワーク（働きがいのあ
る人間らしい仕事）を推
進する

強靭なインフラを整備し、
包摂的で持続可能な産業
化を推進するとともに、技
術革新の拡大を図る

新しい設備を通じて再生可能エネルギーに投
資し、イケアのバリューチェーン全体で再生可
能エネルギー使用率 100％を目指します。 28 ページ

Inter IKEA の業務におけるエネルギー効率
の向上を図ります。 25 ページ

イケアのバリューチェーン全体で再生可能エ
ネルギーを促進し、イケアのサプライヤーに
よる再生可能エネルギーの導入や購入を支援
します。 65 ページ

家庭用太陽光発電など、多くの人々が家庭
で再生可能エネルギーを生成できるようにな
る製品とサービスを提供します。 95 ページ

イケアのサプライヤーと協働し、エネルギー
効率を向上させます。 65 ページ

低炭素社会を実現するための政策変更を提
唱します。 113 ページ

イケアのビジョンを共有する社会起業家と提
携するなどして、サステナブルな未来のため
のソリューションを共同でつくります。 115 ページ

インフラとイノベーションへの投資を行いま
す。例：

クライメートポジティブを実現するための行
動のスピードアップ 10 ページ

再生可能エネルギー 65 ページ

木材のリサイクル 68 ページ

再生可能燃料 76 ページ

国内および国家間の格
差を是正する

移民労働者、在宅作業者、社会起業家といっ
たイケアの幅広いサプライチェーンの中の特
定の人々をサポートするなど、人権を尊重し
た活動を行います。 35 ページ

責 任ある賃 金 設 定に対して包 括 的なアプ
ローチを行います。 72 ページ

イケアのバリューチェーン全体で子どもの権
利を保護します。 36 ページ

公平かつインクルーシブな待遇の確保に取
り組みます。 86 ～ 87 ページ
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イケアブランドのもとで働く 20 万 8,000 人
のコワーカ ー を 含 む、 イケ アのバリュー
チェーン全体で働く人々に適切で有意義な仕
事の提供とサポートを行います。 35 ページ

イケアのサプライヤーの 行 動 規 範 である
IWAY を通じて、イケアのバリューチェーン
の社会的基準を改善します。 109 ページ

責 任ある賃 金 設 定に対して包 括 的なアプ
ローチを行います。 72 ページ

責任ある採用への取り組みを広げます。 72 ページ

サプライチェーンにおける在宅作業者の良好
な労働条件をサポートします。 74 ページ

多様性を受け入れる職場づくりを促進しま
す。 84 ページ

社会的に弱い人々を雇用する社会的企業と
提携し、独立した継続的な収入を創出でき
るようにします。 106 ページ

イケアの製品を輸送するドライバーが良好で
公正な労働条件を享受できるようにします。 77 ページ
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都市と人間の居住地を包
摂的、安全、強靭かつ持
続可能にする

持続可能な消費と生産の
パターンを確保する

気候変動とその影響に立ち
向かうため、緊急対策を 
取る

循環型のビジネスを実現します。 18 ページ

人々が家庭でよりサステナブルな暮らしを送
るためのヒントを提供し、それを可能にする
製品とソリューションを開発します。 91 ページ

イケアが業務を行うコミュニティの汚染物
質を削減します。 43 ページ

Clean Air Coalition に参加しています。 114 ページ

バリューチェーン全体にポジティブな影響を
及ぼします。

37 ページ
～

健康的でサステナブルな生活を可能にする製
品やソリューションをつくり、コワーカーやお
客さまに家庭でよりサステナブルな暮らしを送
ることを促します。 13 ページ

循環型ビジネスへの転換を図り、循環型経
済への移行を支援します。 18 ページ

お客さまが製品をリサイクルしたり、製品を
生まれ変わらせたりするためのサービスを提
供します。 100 ページ

イケアの製品に再生可能な素材、リサイクル
素材、リサイクル可能な素材を使用します。 39 ページ

再生可能な素材、リサイクル可能な素材、リ
サイクル素材の世界的な利用可能性を向上
させるために協力します。 39 ページ

家具の再生および再販売プログラムの試験
運用を行います。 101 ページ

海洋と海洋資源を持続可
能な開発に向けて保全し、
持続可能な形で利用する

イケアレストラン＆カフェやビストロ、ス
ウェーデンフードマーケットで販売する魚や
シーフードは責任ある調達を行い、ASC また
は MSC の認証を受けたものを使用します。 58 ページ

使い捨てプラスチック製品を段階的に廃止
し、プラスチックの海や水路への流出を防ぐ
ために努力します。 54 ページ

地中海から回収した海洋プラスチックをリサ
イクルし、製品に利用します。 55 ページ

海上輸送に代替燃料を使用する初の試験運
用を行っています。 76 ページ
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お客さまが気候への影響を削減し、よりサス
テナブルな暮らしを送ることを可能にする製
品とソリューションを開発します。 95 ページ

家庭用太陽光発電など、多くの人々が家庭
で再生可能エネルギーを生成できるようにな
る製品とサービスを提供します。 95 ページ

イケアのバリューチェーン全体が排出するよ
りも多くの温室効果ガスを削減することで、
イケアのビジネスを成長させながらクライ
メートポジティブを目指します。 17 ページ

再生可能エネルギーへの投資を行い、エネ
ルギー効率の向上を図ります。また、現場で
の再生可能エネルギーの生成と新しい設備
の導入を促進します。 79 ページ

炭素をとらえ、蓄えるための方法を開発し、
改善していきます。 25 ページ

原材料の生成やバージン材料の使用の必要
性を削減する循環型ビジネスを探求します。 18 ページ

イケアのサプライヤーの 行 動 規 範 である
IWAY を通じて、イケアのバリューチェーン
の社会的基準を改善します。 109 ページ
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陸上生態系の保護、回復
および持続可能な利用の
推進、森林の持続可能な
管理、砂漠化への対処、
土地劣化の阻止および逆
転、ならびに生物多様性損
失の阻止を図る

持続可能な開発に向けて
平和で包摂的な社会を推
進し、すべての人に司法へ
のアクセスを提供するとと
もに、あらゆるレベルにお
いて効果的で責任ある包
摂的な制度を構築する

持続可能な開発に向けて
実 施 手 段 を 強 化 し、 
グローバル・パートナー 
シップを活性化する

健康的でサステナブルな暮らしを中心とした
社会のポジティブな変化を提唱します。 114 ページ

より公平でよりインクルーシブな社会を提唱
します。 35 ページ

他者とともに行動を起こします。 113 ページ

多くの人に利益をもたらす公平でインクルー
シブな社会を構築するリーディング企業の 1
つになることを目指します。 35 ページ

ビジネスに対する倫理的なアプローチを確保
します。 109 ページ
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資源の再生、生態系の保護、生物多様性の
改善に寄与します。 30 ページ

WWF との提携などを行い、よりサステナブ
ルな供 給 源から綿や木 材などの主 要 原材
料を調達します。

48 ～ 51 ペー
ジ

サステナブルな森林管理の促進などを通して
森林の劣化や破壊を食い止めることにより、
フォレストポジティブを実現します。 48 ページ

FSC 認証紙のみを使用して IKEA カタログを
作成します（FSC 認証紙を 100％使用して製
造された、世界でも過去最大量の印刷物と
なります）。 48 ページ

イケアのバリューチェーンで動物に与える飼
料はよりサステナブルなものとし、森林破壊
や、重要な自然生態系と HCV 地域の損失を
引き起こさないものとします。 58 ページ

イケアのサプライヤーの 行 動 規 範 である
IWAY を通じて、イケアのバリューチェーンの
環境的基準を改善します。 109 ページ


